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はじめに 

平成２８年１２月に示された中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支

援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」においては、新しい時代に必

要となる資質・能力の育成ということが言われました。これからの社会を生きる子どもたちに求

められる資質・能力を明確にし、学校教育において「何を学ぶのか」「どのように学ぶのか」とい

う共通理解を図ることが求められています。さらに、今回改定された学習指導要領においても、

これらの事柄について、カリキュラム・マネージメントという視点での各学校の主体的な取組が

期待されています。 

 一方、教員に求められる資質能力については、中央教育審議会から「教職生活の全体を通じた

教員の資質能力の総合的な向上方策について」（平成２４年８月２８日）及び「これからの学校教

育を担う教員の資質能力の向上について」（平成２７年１２月２１日）などの答申が出されており

ます。平成２４年８月の答申では、これからの教員に求められる資質能力として、①社会から尊

敬・信頼される教員、②思考力・判断力・表現力等を育成する実践的指導力を有する教員、③困

難な課題に同僚と協働し地域と連携して対応する教員、④探究心を持ち学び続ける存在としての

教員などが示されました。さらに、平成２７年１２月の答申においても同様の内容が言われてい

るとともに、学校におけるチーム力の向上を図り、保護者や地域の力を学校運営に生かし、組織

的に諸課題に対応できる学校の姿が求められています。 

  本校では、障害者の権利に関する条約の理念に基づき「インクルーシブな学校づくり」を学校

運営の柱に掲げ、学校全体で組織的な取組を推進してきました。本研究集録では、研修部が中心

となって行った「校内研究」と、教務部及び地域支援部が取り組んだ「大笹生支援学校の学校づ

くり」を中心に報告させていただきます。本研究では、これら二つの取組について、お互いに密

接な関連を持って展開したことが大きな特徴であります。特別支援学校における研究では、研修

部が中心となった授業研究を中心とした校内研究が一般的に行われてきました。今回の取組にお

いては、これまで行っていた授業研究を大切にしながら、学校組織全体としてのチームアプロー

チによって、大笹生支援学校が目指す学校の姿にせまれるように実践を進めました。

現在、学校を取り巻く課題は多種多様であります。これからの社会の変化に対応した教育を実

践していくためには、教員一人一人の資質能力の向上は不可欠ですが、それを支える学校組織と

しての取組が特に重要であると考えます。本校が取り組んだ実践研究が皆様の参考にしていただ

ければ幸いに存じます。最後に、実践研究を進めるにあたって御助言、御支援をいただきました

たくさんの方々に厚く御礼を申し上げます。 

平成３１年３月 

福島県立大笹生支援学校長 片寄 一 
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第１節 研究主題 

 １ 障害者の権利に関する条約 

２ 共生社会の形成に向けたインクルーシブ教

育システムの構築 

３ インクルーシブな学校とは

４ 大笹生支援学校が目指す学校の姿 

５ インクルーシブな学校づくりとモデルカリ

キュラム

第１章 校内研究
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第１節 研究主題について 
 本節では、研究主題である「インクルーシブな学校づくり」について、本校における定義づけ

やその背景について明確にし、本研究内容である「大笹生支援学校モデルカリキュラム」につい

てのつながりを明らかにする。 

１ 障害者の権利に関する条約（Convention on the Rights of Persons with Disabilities）
２００６年１２月国連総会において、「障害者の権利に関する条約」が採択され、国際的に障

がい者の権利と尊厳を保障する条約が締結された。日本においては、２０１３年１２月４日、

障害者基本法や障害者差別解消法の成立に伴い、国内の法律が条約の求める水準に達し

たとして、条約の批准を承認した。日本国の批准は２０１４年１月２０日付けで国際連

合事務局に承認されている。（※固有名詞については、国の表記に従い「障害者」とし

ています。） 

 本条約の第２４条には、教育について示

されており、障がいのある者を包容するあ

らゆる段階の教育制度（インクルーシブ教

育システム）及び生涯学習を確保すること、

障がいのある者が障がいに基づいて一般

的な教育制度から排除されないこと、個人

に必要な合理的配慮が提供されることな

どが示されている。本条約及び関係する法

令を背景に、我が国では「インクルーシブ

教育システム」を構築する動きが高まって

いる。 

２ 共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システムの構築 

 ２０１２年７月、障害者の権利に関する条約の批准に先駆けて、中央教育審議会初等中等教

育分科会により「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援

教育の推進（報告）」がまとめられた。共生社会とは、誰もが相互に人格と個性を尊重し支え合

い、人々の多様な在り方を相互に認め合える全員参加型の社会である。共生社会の形成に向け

ては、障害者の権利に関する条約に基づくインクルーシブ教育システムの理念が重要であると

されている。 

インクルーシブ教育システムとは、障がいのある者と障がいのないものが共に学ぶ仕組みで

あり、障がいのある者が一般的な教育制度から排除されないこと、自己の生活する地域におい

て初等中等教育の機会が与えられていること、個人に必要な合理的配慮が提供されること等が

必要とされていることが示されている。 

（引用・参考）平成２４年 7月 23日中央教育審議会初等中等教育分科会特別支援教育の在り方に関する特別員会資

料会「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進（報告）」（太字、

下線、下部の枠内は筆者による。） 
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ただし、単に同じ場にいることを目指すのではなく、「授業の内容がわかり学習活動に参加し

ている実感・達成感を持ちながら充実した時間を過ごしつつ、生きる力を身につけていけるか

どうかが重要であり、そのために、教育的ニーズのある子供に対して、その時点で最も的確に

指導を提供できる、連続性のある「多様な学びの場」を用意しておくことが必要である」とさ

れている。 

（引用）平成２４年 7月 23 日中央教育審議会初等中等教育分科会特別支援教育の在り

方に関する特別員会資料会「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システ

ム構築のための特別支援教育の推進（報告）」（太字は筆者による。）
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３ インクルーシブな学校とは 

 障がい者の権利に関する条約、共生社会の理念、インクルーシブ教育システム等の我が国に

おける教育的動向を踏まえ、本校では「インクルーシブな学校」を学校経営運営ビジョンに掲

げ、インクルーシブ教育システムの理念を踏まえ、その一員として本校に求められる役割を果

たしていくこととした。（図1） 

 本校は、知的障がい教育を基盤とする特別支援学校であり、知的障がいのある児童生徒に対

する教育を専門的に行う教育の場である。本来、インクルーシブ教育システムでは、障がいの

ある者と障がいないものが共に学ぶことを追求するものであるが、「学びの場の連続性」の仕組

みの一部として捉えると、本校の役割としては、本校に在籍する児童生徒に対する教育の充実

と、地域の児童生徒や保護者を支えるための学校や関係機関との連携とに分けられる。前者は、

自立と社会参加に向けた児童生徒一人一人の確かな学びに向けて、教育課程を中心に適切な指

導・支援を追求し、教育効果の最大化を目指した取組である。後者は、交流及び共同学習など

障がいのある者と障がいのない者のつながりを作ることや、特別支援教育のセンター的機能や

学校間連携を高め、地域の児童生徒への支援を行う取組である。こうした取組を学校内にとど

めず、共生社会の形成を目指したインクルーシブ教育システムの一員として地域社会と連携・

協働することが重要であると考える。 

図１ 特別支援学校におけるインクルーシブな学校のイメージ 

（引用）２０１８年５月１８日大笹生支援学校外部専門家活用研修会①資料より 
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４ 大笹生支援学校が目指す学校の姿 

本校では、平成２９年度より「インクルーシブな学校」に向けた学校運営を柱に取組を進め

てきたが、平成３０年度はさらにその方向性を具体化し、「共に学ぶ学校」を合わせて示すこと

とした。校内の児童生徒同士はもちろん、校内の教員同士、地域の子供たちや保護者、それを

支える学校と教員、地域の関係機関、地域の人々など、本校に関わる全ての人がそれぞれに学

びを深め、共に学び共に生きる社会に向かうことができる場でありたいとの願いを込め、本校

の目指す学校の姿とした。 

「障害者の権利に関する条約第２４条１」に示すインクルーシブ教育システムの目的として、

「多様性の尊重の強化」「個々の能力を最大限度まで発達させること」「自由な社会に効果的に

参加することを可能とすること」が示されている。この目的に沿った形で本校における学校づ

くりの基本的な考えを組み立てている。（図２） 

５ インクルーシブな学校づくりとモデルカリキュラム 

 本研究において、研究主題を「一人一人の学びを支えるインクルーシブな学校づくり」にし

た大きな理由が、上記に示した背景とそのつながりを教員一人一人が意識し、「学校づくり」と

いう大きな視点から一人一人の児童生徒の指導・支援、学級の授業づくりについて検討してい

くことが重要であると考えたためである。教員一人一人がビジョンを共有することで、教育課

程や授業実践が学校全体のものとして共有され、学校教育の質の向上につながると考えている。 

本校には、知的障がいのある児童生徒が在籍するが、その実態は幅広く、知的障がいの程度、

自立や社会適応の状態が様々であるだけでなく、肢体不自由や自閉症スペクトラム、情緒障が

図２ 大笹生支援学校が目指す学校の姿 

（引用）片寄一校長２０１８年４月２日職員会議資料より 
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い等、他の障がいを合わせ有する児童生徒や医療的ケア等個別の配慮が必要な児童生徒、訪問

教育を必要とする児童生徒、隣接する学園に在籍する児童生徒など多様な実態が混在している。

こうした状況の中でも、多様性を尊重し、最大限に能力を発達させ、社会参加することができ

るようにするための教育の提供を追求することが求められる。 

  そのためには、担任や教科担当など教員一人一人の力量の向上を目指すだけではなく、学校

全体として多様な実態に対応できる教育課程と個別に対応できるシステムの確立が不可欠であ

ると考える。教員自体も職務経験や得意分野等が多様化する中で、大量退職、大量採用、働き

方改革など教員を取り巻く時代背景などを鑑みると、個々の力量の向上だけでは対応できない

ことも多くなり、学校全体として児童生徒の学びを保障する仕組みが必要である。その仕組み

の中心となるのが教育課程である。教育課程を基盤とし、各教員が、学級別、個別に対応しな

がらも系統的段階的な力の育成を目指した授業づくりや授業改善に取り組む。そして、そのノ

ウハウがまた教育課程に還元される。その循環の中で教員一人一人が学びを深め、力量を高め

るとともに学校全体の教育の質の向上が図られるという仕組みづくりが必要であると考える。 

 平成２８年１２月に示された中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別

支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」及び平成２９年４月に公

示された特別支援学校小学部・中学部学習指導要領の中で、「社会に開かれた教育課程」「カリ

キュラム・マネジメント」が示された。（図３）これらの理念は本校の課題解決につながる大

きな指針となるものであり、今回の学習指導要領の改訂を機に研究内容として取り上げることと

した。特に「何ができるようになるか」「何を学ぶか」「どのように学ぶか」のつながりを明確

にし、本校としての教育課程の見直しと授業の充実につなげていくことが重要であると考える。 

図３ 学習指導要領改訂の方向性 

（引用）文部科学省ＨＰ 中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要

領等の改善及び必要な方策等について（答申）補足資料」 
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 本校では、「何ができるようになるか」「何を学ぶか」「どのように学ぶか」３点のつながりを

明確にしながら、重点として「育みたい資質・能力の明確化」「年間指導計画モデルの作成」「学

びの過程を踏まえた授業実践」の３つの研究内容を取り上げることとした。これら３つを合わ

せて「大笹生支援学校モデルカリキュラム」（図４）とし、本校の教育課程の構造を可視化（見え

る化）する。可視化することを通じて、それぞれの教員が教育課程を理解し共有するとともに

教育課程の改善・充実に向けて連携・協働することができるようになり、児童生徒の多様性に

応えながらもつながりのある質の高い授業づくりの基盤を作ることができると考える。 

また、このモデルカリキュラムを開発する過程そのものが、目の前の児童生徒の姿を踏まえ

ながら学校教育の改善・充実の好循環を生み出す「カリキュラム・マネジメント」につながる

とともに、教員一人一人が学習指導要領への理解を深め、授業力と組織力等の向上につながる

ことが期待できる。 

このような取組を通して、児童生徒一人一人の多様性を尊重し、自立と社会参加に向けた教

育ニーズに応える「インクルーシブな学校」へと迫ることができるのではないかと期待し、本

研究を進めている。 

図４ 大笹生支援学校モデルカリキュラム 

（引用）２０１８年４月２４日大笹生支援学校研修全体会資料より 
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第２節 研究の計画 

１ 研究主題（平成２９～３１年度） 

２ 研究仮説 

３ 研究内容 

４ 研究方法 

５ 年次計画 

６ ２年次（平成３０年度）の取組 

７ ２年次（平成３０年度）年間予定 

８ 研究グループ 
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第２節 研究の計画
本節では、校内研究３年間の計画の概要と本年度の年間予定についての概要を示す。

１ 研究主題（平成２９～３１年度） 

２ 研究仮説 

３ 研究内容 

 研究主題に迫るための方策として、学習指導要領の改訂の方向性として示されたカリキュラム・

マネジメントの枠組みを使用し、「大笹生支援学校モデルカリキュラム」として教育課程の構造を可

視化し、学校全体で連携・協働して改善・充実を図る取組を行う。主な内容としては、①「育みた

い資質・能力」の明確化、②「年間指導計画モデル」の作成、③「学びの過程」を踏まえた授業

実践に取り組んでいく。 

「①『育みたい資質・能力』の明確化」は、教育目標の具現化のためにどのような資質・能力

を育てるのかを明確にし、教職員が共通意識を持って指導を進めていくために必要なものである。

また、その方向性を学校独自に留めず、一般社会や各学校間でのつながりを意識して、社会に開か

れたものにする必要がある。そこで、中教審答申で示された育成を目指す資質・能力３つの柱「知

識及び技能の習得」「思考力・判断力・表現力等の育成」「学びに向かう力・人間性等の涵養」を

踏まえつつ、本校の教育目標と育みたい資質・能力の整理を進める。本研究では、中教審答申で示

された「育成を目指す資質・能力３つの柱」と区別するため、本校で具体化していく資質・能力を

「育みたい資質・能力」と表記する。 

「②『年間指導計画モデル』の作成」は、本校における教育内容の整理と共有化を目的として

いる。これまでに培ってきた各教育課程の単元や題材についての良さを改めて見直し、その配列や

学年間、学部間の系統性を整理し改善を図るために作成していく。「モデル」としたのは、様々な学

級の実態に応じて年間指導計画は柔軟に対応していく必要があり、計画に縛られすぎずに具体的な

計画作成の基準になるようなものを想定しているためである。また、「モデル」があることによっ

て、各教員が小学部、中学部、高等部の教育について共通理解を図ったり、保護者や地域の方々へ

本校教育についての理解を図ったりすることにもつながると考える。 

一人一人の学びを支えるインクルーシブな学校づくり

「大笹生支援学校モデルカリキュラム」として、①「育みたい資質・能力」の明確化、②「年

間指導計画モデル」の作成、③「学びの過程」を踏まえた授業実践の取組を通して、本校の教

育課程の構造を可視化し、学校全体で連携・協働して改善・充実を図ることで、児童生徒一

人一人の自立と社会参加を目指し、多様な教育的ニーズに応える「インクルーシブな学校」

の実現に迫ることができるのではないか。
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「③『学びの過程』を踏まえた授業実践」は、これまでの校内研究の成果を踏まえ、さらに充

実した授業研究を進めることを目的としている。「学びの過程」は、児童生徒が学ぶことに意味や

価値を感じながら主体的に学習に取組、物事に対する理解や思いなどを積み重ねる過程である。

それを実現するためには、どのような流れや手立てが必要であるか、単元（題材）や各授業場面

において検証し、研究グループごとに実践的知見をまとめたり、全体で共通する内容をモデル化

しまとめたりする。その際、学習指導要領で示された「主体的・対話的で深い学び」について併

せて検討する。 

４ 研究方法 

「育みたい資質・能力」の明確化 

（１）学習指導要領に関する研修会を実施し、改訂についての共通理解を図る。（１年次） 

（２）「育みたい資質・能力」について素案を設定し、協議を行いながら検討する。（１～２年次） 

（３）「育みたい資質・能力」に基づく評価方法について検討する。(３年次) 

「年間指導計画モデル」の作成 

（１）教育課程及び学年ごとに「年間指導計画モデル」を作成する。（１年次） 

（２）教育課程及び学年ごとに「年間指導計画モデル」を検討・改善する。（２年次） 

（３）教科間のつながりや系統性を踏まえ「年間指導計画モデル」を検討・改善する。（３年次） 

「学びの過程」を踏まえた授業実践 

（１）「年間指導計画モデル」から単元（題材）を抽出し、授業研究を行う。（１～３年次） 

（２）「学びの過程」について検討し、まとめる。（１年次） 

（３）「主体的・対話的で深い学び」について検討し、まとめる。（２～３年次） 

５ 年次計画 

年次 副主題 「育みたい資質・能

力」の明確化

「年間指導計画モデ

ル」の作成

「学びの過程」を踏ま

えた授業実践

1 年次 
Ｈ２９

大笹生支援学校モデ

ルカリキュラムの開

発と授業実践Ⅰ

○「資質・能力」素案

の検討

※教務部と研修部が

連携して提案

○教育課程の中心と

なる各教科等（生

活単元学習・作業

学習等）

※自立活動を含む

○事前検討会・研究授

業・事後検討会

（各グループ２事例） 

○「学びの過程」の検討

２年次

Ｈ３０

大笹生支援学校モデ

ルカリキュラムの開

発と授業実践Ⅱ

○「資質・能力」の明

確化と実際

※教務部と研修部が

連携して提案

○その他の各教科等

（国数音体美職

家、総合等）

※自立活動を含む

○事前検討会・研究授

業・事後検討会

（各グループ２事例） 

○「主体的・対話的深い

学び」の検討

３年次

Ｈ３１

大笹生支援学校モデ

ルカリキュラムの開

発と授業実践のまと

め

○「資質・能力」によ

る評価の実際

○教科間のつながり

や系統性を踏まえ

た改善

○事前検討会・研究授

業・事後検討会

（各グループ２事例） 

○「主体的・対話的深い

学び」のまとめ
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６ ２年次（平成３０年度）の取組 

1 年次（平成２９年度）の取組では、①「資質・能力」を学校教育目標と実践との関連の中で、位置

づけと方向性を明確にしたこと、②各学部・各教育課程・各学部の「年間指導計画モデル ver.1」を整

理し具現化したこと、③研究グループごとに児童生徒主体の授業実践を行い、授業のポイントについ

てまとめたことなどの成果が見られた。

一方、モデルカリキュラムの更なる検討・改善が課題として挙げられ、２年次（平成３０年度）は、 

①「育みたい資質・能力」を各学部で共有する手続きの検討や、②年間指導計画モデルの検討・改善、 

③「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善等に取り組む。教育課程の重点目標において

もカリキュラム・マネジメントの視点による授業の改善・充実が挙げられており、モデルカリキュラ

ムを活用しながら授業の改善・充実につながる研究を進める。
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７ ２年次（平成３０年度）年間予定 

月 事項 実施内容 備考

４月 研究全体会①

４月２４日（火）

○平成３０年度校内研究推進計画の提案

５月 学部会

 ５月２日（水）

研修日①

 ５月１５日（火）

外部専門家研修会①

５月１８日（金）

○校内研究の進め方及び研究資料の説明

○研究グループの編成（学部ごと）

○グループ研究計画立案（研究グループ）

○「インクルーシブな学校づくりを考える会①」

【講師：JICA 国際協力機構技術顧問 滝坂信一氏】

※グループ研

究計画の提

出

６月 研修日②

６月２２日（金）

○グループ協議①

７月 研修日③

７月１１日（水）

○グループ協議② ※研究資料の

提出

８月 外部専門家研修会②

 ８月２３日（木）

○「OJL 研修会」

【講師：立正大学非常勤講師 ｐｈ,Ｄ 小野寺哲夫氏】 
９月 研修日④

 ９月１１日（火）

外部専門家研修会③

９月１３日（木）

○グループ協議③

○個別事例検討会

【講師：宇都宮大学准教授 岡澤慎一氏】

１０月 研修日⑤

１０月 ２日（火）

特別支援学級担当教

員研修会

１０月２６日（金）

○グループ協議④

☆「育みたい資質・能力」に関するアンケート 
○教育講演会

【講師：群馬医療福祉大学教授 江原京子氏】

※育みたい資

質・能力に関

するアンケ

ートの提出

１１月 研修日⑥

１１月 １日（木）

○グループ協議⑤

１２月 研修日⑦

１２月 ５日（水）

公開研究会

１２月１４日（金）

○グループ協議⑥

○教育講演会

【講師：植草学園大学准教授 菊地一文氏】

※研究資料の

提出

※年間指導計

画モデルの

提出

１月

研修日⑧

 １月９日（火）

外部専門家研修会④

１月１８日（金）

☆「育みたい資質・能力」の検討・整理 
○研究グループのまとめと運営上の課題

○「インクルーシブな学校づくりを考える会②」

【講師：JICA 国際協力機構技術顧問 滝坂信一氏】

※研究グルー

プのまとめ

の提出

２月 研究全体会②

２月１８日（火）

○校内研究の報告（成果と課題）

○平成３１年度校内研究計画案の提案

３月 研究集録の作成・印刷 ○平成３０年度研究集録の作成・印刷

○平成３１年度校内研究計画案の修正
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８ 研究グループ 

№ 研究グループ名 リーダー 年計作成 授業者 司会 ビデオ まとめ・記録

１ 小学部類型Ⅰ 中村里永子 木村野麦

八巻茉以

菊地郁惠

寺崎里都子

八巻茉以

中村里永子

薄井真紀

尾形徳洋 遠藤慎也

佐藤明子

２ 小学部類型ⅡA 

1・2 年 

安齋梨沙 樫村知哲

皆川美紀

樫村知哲

熊谷美奈

遊佐美弥子 加藤由佳里 黒子知美

皆川美紀

３ 小学部類型ⅡA 

3・4 年 

佐藤亜里 菅野喜徳

吉田里奈

太田陽子

秋山由依子

山口哲也

武田桂子

中島篤志 高橋恵

４ 小学部類型ⅡA 

5・6 年 

岩佐信子 小椋葵加里

鈴木菜苗

鴫原一寿

篠原恵美

菅野幸伸 樅山伊公子 生方彩海

菅玲子

５ 小学部類型ⅡB 遠藤順子 阿部友耶

吉田眞理子

加藤琢也

鈴木菜苗

冨田篤 永峯美緒 永峯美緒

６ 中学部類型Ⅰ 星 純恵 富村祥子

古山敦子

円谷昌史

菊田 源

相沢すみ子

三浦恒樹

大竹和美

矢吹典子

塚原祐子

三浦瑞姫

栗田律子

７ 中学部類型ⅡAB 佐々木佳代 菅野マリエ

末永義明

青柳悦江

関口秀

佐川裕美

平克彦

高野美生

本田美佳

平野真実子 鈴木美香

相原聖美

佐々木由香

村上まゆみ

８ 高等部類型ⅠAB 阿部広美

二階堂俊介

五十嵐佳奈

平野留美

大橋清香

赤井識史

志賀真実

古山千裕

遠藤美英

岩倉可奈恵

鈴木秀騎

丹野智春

江口元司

渡邉由貴

西川まみ

江田 綾

９ 高等部類型ⅠC① 伊藤孝之 樋口裕香

尾形美左子

鈴木允恵

湯川麻愛子

滝田隆介 吉田和美

石田裕二

朽木久枝

10 高等部類型ⅠC② 佐久間元子 佐藤健太

三浦志帆

赤沼宏子

力丸卓也

石高敦子

岩倉可奈恵

畠腹雅人

引地真澄

野地宏

芳賀由佳子

渡辺祐二

原千晶

11 高等部類型ⅡAB 渡辺史宏 土田 崇 佐久間英雄

宮澤美子

齋藤みち子

吉田由香里

渡邉なおみ 渡辺史宏

黒沢和久

黒沢和久

12 類型ⅡC 

（小・中・高）

渡邉明子 廣瀬岳裕

大場智江

小柴潤子

大場智恵

横山文恵

丹治誠市

小柴潤子

佐々木啓子

齋藤彩名

丹治誠市

横山奈美子

水本敬子

横山文恵

13 類型Ⅲ

（訪問）

荒川真紀 平川佐智恵 能呂順子 荒川真紀 渡辺美樹
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第３節 

「育みたい資質・能力」の明確化 

１ 学習指導要領が示す「育成を目指す資質・
　能力」とは 
２「育みたい資質・能力」明確化の取組 
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第３節 育みたい資質・能力の明確化
 本節では、「何ができるようになるか」に焦点を当て、平成２９年４月公示の文部科学省「特別

支援学校小学部・中学部学習指導要領」（以下新学習指導要領）と平成３０年３月特別支援学校学

習指導要領解説（以下解説）に示す「育成を目指す資質・能力」について整理するとともに、本

校の「育みたい資質・能力」の明確化の取組について述べる。 

１ 学習指導要領が示す「育成を目指す資質・能力」とは 

（１）なぜ「資質・能力」を明確にするのか

３ ２の（1）から（4）までに掲げる事項の実現を図り，豊かな創造性を備え持続可能な社会

の創り手となることが期待される児童又は生徒に，生きる力を育むことを目指すに当たって

は，学校教育全体並びに各教科，道徳科，外国語活動，総合的な学習の時間，特別活動（た

だし，第３節の３の（2）のイ及びカにおいて，特別活動については学級活動（学校給食に係

るものを除く。）に限る。）及び自立活動の指導を通してどのような資質・能力の育成を目指

すのかを明確にしながら，教育活動の充実を図るものとする。その際，児童又は生徒の障害

の状態や特性及び心身の発達の段階等を踏まえつつ，次に掲げることが偏りなく実現できる

ようにするものとする。 

（1） 知識及び技能が習得されるようにすること。

（2） 思考力，判断力，表現力等を育成すること。

（3） 学びに向かう力，人間性等を涵養すること。

（引用）文部科学省「特別支援学校幼稚部教育要領・小学部・中学部学習指導要領（平成２９年４月告示）」Ｐ62-63 

 上記の「２の（１）から（４）」とは、いわゆる「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」

に「自立活動の指導」の４点を示している。上記は「生きる力」を育むに当たって、「知識及び

技能の習得」「思考力・判断力・表現力等の育成」「学びに向かう力・人間性等の涵養」（育成

を目指す資質・能力三つの柱）をねらいとしたことを示したものである。 

解説（総則編Ｐ１８９）によれば、 

今回の改訂は，「生きる力」の育成という教育の目標が各学校の特色を生かした教育課程の編

成により具体化され，教育課程に基づく個々の教育活動が,児童生徒一人一人に，社会の変化

に受け身で対応するのではなく，主体的に向き合って関わり合い,自らの可能性を発揮し多様

な他者と協働しながら，よりよい社会と幸福な人生を切り拓ひらき,未来の創り手となるため

に必要な力を育むことに効果的につながっていくようにすることを目指している。そのために

は，「何を学ぶか」という教育の内容を重視しつつ，児童生徒がその内容を既得の知識及び技

能と関連付けながら深く理解し，他の学習や生活の場面でも活用できる生きて働く知識とな

ることを含め，その内容を学ぶことで児童生徒が「何ができるようになるか」を併せて重視

する必要があり，児童生徒に対してどのような資質・能力の育成を目指すのかを指導のねら

いとして設定していくことがますます重要となる。 

としている。つまり、「生きる力」を育むためには、「何を学ぶか」という視点だけでなく、

児童生徒が「何ができるようになるか」という視点が必要であり、「何のために学ぶのか」と
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いう学習指導の目的を児童生徒自身の「資質・能力」の育成に焦点化したということである。 

そして、国内外の研究の蓄積に基づき、各教科等で育まれる資質・能力、学習の基盤となる

資質・能力、現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力といった、あらゆる資質・能

力に共通する要素を整理したものが「資質・能力の三つの柱」であるとされ、学習指導要領

改訂はこの「資質・能力の三つの柱」に基づいて整理されることとなった。 

上記の理由から、学習指導要領に示す各教科等の目標や内容が、育成を目指す資質・能力

三つの柱で再整理され、それぞれ明確化されている。 

これについて、解説（総則編Ｐ１９０）では、 

児童生徒に育成を目指す資質・能力を三つの柱で整理することは，これまで積み重ねられ

てきた一人一人の児童生徒に必要な力を育む学校教育の実践において，各教科等の指導を通

して育成してきた資質・能力を再整理し，教育課程の全体として明らかにしたものである。

そのことにより，経験年数の短い教師であっても，各教科等の指導を通して育成を目指す資

質・能力を確実に捉えられるようにするとともに，教科等横断的な視点で教育課程を編成・

実施できるようにすること，更には，学校教育を通してどのような力を育むのかということ

を社会と共有することを目指すものである。 

としている。これは、学習指導要領の理念である「社会に開かれた教育課程」につながるも

のであり、社会と学校が連携・協働して児童生徒の「生きる力」を着実に育成する教育課程

の編成・実施が今学校に求められている。 

（２）育成を目指す資質・能力の三つの柱

 解説（総則編Ｐ１９１～１９４）では、育成を目指す資質・能力三つの柱について、それぞ

れ下記のように説明されている。 

① 知識及び技能が習得されるようにすること

資質・能力の育成は、児童生徒が「何を理解しているか、何ができるか」に関わる知識及び

技能の質や量に支えられており,知識や技能なしに、思考や判断、表現等を深めることや、社会

や世界と自己との多様な関わり方を見いだしていくことは難しい。一方で、社会や世界との関

わりの中で学ぶことへの興味を高めたり、思考や判断、表現等を伴う学習活動を行ったりする

ことなしに、児童生徒が新たな知識や技能を得ようとしたり、知識や技能を確かなものとして

習得したりしていくことも難しい。こうした「知識及び技能」と他の二つの柱との相互の関係

を見通しながら、発達の段階に応じて、児童生徒が基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習

得できるようにしていくことが重要である。 

知識については、児童生徒が学習の過程を通して個別の知識を学びながら、そうした新たな知

識が既得の知識及び技能と関連付けられ、各教科等で扱う主要な概念を深く理解し、他の学習や

生活の場面でも活用できるような確かな知識として習得されるようにしていくことが重要とな

る。また、芸術系教科における知識は、一人一人が感性などを働かせて様々なことを感じ取りな

がら考え、自分なりに理解し、表現したり鑑賞したりする喜びにつながっていくものであること

が重要である。教科の特質に応じた学習過程を通して、知識が個別の感じ方や考え方等に応じ、

生きて働く概念として習得されることや、新たな学習過程を経験することを通して更新されてい
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くことが重要となる。（中略） 

技能についても同様に、一定の手順や段階を追っていく過程を通して個別の技能を身に付けな

がら、そうした新たな技能が既得の技能等と関連付けられ、他の学習や生活の場面でも活用でき

るように習熟・熟達した技能として習得されるようにしていくことが重要となる（後略） 

② 思考力、判断力、表現力等を育成すること

 児童生徒が「理解していることやできることをどう使うか」に関わる「思考力、判断力、表現

力等」は、社会や生活の中で直面するような未知の状況の中でも、その状況と自分との関わりを

見つめて具体的に何をなすべきかを整理したり、その過程で既得の知識や技能をどのように活用

し、必要となる新しい知識や技能をどのように得ればよいのかを考えたりするなどの力であり、

変化が激しく予測困難な時代に向けてますますその重要性は高まっている。また、①において述

べたように、「思考力、判断力、表現力等」を発揮することを通して、深い理解を伴う知識が習得

され、それにより更に「思考力、判断力、表現力等」も高まるという相互の関係にあるものであ

る。（後略） 

③ 学びに向かう力、人間性等を涵養すること

児童生徒が「どのように社会や世界と関わり、よりよい人生を送るか」に関わる「学びに向か

う力、人間性等」は、他の二つの柱をどのような方向性で働かせていくかを決定付ける重要な要

素である。児童生徒の情意や態度等に関わるものであることから、他の二つの柱以上に、児童生

徒や学校、地域の実態を踏まえて指導のねらいを設定していくことが重要となる。（中略） 

児童生徒一人一人がよりよい社会や幸福な人生を切り拓いていくためには、主体的に学習に取

り組む態度も含めた学びに向かう力や、自己の感情や行動を統制する力、よりよい生活や人間関

係を自主的に形成する態度等が必要となる。これらは、自分の思考や行動を客観的に把握し認識

する、いわゆる「メタ認知」に関わる能力を含むものである。こうした力は、社会や生活の中で

児童生徒が様々な困難に直面する可能性を低くしたり、直面した困難への対処方法を見いだした

りできるようにすることにつながる重要な力である。また、多様性を尊重する態度や互いのよさ

を生かして協働する力、持続可能な社会づくりに向けた態度、リーダーシップやチームワーク、

感性、優しさや思いやりなどの人間性等に関するものも幅広く含まれる。（後略） 

　 この三つの柱は、「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」

と表現されることが多いが、言葉のイメージのみで枠組みを狭めず、どのような方向性を持っ

た言葉かを吟味して捉える必要があると考える。上記に示すような汎用的な活用を視野に入れ

た生きて働く「知識及び技能」であったり、既得の知識や技能を活用し「思考力・判断力・表

現力等」を発揮することで深い理解を伴う知識と共に高まる力であったりするなどの捉えが必

要である。「学びに向かう力、人間性等」については、主体的に学習に取り組む態度、自己の感

情や行動を統制する力、よりよい生活や人間関係を自主的に形成する態度、多様性の尊重、協

働する力、持続可能な社会づくり、リーダーシップやチームワーク、感性、優しさや思いやり

など、かなり幅広く扱われていることに留意が必要である。 

加えて、解説（総則編Ｐ１９０）によれば、「これらの三つの柱」は、学習の過程を通して相

互に関係し合いながら育成されるものであることに留意が必要である。」としている。それぞれ

の要点を分かりやすく整理しているが、別個に育成されることを意図しているわけではない。
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それぞれが相互に関連付けて育成されるからこそ、「生きる力」を育む「資質・能力」となる。 

学校は、これら「育成を目指す資質・能力」を理念と方向性を踏まえて、教育目標の設定と

教育課程の編成・実施が求められている。すなわち、本校においても学習指導要領に示された

「育成を目指す資質・能力」を基盤としつつ、本校の現状や特色等を踏まえた「教育目標」と

「本校で育みたい資質・能力」は何かを明らかにしていく必要がある。 

２ 「育みたい資質・能力」の明確化の取組 

（１）1年次（Ｈ２９）の取組

本研究では、学習指導要領で示された「育成を目指す資質・能力」と本校で整理される「資

質・能力」とを区別するため、「育みたい資質・能力」と表現している。「育みたい資質・能力」

に関する昨年度の主な取組としては、平成２８年１２月２１日中央教育審議会「幼稚園、小学

校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について

（答申）」（以下答申）、平成２９年４月公示の文部科学省「特別支援学校小学部・中学部学習指

導要領」等を踏まえ、教務部と研修部の一部で協議をしながら、「学校教育目標の構造案」を作

成したことである。 

「学校教育目標の構造案」とは、現在ある学校教育目標と資質・能力との関係を整理し、可

視化したモデル図である。本校の教育目標は、社会的使命に当たる部分と目指す児童生徒像で

表されている。本研究では、児童生徒の表に現れる姿と内面を区別し、「資質・能力」を「内面」

に当たるものと考え（図１）、教育目標とのつながりを図２のように整理した。さらに、その資

質・能力を具体化することで教育目標と教育実践をつなげることを目指した。そうすることで、

資質・能力の本来の主旨である社会と学校が連携・協働するための「社会に開かれた教育課程」

につながると考えた。また、こうした可視化は教員間の連携・協働にもつながり、教育課程の

編成・実施のみならず評価・改善にもつながると考える。 

  課題としては、①「学校教育目標の構造案」をさらに改善すること、②「各教科等で身に

付ける力」をどのように授業につなげるか、③「教科等横断的に身に付ける力」をどう設定す

るか、④教員全員が参画して設定していくにはどうすればよいかなどが挙げられた。これらを

踏まえた取組が２年次（Ｈ３０年度）の取組である。 

図２ 学校教育目標の構造案（Ｈ２９版） 図１ 学校教育目標と資質・能力のイメージ 
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（２）２年次（本年度）の取組

  前述の課題を受け、本年度は教職員アンケートの実施、「学校教育目標の構造案」の改善の２

点に取り組んだ。 

①教職員アンケート「育みたい資質・能力に関するアンケート」（資料１、２、３）

本アンケートは、教員一人一人が教育目標をどのように捉え、目の前の児童生徒に対して

どのような力を育みたいと考えているか調査した。このアンケートを基に学校としての「育

みたい資質・能力」の重点化を図ることができるようになるとともに、教員一人一人の思い

が「資質・能力」とどのようにつながるかという説明ができるのではないかと考えた。 

ア）期 間

平成３０年１０月４日～平成３０年１０月２４日 

イ）対象者

  福島県立大笹生支援学校の教員（小学部・中学部・高等部）１２６名 

（校長・教頭・教務主任・学部主事・研修主任を除く） 

ウ）回収数

１００（小学部４７、中学部２２、高等部３１）

エ）調査方法

の調査用紙をそれぞれの所属学部の教員に記述式で・資料１（学部目標に応じた質問項目）

実施する。

・記述されたものの内容をキーワードごとにグループ分けし、傾向をまとめる。

オ)調査結果

カ)資料２・３・４に示す表にまとめた。（本年度は小学部のみ）

キ)アンケートで集約された項目は下記の通り

生活習慣、健康安全、運動・体力、学習姿勢・意欲、他者との関わり、コミュニケーショ

ン（受信、発信）、見通し、意思決定、自己理解、情動調整、規範意識、社会生活理解、

勤労意欲、役割 

カ）考察と課題

上記の結果より、本校教員が教育目標を踏まえて育みたい資質・能力が明らかとなった。

主な傾向としては、着替え、排せつ、食事等の身辺自立を中心とした基本的な生活習慣を確

立し、健康安全を保ち、運動に向かう習慣や体力をつけ、様々な物事に意欲的に取り組むと

ともに、他者との関わりやコミュニケーションの力を高め、社会生活における規範意識を持

ち、情動を含めた自己統制と前向きな気持ちを持って社会生活を送る力を育むことである。

これを基に学習指導要領に示す各教科等で身に付ける資質・能力と各教科等横断的に身に付

ける資質・能力の重点付けをすることが教育目標の具体化につながると考える。 

本アンケートでは学部や学年、類型等をどのように区分し分類するかという方法について

想定が曖昧な部分があったため、小学部のみの整理を試みた。小学部の整理方法をたたき台

とし、中学部、高等部も含めさらに正確な手続き等を検討してくことが次年度に向けた課題

である。 
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②「学校教育目標の構造案」の改善

①のアンケート、学習指導要領の解説を基に「学校教育目標の構造案」を改善し、さらに

教育目標と「育みたい資質・能力」との関係を明確にした。 

ア）学校教育目標の構造案（Ｈ３０版）

図３は、学習指導要領に基づいた教育目標の構造を再整理した図である。改善のポイント

としては、教育目標を「使命」「目指す児童生徒像」「育みたい資質・能力」の３層に構造化

した点にある。これまでもこの３層構造を基盤にしていたが、更に整理を進め、関連を明確

にした。１層目は、何のために学校が存在するのかという、社会的使命を指すものである。

２層目は、目指す児童生徒像として本校の目指す方向性を指すものである。１層目、２層目

ともに従来から本校に在ったものであるが、そのつながりを明確にした上で、第３層である

育みたい資質・能力を方向付け、重点付けすることが重要であると考える。図３の育みたい

資質・能力では構造を示す観点から大まかな内容のみを表記しているが、これに関して１

層目、２層目を踏まえた具体案を図４に示した。 

図３ 学校教育目標の構造案（Ｈ３０版） 

イ）大笹生支援学校で育みたい資質・能力

図４は、大笹生支援学校の使命と目指す児童生徒像の方向性を踏まえた具体的な「育みた

い資質・能力」を図にしたものである。 

これは、「特別支援学校学習指導要領第３節教育課程の編成の１及び２ Ｐ６３－６４」に

基づき、学校教育全体や各教科等における指導を通して育成を目指す資質・能力を踏まえた

教育目標を明確化し、教育課程の編成につなげるため、「各教科等で身に付ける資質・能力」

と「教科等横断的に身に付ける資質・能力」に分類整理した図である。 
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「各教科等で身に付ける資質・能力」では、本校は知的障がいの特別支援学校であることか

ら、「知的障がい者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の各教科（以下知的の各

教科）」に基づいた教育を行うため、各学部の知的の各教科と道徳科、外国語活動、総合的な

学習の時間、特別活動、自立活動を含めた身に付ける資質・能力を示した。各教科等は「学

習指導要領第８節重複障害者等に関する教育課程における取扱いＰ７５」に示す場合を除き、

全ての児童生徒に履修させるものである。本学習指導要領では各教科等の目標が段階別項目

別にも明確になったことから、この目標に準拠することが必要である。ただし、一律に教育

内容を指導するのではなく、学校の教育目標に応じて内容の重点化を図ったり、そのための

授業時数を配分したりすることになるため、その重みづけの違いが学校の特色になると考え

る。 

「各教科等横断的に身に付ける資質・能力」では、児童生徒、学校、地域の実態に応じて設

定するものであると考える。もちろん各教科等においても児童生徒、学校、地域の実態を踏

まえることが必要であるが、「各教科等横断的に身に付ける資質・能力」においてはさらにそ

の特色性が表れるものと考える。本校においては、図４の１０項目を試案として設定した。 

学習の基盤となる資質・能力では、学習指導要領に示された「言語能力、情報活用能力、

問題発見・解決能力」はもちろん、自立と社会参加を目指す学校としてキャリア教育で示さ

れたキャリア発達を促す基礎的汎用的能力に関連付けた項目も取り入れた。基礎的汎用的能

力で示されている「課題対応能力」については「問題発見・解決能力」との関係が深いと考

え、統合した。表し方には様々な考え方があるが、本校独自の表現ではなく社会との共有を

踏まえ、学校教育で一般的となる用語に統一した。 

図４ 大笹生支援学校で育みたい資質・能力 
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現代的な諸課題に対応する資質・能力では、キャリア発達を促す基礎的汎用的能力のキャ

リアプランニング能力を取り入れた。また、本校での実践を踏まえ、健康・安全・食に関す

る力、交流及び共同学習を中心とした多様性を尊重し、他者と共生していく力、豊かなスポ

ーツライフを実現する力、主権者として求められる力などを設定した。 

今回の設定はあくまでも試案であり、本案をたたき台として、各学部の実践や育みたい資

質・能力との関連から改善することを想定している。 

ウ)大笹生支援学校小学部で育みたい資質・能力

教職員アンケート（資料２・３・４）の結果を基に小学部で育みたい資質・能力の構造

を整理したものが図５である。大笹生支援学校全体の目指す児童生徒像を各学部に設定し

たものが学部目標として設定している児童生徒像である。図５では、小学部の児童像「元

気な子ども、楽しく学習する子ども、仲良く遊ぶ子ども」に基づいて、アンケートで明ら

かになった「育みたい資質・能力」を「各教科等で身に付ける資質・能力」と「教科等横

断的に身に付ける資質・能力」に振り分けた。「各教科等で身に付ける資質・能力」で重点

化を示すことは難しかったが、「教科等横断的に身に付ける資質・能力」では重点化を示すこ

とができ、学校全体で育む資質・能力から発達段階や児童の実態に応じて関連付けて設定

することができた。図５に示した通り、目指す児童像が方向付けとなって具体的な資質・

能力を明らかにすることができたと考える。「各教科等で身に付ける資質・能力」と「教科

等横断的に身に付ける資質・能力」を相互に関連付けながら教育課程を編成・実施すること

で、教育目標と教育実践がつながり、教育目標の実現を図るための基盤が構築されることに

なると考える。 

図５ 小学部で育みたい資質・能力 
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資料１ 平成３０年１０月４日

小学部教職員の皆様

「育みたい資質・能力」に関するアンケート（小学部）

教務部・研修部

 教育課程説明会でありましたとおり、先生方一人一人の子供たちに対する思いを「育みたい資

質・能力」としてまとめ、教育課程に生かしていきたいと考えております。

つきましては、下記のアンケートのご協力をお願いします。全員提出です。

記

Ｑ１あなたの学級の児童が『元気な子ども』になるためにどんな力（資質・能力）を育むことが

必要だと思いますか？

Ｑ２あなたの学級の児童が『楽しく学習する子ども』になるためにどんな力（資質・能力）を育

むことが必要だと思いますか？

Ｑ３あなたの学級の児童が『仲良く遊ぶ子ども』になるためにどんな力（資質・能力）を育むこ

とが必要だと思いますか？

Ｑ４上記以外で、現状や将来を踏まえて児童に育みたい力（資質・能力）は何ですか？

※締切り 10 月 24 日（水）まで本アンケートを各学年主任に提出してください。

※学年主任は学年分をまとめて、学部主事に提出してください。

小 年  組
記入者

氏 名

整理番号
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H３
０
年
度
 
小
学
部
 
資
質
・
能
力
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
教
育
課
程
類
型
Ⅰ
）
 

〈
大
項
目
〉
生
活
習
慣
、
健
康
管
理
、
運
動
・
体
力
、
学
習
意
欲
・
姿
勢
、
情
動
調
整
、
規
範
意
識
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
受
信
・
発
信
）、

他
者
と
の
関
わ
り
、
見
通
し
、
意
思
決
定
、
 

自
己
理
解
、
社
会
生
活
理
解
、
勤
労
意
欲
 
 
 
 
※
→
は
学
習
指
導
要
領
と
の
関
連
を
示
し
た
。
 

学
部
目
標

 
元
気
な
子
ど
も

 
楽
し
く
学
習
す
る
子
ど
も

 
仲
よ
く
遊
ぶ
子
ど
も

 

１
 

・
 

２
 

学
 

年
 

〈
運
動
・
体
力
〉
 

・
体
調
を
整
え
、
進
ん
で
身
体
を
動
か
そ
う
と
す
る
こ
と

 
→
体
育
〔
G
保
健
〕
/体

育
〔
全
般
〕
 

・
身
体
の
柔
軟
性
や
粗
大
運
動
を
お
こ
な
う
こ
と

 
・基

礎
的
な
身
体
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と（

粗
大
運
動
、

身
体
ほ
ぐ
し
等
）

 
・
進
ん
で
運
動
に
親
し
む
こ
と

 
→
体
育
〔
全
般
〕
 

〈
生
活
習
慣
・
健
康
管
理
〉
 

・
衛
生
面
に
自
分
で
気
を
つ
け
る
こ
と

 

→
生
活
〔
ア
基
本
的
生
活
〕
 

・
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
事
柄
を
行
う
こ
と

（
睡
眠
等
）

 
・
食
事
や
衛
生
面
に
気
を
つ
け
る
こ
と
（
自
分
で
な
ぜ
歯

磨
き
や
手
洗
い
う
が
い
が
必
要
な
の
か
、
床
に
落
ち
て
あ

る
物
は
食
べ
て
は
行
け
な
い
の
か
等
が
分
か
り
、
自
分
か

ら
や
ろ
う
と
す
る
こ
と

 
→
体
育
〔
G
保
健
〕
 

・
食
事
の
マ
ナ
ー
、
身
の
回
り
の
こ
と
な
ど
衛
生
面
に
自
分
で
気

を
配
れ
る
こ
と

 

→
生
活
〔
ア
基
本
的
生
活
〕〔

ケ
き
ま
り
〕

・
生
活
リ
ズ
ム
の
安
定
を
図
る
た
め
に
初
歩
的
な
事
柄
を

行
う
こ
と

 
→
体
育
〔
G
保
健
〕
/特

別
活
動
〔
学
級
活
動
（
２
）
ウ
心
身
と
も

に
健
康
で
安
全
な
生
活
態
度
の
形
成
〕
 

〈
学
習
姿
勢
・
意
欲
〉
 

・
何
の
た
め
に
行
う
の
か
等
の
学
び
の
対
象
へ
の
興
味
・
関
心

（
行
事
等
）

 
・
ど
う
な
る
か
な
と
予
想
し
た
り
な
ぜ
だ
ろ
う
と
疑
問
を
も
っ

た
り
す
る
こ
と

 
・
新
し
い
発
見
や
で
き
た
喜
び
を
感
じ
る
こ
と

 
＊
問
題
発
見
・
解
決
能
力
 

・
学
ん
だ
こ
と
を
生
活
に
生
か
す
こ
と（

知
っ
て
い
る
こ
と
、で

き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
を
考
え
る
こ
と
）

 
→
特
別
活
動
（
学
級
活
動
（
１
）
ア
学
級
や
学
校
に
お
け
る
生
活
上
の
諸

問
題
の
解
決
、
イ
学
級
内
の
組
織
作
り
や
役
割
の
自
覚
）
/学

級
活
動
（
３
）

ア
現
在
や
将
来
に
希
望
や
目
標
を
も
っ
て
生
き
る
意
欲
や
態
度
の
形
成
）
 

・見
た
り
聞
い
た
り
操
作
し
た
り
し
た
こ
と
な
ど
を
基
に
、自
分

で
考
え
た
り
気
付
い
た
り
す
る
こ
と
。

 
・友

だ
ち
と
自
分
の
考
え
を
比
べ
、新
し
い
方
法
に
気
付
い
た
り

知
っ
た
り
す
る
こ
と

 
＊
主
体
的
、
対
話
的
で
深
い
学
び
 

〈
規
範
意
識
〉
 

・
善
悪
が
分
か
り
、
言
葉
で
伝
え
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
や
ら
な
い
こ
と

 
→
道
徳
科
〔
A
善
悪
の
判
断
〕
/道

徳
科
〔
C
規
則
の
尊
重
〕
/生

活
〔
ケ
き
ま
り
２
・
３
段
階
（
ア
）（

イ

・
決
ま
り
を
守
っ
て
行
動
す
る
こ
と

 
→
道
徳
科
〔
C
規
則
の
尊
重
〕
/生

活
〔
ケ
き
ま
り
２
・
３
段
階
（
ア
）（

イ
）〕

 

・
状
況
に
合
わ
せ
た
言
葉
の
使
い
方
や
人
と
の
距
離
に
つ
い
て
わ
か
る
こ
と
。

 

→
道
徳
科
〔
B
礼
儀
〕
/生

活
〔
オ
人
と
の
関
わ
り
〕
/体

育
〔
G
保
健
３
段
階
ア
〕
 

〈
他
者
と
の
関
わ
り
〉
 

・
身
の
回
り
の
人
に
気
付
き
、関

心
を
も
つ
こ
と
→
生
活
〔
オ
人
と
の
関
わ
り
２
・
３
（
イ
）〕

 
・
思
い
や
り
の
心
を
も
つ
こ
と
（
い
わ
れ
て
嫌
な
こ
と
は
言
わ
な
い
、
友
達
の
良
い
と
こ
ろ
を
見

つ
け
る
→
道
徳
科
〔
B
親
切
、
思
い
や
り
〕
/道

徳
科
〔
B
友
情
、
信
頼
〕

・
あ
い
さ
つ
や「

あ
り
が
と
う
」「
ご
め
ん
な
さ
い
」等

伝
え
る
こ
と
。感

謝
の
こ
と
ば
を
伝
え
る
こ

と
。
→
生
活
〔
オ
人
と
の
関
わ
り
２
・
３
（
イ
）〕

/道
徳
科
〔
B
感
謝
〕
/〔

A
誠
実
、
正
直
〕

・
相
手
の
立
場
に
た
っ
て
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
（
物
の
貸
し
借
り
、
譲
っ

た
り
す
る
）
→
道
徳
科
〔
B
親
切
、
思
い
や
り
〕
/〔

B
友
情
、
信
頼
〕
/〔

B
相
互
理
解
、
涵

養
〕
/特

別
活
動
〔
学
級
活
動
（
２
）
イ
〕
/生

活
〔
オ
人
と
の
関
わ
り
２
・
３
段
階
（
ア
）

（
イ
）
] 

〈
自
己
理
解
〉〈

情
動
調
整
〉
 

・
自
分
の
気
持
ち
を
知
り
、
言
葉
に
し
た
り
落
ち
着
く
方
法
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
、
解
決
し

た
り
す
る
こ
と
→
国
語
〔
知
・
技
２
ア
（
ア
）、

思
・
判
・
表

A
聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と
３
カ
〕
/

道
徳
科
(A

個
性
の
伸
長
)

〈
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
 

・
教
師
に
援
助
を
求
め
た
り
、
自
分
で
気
付
い
て
改
善
し
た
り
す
る
こ
と

 
→
国
語
〔
知
・
技
２
ア
（
ア
）、

思
・
判
・
表

A
聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と
３
カ
〕
 

・
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
こ
と

 
→
国
語
〔
知
・
技
２
ア
（
ア
）、

思
・
判
・
表

A
聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と
３
カ
〕
/生

活
〔
２
・
３
段

階
オ
人
と
の
関
わ
り
（
ア
）（

イ
）〕

 

資
料
２
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学
部
目
標

 
元
気
な
子
ど
も

 
楽
し
く
学
習
す
る
子
ど
も

 
仲
よ
く
遊
ぶ
子
ど
も

 

３
 

・
 

４
 

学
 

年
 

〈
生
活
習
慣
〉
 

・
手
洗
い
、
う
が
い
、
清
潔
に
気
を
つ
け
る
こ
と

 
→
生
活
〔
ア
基
本
的
生
活
習
慣
〕
 

〈
運
動
・
体
力
〉

→
体
育
〔
全
般
〕
 

・
で
き
る
だ
け
疲
れ
ず
に
生
活
で
き
る
よ
う
な
体
力
を
つ

け
る
こ
と

 
・
運
動
の
楽
し
さ
を
感
じ
、
主
体
的
に
体
を
動
か
す
こ
と

 
・
運
動
に
興
味
を
も
つ
こ
と

 
・
姿
勢
を
保
持
す
る
こ
と
（
イ
ス
に
座
る
、
床
で
三
角
座

り
を
す
る
）

 

〈
学
習
姿
勢
・
意
欲
〉
 

・
自
分
で
課
題
に
気
付
き
解
決
し
よ
う
と
す
る
こ
と

 
・
ど
の
よ
う
な
方
法
で
解
決
す
る
か
を
考
え
る
こ
と

 
・
知
的
好
奇
心
を
も
つ
こ
と

 
・
達
成
感
を
感
じ
、
自
分
に
自
信
を
も
つ
こ
と

 
＊
問
題
発
見
・
解
決
能
力
（
教
科
等
横
断
的
な
資
質
能
力
） 

〈
意
思
決
定
〉
 

・
自
分
で
選
ぶ
こ
と

 
→
特
別
活
動
〔（

３
）
ア
現
在
や
将
来
に
希
望
や
目
標
を
も
っ
て
生
き
る

意
欲
や
態
度
の
形
成
〕
 

〈
規
範
意
識
〉
 

・
ル
ー
ル
や
決
ま
り
を
守
っ
て
行
動
す
る
こ
と

 
→
生
活
〔
ケ
き
ま
り
〕
/道

徳
科
〔
C
規
則
の
尊
重
〕
 

・
言
葉
遣
い
、
目
上
の
人
に
は
敬
語
を
使
う
こ
と
。

 

→
道
徳
科
〔
B
礼
儀
〕
/生

活
〔
オ
人
と
の
関
わ
り
〕
 

・
人
の
話
を
聞
く
た
め
に
待
つ
こ
と
（
状
況
に
応
じ
て
今
は
話
し
か
け
て
は
い
け
な
い
等
が
わ
か

る
こ
と
）。

 

→
生
活
〔
オ
人
と
の
関
わ
り
〕
/生

活
〔
ケ
き
ま
り
〕
 

〈
自
己
理
解
〉
 

・
自
分
の
得
意
な
こ
と
、
苦
手
な
こ
と
が
わ
か
る
こ
と

 

→
道
徳
科
(A

個
性
の
伸
長
) 

〈
他
者
と
の
関
わ
り
〉
 

・
他
者
の
気
持
ち
や
意
図
を
考
え
る
こ
と

 
→
道
徳
科
（
B
友
情
、
信
頼
）
 

〈
情
動
調
整
〉
 

・
他
者
（
友
だ
ち
や
教
師
）
の
係
わ
り
を
受
け
入
れ
る
こ
と

 
→
道
徳
科
（
B
相
互
理
解
、
涵
養
）
/道

徳
科
（
B
友
情
、
信
頼
）
/特

別
活
動
〔
学
級
活
動
（
２
）

イ
社
会
参
画
意
識
の
醸
成
や
働
く
こ
と
の
意
義
の
理
解
〕
 

・
言
葉
を
使
っ
て
感
情
と
行
動
を
調
整
す
る
こ
と

→
国
語
〔
A
聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と
〕
 

・
自
分
の
感
情
や
行
動
を
調
整
す
る
こ
と
（
イ
ラ
イ
ラ
し
て
も
我
慢
す
る
、
仕
方
が
な

い
と
考
え
る
）
→
道
徳
科
(A

個
性
の
伸
長
)

〈
発
信
〉
 

・
自
分
の
考
え
を
表
現
し
た
り
、
伝
え
た
り
す
る
こ
と

 
→
国
語
〔
A
聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と
〕
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学
部
目
標

 
元
気
な
子
ど
も

 
楽
し
く
学
習
す
る
子
ど
も

 
仲
よ
く
遊
ぶ
子
ど
も

 

５
 

・
 

６
 

学
 

年
 

〈
生
活
習
慣
・
健
康
管
理
〉
 

・
生
活
習
慣
を
守
る
こ
と
は
な
ぜ
か
を
理
解
す
る
こ
と

 
→
生
活
〔
ア
基
本
的
生
活
習
慣
〕
 

・
病
気
や
け
が
を
し
な
い
よ
う
行
動
す
る
こ
と

 
→
生
活
〔
イ
安
全
〕
 

・
手
洗
い
、
う
が
い
、
清
潔
に
気
を
つ
け
る
こ
と
（
一
日

を
こ
な
す
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
）

 
→
体
育
〔
G
保
健
〕
/特

別
活
動
〔
学
級
活
動
（
２
）
ウ
心
身
と
も

に
健
康
で
安
全
な
生
活
態
度
の
形
成
〕
 

〈
学
習
姿
勢
・
意
欲
〉
 

・
も
っ
と
学
び
た
い
、知

り
た
い
、で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
を
も
つ
こ
と

 
・
好
き
な
こ
と
以
外
に
も
関
心
を
広
げ
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を

持
つ
こ
と

 
・
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
発
揮
し
よ
う
と
す
る
こ
と

 
・
疑
問
を
も
つ
こ
と
。

 

＊
問
題
発
見
・
解
決
（
教
科
等
横
断
的
な
資
質
・
能

力
）
 

〈
社
会
生
活
理
解
〉
 

・
身
近
な
社
会
の
成
り
立
ち
（
お
金
の
流
れ
、
物
流
等
）、
仕

組
み
を
理
解
す
る
こ
と

 
→
生
活
〔
コ
社
会
の
仕
組
み
と
公
共
施
設
〕
 

→
生
活
〔
ク
金
銭
の
扱
い
〕
 

〈
勤
労
意
欲
〉
 

・
働
く
と
い
う
こ
と
、
感
謝
す
る
こ
と

 

→
特
別
活
動
〔
学
級
活
動
（
３
）
イ
社
会
参
加
意
識
の
醸
成
や
働
く
こ

と
の
意
義
の
理
解
〕
/道

徳
科
〔
B
感
謝
〕
 

〈
他
者
と
の
関
わ
り
〉
 

・
相
手
の
気
持
ち
を
想
像
し
、
行
動
す
る
こ
と

 
→
道
徳
科
（
B
友
情
、
信
頼
）
/道

徳
科
（
B
親
切
、
思
い
や
り
）
/道

徳
科
（
B
相
互
理
解
、
涵
養
） 

〈
情
動
調
整
〉
 

・
譲
る
、
ま
あ
い
い
か
と
切
り
替
え
る
柔
ら
か
さ
を
も
つ
こ
と

 
→
道
徳
科
(A

個
性
の
伸
長
) 

・
自
分
を
多
面
的
、
客
観
的
に
み
る
こ
と

 
→
道
徳
科
(A

個
性
の
伸
長
)/
特
別
活
動
〔
学
級
活
動
（
３
）
ア
現
在
や
将
来
に
希
望
や
目
標
を
も

っ
て
生
き
る
意
欲
や
態
度
の
形
成
〕
 

〈
発
信
〉
 

・
相
手
に
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と

 
・
自
分
の
気
持
ち
を
穏
や
か
に
伝
え
る
こ
と

 
→
国
語
〔
A
聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と
〕
 

〈
規
範
意
識
〉
 

・
ル
ー
ル
を
理
解
す
る
こ
と

 
→
生
活
〔
ケ
き
ま
り
〕
 

→
生
活
〔
エ
遊
び
〕
 

〈
見
通
し
〉
 

・
見
通
し
を
も
つ
こ
と

 
→
生
活
〔
ウ
日
課
・
予
定
〕
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H３
０
年
度
小
学
部
 
資
質
・
能
力
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
教
育
課
程
類
型
Ⅱ
A・

B）
 

〈
大
項
目
〉
生
活
習
慣
、
健
康
管
理
、
運
動
・
体
力
、
安
全
、
学
習
意
欲
・
姿
勢
、
情
動
調
整
、
規
範
意
識
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
受
信
・
発
信
）、

他
者
と
の
関
わ
り
、
見
通
し
、
食
事
、
意
思
決
定
、
役
割
 

元
気
な
子
ど
も

 
楽
し
く
学
習
す
る
子
ど
も

 
仲
よ
く
遊
ぶ
子
ど
も

 
そ
の
他

 
１
 

学 年
 

～
 

６ 学 年
 

＜
運
動
、
体
力
＞

 
体
育
〔全

般
〕

・
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
知
り
、
散
歩
、
山
登
り
、
走

る
、
投
げ
る
、
遊
具
で
遊
ぶ
な
ど
の
様
々
な
運
動
に
進

ん
で
取
り
組
み
、活

動
を
持
続
で
き
る
基
礎
的
な
体
力

や
丈
夫
な
体
を
つ
く
る
こ
と

 
・
体
力
を
把
握
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

 
＜
健
康
管
理
＞
 
体
育
〔G

保
健
〕

・
寒
い
と
き
に
は
長
ズ
ボ
ン
、
暑
い
と
き
に
は
水
分
を

と
る
、
う
が
い
・
手
洗
い
を
し
て
身
の
回
り
を
清
潔
に

保
つ
な
ど
、
体
調
管
理
を
す
る
（
受
け
入
れ
る
）
こ
と

 
・
け
が
や
体
調
が
悪
い
こ
と
に
気
付
き
、
伝
え
る
こ
と

 
・
自
分
の
体
や
性
に
対
し
て
理
解
し
、
そ
れ
に
対
し
て

の
対
応
方
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と

 
＜
安
全
＞
 
生
活
〔イ

安
全
〕 

・
危
道
路
の
歩
き
方
、渡

り
方
、一

人
で
出
か
け
な
い
、

行
き
先
を
告
げ
る
な
ど
、危

な
い
こ
と
の
判
断
力
を
つ

け
て
回
避
す
る
こ
と

 
＜
生
活
習
慣
＞

 
生
活
〔ア

基
本
的
生
活
習
慣
〕 

・
着
替
え
、
排
泄
、
食
事
な
ど
の
身
辺
処
理
や
片
付
け

が
で
き
る
こ
と

 
・
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
、
登
校
時
刻
、
食
事
、

排
泄
な
ど
の
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
、規

則
正
し
い
生

活
を
送
る
こ
と

 
・
気
持
ち
に
左
右
さ
れ
ず
に
朝
の
活
動
に
取
り
組
む
な

ど
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と

 
＜
情
動
調
整
（
前
向
き
な
気
持
ち
）
＞
 

・
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
自
分
で
気
持
ち
に
折
り

合
い
を
つ
け
、気

持
ち
を
切
り
換
え
て
や
る
べ
き
こ
と

に
取
り
組
む
こ
と

 
・
様
々
な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
よ
う
と
す
る
こ
と

 
・
満
足
で
き
る
、
充
実
し
た
学
習
活
動
や
余
暇
活
動
が

あ
る
こ
と

 
・
気
持
ち
を
安
定
（
調
整
）
し
、
安
心
し
て
意
欲
的
に

活
動
す
る
こ
と

 
＜
食
事
＞
 

・
好
き
嫌
い
な
く
色
々
な
も
の
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
受
け

入
れ
て
食
べ
る
こ
と

 

＜
見
通
し
＞

 
生
活
〔ウ

日
課
・予

定
〕

・
相
手
の
話
を
聞
い
て
活
動
内
容
が
わ
か
り
、
見
通
し
を
も
っ
て
最
後
ま
で
教

師
と
一
緒
に
（
ま
た
は
自
分
で
）
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と

 
＜
役
割
／
学
び
へ
の
気
付
き
＞
 

・
集
団
の
中
で
、
自
分
の
思
い
を
相
手
に
伝
え
た
り
、
自
分
が
や
る
べ
き
役
割

を
意
識
し
た
り
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と

 
生
活
〔カ

役
割
〕、

特
別
活
動
〔学

級
活
動
（１

）イ
学
級
内
の
組
織
づ
く
り
や
役
割
の
自
覚
〕

・
や
り
た
い
こ
と
を
考
え
、
物
の
使
い
方
等
、
ど
う
や
っ
た
ら
実
現
で
き
る
か

表
現
す
る
た
め
の
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と

 
・
自
分
の
で
き
る
こ
と
や
課
題
を
認
識
し
、
問
題
に
気
付
く
こ
と

 
・
情
報
を
収
集
す
る
こ
と

 
・
今
学
ん
で
い
る
こ
と
が
、
身
近
な
生
活
に
役
立
つ
・
つ
な
が
る
こ
と
に
気
付

く
こ
と
（
探
究
心
、
意
欲
、
関
心
）

 
・
環
境
、
状
況
を
把
握
し
、
整
え
る
こ
と

 
＜
学
習
姿
勢
・
意
欲
＞
 

・
自
分
の
好
き
な
こ
と
、
得
意
な
も
の
が
あ
り
、
活
動
を
自
分
な
り
に
工
夫
し

た
り
、
想
像
し
た
り
、
発
展
さ
せ
た
り
し
な
が
ら
で
き
る
喜
び
に
向
か
っ
て
最

後
ま
で
取
り
組
む
こ
と

 
道
徳
〔A

個
性
の
伸
長
／
希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い

意
志
〕

・
自
ら
机
に
向
か
う
、
挨
拶
を
す
る
、
話
に
耳
を
傾
け
る
な
ど
、
自
分
か
ら
意

欲
的
に
学
習
活
動
や
係
活
動
に
取
り
組
も
う
と
す
る
こ
と
（
態
度
を
身
に
つ
け

る
こ
と
）

 
道
徳
〔A

希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
〕 

・
学
習
課
題
に
注
目
し
て
、
集
中
し
て
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

 
・
苦
手
な
こ
と
に
も
取
り
組
み
、
う
ま
く
い
か
な
く
て
も
次
に
が
ん
ば
ろ
う
と

す
る
気
持
ち
の
強
さ
を
持
つ
こ
と

 
道
徳
〔A

希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
〕 

・
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
か
ら
進
ん
で
、
自
分
で
や
っ
て
み
よ
う
と
す
る
気

持
ち
を
も
つ
こ
と

 
道
徳
〔A

希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
〕 

・
自
分
に
自
信
を
も
つ
こ
と

 
＜
学
習
姿
勢
・
意
欲
（
興
味
・
関
心
）
＞
 

・
興
味
・
関
心
を
も
っ
て
、
意
欲
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と

 
・
身
近
な
人
や
物
事
な
ど
、
ま
わ
り
を
見
て
新
し
い
こ
と
、
様
々
な
こ
と
に
興

味
・
関
心
を
拡
げ
た
り
、
疑
問
を
持
っ
た
り
す
る
こ
と

 
＜
情
動
調
整
（
受
け
入
れ
る
気
持
ち
）
＞

 
道
徳
〔B

相
互
理
解
、
寛
容
〕

・
聞
く
態
勢
を
整
え
て
話
や
説
明
を
聞
き
、
周
囲
の
提
案
を
正
し
く
受
け
入
れ

る
こ
と

 
＜
意
思
決
定
＞
 

・
自
分
の
思
い
や
気
持
ち
を
伝
え
る
、
豊
か
に
表
現
す
る
こ
と

 
・
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
思
い
を
持
つ
こ
と

 
・
選
択
・
決
定
す
る
こ
と

 

＜
他
者
と
の
関
わ
り
（
か
か
わ
る
楽
し
さ
）
＞

 
生
活
〔エ

遊
び
〕

・
他
者
と
か
か
わ
る
こ
と
に
関
心
や
楽
し
さ
を
見
い
出
し
、
安
心
し
て

一
緒
に
や
り
と
り
や
遊
び
、
生
活
を
す
る
こ
と

 
・
対
大
人
だ
け
で
な
く
、
対
友
だ
ち
と
の
好
ま
し
い
関
係
を
築
く
こ
と

 
＜
他
者
と
の
関
わ
り
（
思
い
や
り
・
認
め
合
い
）
＞
 

特
別
活
動
〔学

級
活
動
（２

）ア
よ
り
よ
い
人
間
関
係
の
形
成
〕 

・
相
手
を
思
い
や
る
こ
と
（
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
、
自
分
に

置
き
換
え
て
考
え
る
こ
と
）

 
・
悪
い
と
こ
ろ
を
指
摘
せ
ず
に
良
い
と
こ
ろ
を
褒
め
合
う
こ
と

 
・
他
者
を
排
除
せ
ず
、
認
め
合
う
こ
と

 
＜
他
者
と
の
関
わ
り
（
か
か
わ
り
方
）
＞

生
活
〔オ

人
と
の
関
わ
り

 
ケ
き
ま
り
〕 

・
友
だ
ち
や
教
師
を
な
ど
周
り
の
人
に
目
を
向
け
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
態

度
を
含
め
た
関
わ
り
方
の
ル
ー
ル
を
理
解
し
て
か
か
わ
ろ
う
と
す
る

こ
と
（
優
し
い
か
か
わ
り
方
や
褒
め
方
等
）

 
・
友
だ
ち
や
先
生
と
場
や
物
を
共
有
し
た
り
、
譲
り
合
っ
た
り
す
る
こ
と

 
＜
規
範
意
識
＞

・
社
会
の
マ
ナ
ー
や
簡
単
な
ル
ー
ル
（
静
か
に
待
つ
、
並
ぶ
な
ど
）、

順
番
を
守
っ
た
り
、
相
手
と
交
渉
し
た
り
す
る
こ
と

 
＜
受
信
＞

 
国
語
〔A

聞
く
こ
と
・話

す
こ
と
〕

・
友
だ
ち
や
先
生
の
話
を
聞
い
て
理
解
す
る
こ
と

 
・
友
達
や
先
生
な
ど
、
周
囲
か
ら
の
提
案
を
受
け
入
れ
る
気
持
ち
を
持

っ
た
り
、
興
味
を
も
っ
て
注
意
を
向
け
た
り
す
る
こ
と

 
＜
発
信
＞

 
生
活
〔オ

人
と
の
関
わ
り
〕国

語
〔A

聞
く
こ
と
・話

す
こ
と
〕 

・
挨
拶
や
「
か
し
て
」「
あ
り
が
と
う
」「
ご
め
ん
な
さ
い
」
な
ど
の
意

思
、
自
分
の
考
え
な
ど
を
伝
え
る
た
め
の
言
葉
や
身
振
り
を
知
っ
て
、

自
分
か
ら
使
う
こ
と

 
・
自
分
な
り
の
適
切
な
表
現
を
身
に
付
け
、
気
持
ち
や
要
求
（
拒
否
も

含
む
）、
考
え
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と

 
＜
情
動
調
整
（
気
持
ち
の
折
り
合
い
）
＞
 

・
順
番
な
ど
の
ル
ー
ル
や
約
束
を
理
解
し
、
気
持
ち
に
折
り
合
い
を
つ

け
て
守
り
な
が
ら
遊
ぶ
こ
と

 
生
活
〔ケ

き
ま
り
〕 

・
自
分
の
気
持
ち
に
折
り
合
い
を
つ
け
て
調
整
し
、
周
り
か
ら
の
促
し

や
相
手
の
気
持
ち
を
受
け
入
る
こ
と

 
道
徳
〔B

相
互
理
解
、
寛
容
〕 

＜
他
者
と
の
関
わ
り
（
集
団
参
加
）
＞
 

・
友
だ
ち
や
教
師
と
一
緒
に
行
う
こ
と
を
意
識
で
き
る
こ
と
（
そ
ろ
っ

て
か
ら
活
動
を
す
る
）

 
・
集
団
に
落
ち
着
い
て
参
加
で
き
る
こ
と

 

・
知
・
徳
・
体
の
バ

ラ
ン
ス
が
取
れ
て

い
る
こ
と

 

・
前
向
き
で
へ
こ
た

れ
ず
、
叱
ら
れ
て
も

折
れ
ず
、
明
る
く
、

人
に
愛
さ
れ
る
性

格
で
あ
る
こ
と

 

・
自
己
肯
定
感
を
持

て
る
こ
と

 

・
自
ら
考
え
、
善
し

悪
し
を
判
断
し
、
必

要
だ
と
思
う
こ
と

を
行
動
す
る
こ
と

 
道
徳
〔A

善
悪
の
判

断
、
自
立
、
自
由
と

責
任
〕 

・
自
分
に
合
う
方
法

で
行
動
を
修
正
す

る
こ
と

 
道
徳
〔A

個
性
の
伸

長
〕 

・
感
情
、
欲
求
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
す

る
こ
と

 

・
時
計
を
読
め
る
こ

と
 

算
数
〔3

段
階

C
測

定
イ
〕 資
料
３
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H
３
０
年
度
 
小
学
部
 
資
質
・
能
力
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
教
育
課
程
類
型
Ⅱ

C・
類
型
Ⅲ
訪
問
）
 

※
矢
印
→
は
学
習
指
導
要
領
と
関
連

 
〈
大
項
目
〉
生
活
習
慣
、
健
康
管
理
、
運
動
・
体
力
、
安
全
、
学
習
姿
勢
・
意
欲
、
指
示
理
解
、
情
動
調
整
、
規
範
意
識
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
受
信
・
発
信
）、

他
者
と
の
関
わ
り
、
食
事
、
意
思
決
定
 

元
気
な
子
ど
も

 
楽
し
く
学
習
す
る
子
ど
も

 
仲
よ
く
遊
ぶ
子
ど
も

 
そ
の
他

 

〈
他
者
と
の
関
わ
り
〉
 

・
人
に
対
し
て
気
持
ち
を
向
け
る
こ
と
 
→
生
活
〔オ

人
と
の
関
わ
り
〕 

・
信
頼
す
る
こ
と
、
安
心
す
る
こ
と

 
→
道
徳
科

B
〔友

情
・信

頼
〕 

〈
生
活
習
慣
〉
→
生
活
〔ア

基
本
的
生
活
習
慣
〕 

・
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
わ
か
り
、
取
り
組
む
こ
と
（
睡
眠
、
食
事
、
排
泄
、

衣
服
の
調
整
、
水
分
補
給
を
求
め
る
こ
と
等
）

 

・
身
辺
処
理
を
す
る
こ
と

 

〈
健
康
管
理
〉
→
体
育
〔G

保
健
〕 

・
体
調
が
悪
い
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
（
変
化
に
気
付
く
）

 

・
生
活
リ
ズ
ム
や
体
調
を
整
え
る
こ
と

 

・
体
調
を
整
え
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
教
師
と
一
緒
に
行
え
る
こ
と
（
必

要
性
の
理
解
）

 

〈
安
全
〉
→
生
活
〔
イ
安
全
〕

 

・
安
全
に
過
ご
す
こ
と

 

・
安
全
に
よ
り
快
適
に
余
暇
の
時
間
を
す
ご
す
こ
と
。

 

〈
食
事
〉
 

・
食
事
に
向
か
う
気
持
ち
を
も
つ
こ
と

 

・
他
の
人
と
楽
し
く
食
べ
る
こ
と

 

〈
運
動
・
体
力
〉
→
体
育
〔全

般
〕 

・
自
分
の
意
思
で
動
い
た
り
、
姿
勢
を
保
っ
て
学
習
に
取
り
組
ん
だ
り
す
る

こ
と

 

・
い
ろ
い
ろ
な
姿
勢
、
体
勢
で
身
体
を
動
か
す
こ
と

 

・
筋
力
を
高
め
た
り
動
か
し
方
を
身
に
付
け
た
り
す
る
こ
と

 

〈
学
習
姿
勢
・
意
欲
〉
 

・「
や
っ
て
み
よ
う
」
と
主
体
的
に
活
動
や
物
事
に
向
か
い
、
学
ぼ
う

と
す
る
こ
と

 

・
自
分
か
ら
興
味
・
関
心
を
広
げ
る
こ
と

 

・
未
知
の
物
に
取
り
組
も
う
と
す
る
気
持
ち
を
も
つ
こ
と

 

・
達
成
感
や
意
欲
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と

 

・
自
立
に
向
け
て
、
自
分
の
こ
と
（
で
き
る
こ
と
）
は
自
分
で
や
ろ

う
と
す
る
気
持
ち
を
も
つ
こ
と

 

→
道
徳
科
〔A

希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
〕 

・
苦
手
な
こ
と
で
も
挑
戦
す
る
こ
と

 

・
周
囲
の
物
に
気
付
き
、
自
分
か
ら
働
き
か
け
よ
う
と
す
る
こ
と

 

・
新
し
い
こ
と
に
も
、
教
師
や
友
だ
ち
と
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
こ
と

 

〈
指
示
理
解
〉
 

・
指
示
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
（
諸
感
覚
の
活
用
、
弁
別
す
る
こ

と
：
違
い
が
分
か
る
こ
と
）
→
国
語
〔A

聞
く
こ
と
・話

す
こ
と
〕

・
周
囲
の
事
象
を
整
理
し
て
捉
え
る
こ
と
（
こ
と
ば
、
か
ず
、
文
字
） 

→
国
語
、
算
数
〔全

般
〕 

〈
情
動
調
整
〉
 

・
自
分
の
気
持
ち
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
態
度
→
道
徳
科

A
〔個

性

の
伸
長
〕 

・
自
己
肯
定
感
を
味
わ
う
こ
と

 

〈
情
動
調
整
〉
 

・
自
分
の
気
持
ち
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
折
り
合
い
を
つ
け
る
こ
と

 

・
ゆ
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

 

〈
他
者
と
の
関
わ
り
〉
→
生
活
〔オ

人
と
の
関
わ
り
〕 

・
教
師
や
友
だ
ち
と
一
緒
に
活
動
す
る
気
持
ち
を
も
つ
こ
と

 

・
様
々
な
人
と
と
も
に
様
々
な
活
動
に
参
加
（
集
団
参
加
）
す
る
こ
と

 

・
人
と
か
か
わ
ろ
う
と
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と

 

・
学
校
の
友
だ
ち
に
関
心
を
も
っ
て
、
注
意
を
向
け
、
そ
の
様
子
を
見
る
こ
と

 

・
教
師
や
友
だ
ち
か
ら
の
働
き
か
け
を
受
け
入
れ
た
り
、自

分
か
ら
働
き
か
け
た
り
す

る
こ
と

 

・
相
手
を
尊
重
し
な
が
ら
一
緒
に
活
動
す
る
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と

 

→
道
徳
科
〔B

相
互
理
解
、
寛
容
〕 

・
感
謝
、
あ
い
さ
つ
 
→
道
徳
〔B

礼
儀
〕/

生
活
〔オ

人
と
の
関
わ
り
〕

〈
受
信
〉
 

・
友
だ
ち
や
先
生
の
話
を
聞
こ
う
と
す
る
こ
と
。
注
目
す
る
こ
と
。

 

→
国
語
〔A

聞
く
こ
と
・話

す
こ
と
〕 

〈
発
信
〉
 

・
自
分
の
気
持
ち
を
な
ん
ら
か
の
形
で
表
出
し
、
相
手
（
友
達
な
ど
）
に
伝
え
る
こ
と

 

→
国
語
〔

A
聞
く
こ
と
・話

す
こ
と
〕 

・
人
と
や
り
と
り
す
る
こ
と
（
自
分
の
意
思
や
要
求
、
叙
述
等
を
伝
え
る
こ
と
：
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
）
→
国
語
〔A

聞
く
こ
と
・話

す
こ
と
〕 

・
周
囲
の
人
に
援
助
を
求
め
る
こ
と
→
国
語
〔A

聞
く
こ
と
・話

す
こ
と
〕 

〈
他
者
と
の
関
わ
り
〉

→
特
別
活
動
〔
学
級
活
動
（
２
）
イ
よ
り
よ
い
人
間
関
係
の
形
成
〕

・
友
だ
ち
の
気
持
ち
を
考
え
、
行
動
す
る
こ
と

 

〈
規
範
意
識
〉
→
生
活
〔ケ

き
ま
り
〕 

・
簡
単
な
ル
ー
ル
を
理
解
し
遊
ぶ
こ
と

 

〈
情
動
調
整
〉
 

・
日
々
取
り
組
ん
で
い

る
基
本
的
な
活
動
に

安
心
し
て
取
り
組
む

こ
と

 

・
係
わ
り
手
が
替
わ
っ

て
も
、気

持
ち
を
安
定

さ
せ
て
過
ご
せ
る
こ

と
 

〈
人
間
関
係
〉
 

・
周
囲
の
大
人
を
信
頼

す
る
こ
と

 

資
料
４
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第４節 

「年間指導計画モデル」の作成 

 １「年間指導計画モデル」を作成する意義 

２「年間指導計画モデル ver.2」の作成手続き 

資料 年間指導計画モデル ver.2(サンプル) 
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第４節「年間指導計画モデル」の作成
 本節では、「何を学ぶか」に焦点を当て、「年間指導計画モデル」を作成する意義と本年度取り

組んだ「年間指導計画 ver.２」の作成手続きについてまとめる。 

１「年間指導計画モデル」を作成する意義 

（１）「年間指導計画一覧」と「年間指導計画モデル」 

本研究内容である「大笹生支援学校モデルカリキュラム」の柱の一つが、「年間指導計画モデ

ル」の作成である。「年間指導計画モデル」は、本研究において設定した用語であり、独自の概

念である。「何を学ぶか」のポイントとして取り上げ、教育内容の整理と共有化を目指すための

ツールとして開発するものである。具体的には、各教育課程及び各学年の「年間指導計画一覧」

の標準例（モデル）を整理し、「見える化（可視化）」することで、教師間で共有しながら教育内

容の見直しを図り、学部間、学年間、教科間等でつながりある年間指導計画を作成することを

ねらいとしている。 

「年間指導計画一覧」は、各教科で作成している年間指導計画をシート 1 枚にまとめ、その

学級の一年間の教育内容を見渡すことができるようにしたものである。平成２９年度より保護

者への説明で使用しており、どの時期にどんな指導をどのくらいの期間で計画しているのかが

見渡すことができるものである。この「年間指導計画一覧」を教育課程や学年ごとに集約し、

標準例（モデル）として整理し、「見える化（可視化）」したものが「年間指導計画モデル」であ

る。 

（２）教師それぞれの個業から組織としての協働へ

本校では、小学部、中学部、高等部の各学部があり、各学部の教育課程も通常の教育課程（高

等部はＡＢＣの類型）重複障がいの教育課程（全学部ＡＢＣの類型）、訪問教育の教育課程など

複数の教育課程が設定されている。一つの学校に複数の教育課程があることで、多様な実態に

対応できる利点もあるが、他の教育課程でどのような取り組みを行っているか相互に把握する

ことは難しくなる。さらに、同一の教育課程、学年であっても、各学級の実態にばらつきがあ

り、各担任や教科担当ごとに年間指導計画を柔軟に設定していることから、相互共有は難しい

状況にある。 

つまり、このような本校の特性か

ら、教師それぞれの個業になりやす

く、結果として学校全体としての改

善を難しくしているのではないか

と考える。そこで、「年間指導計画一

覧」を活用しながら、教師間で各教

育課程の教育内容を共有し、組織と

して協働で実施や改善に関わること

ができるようにと考えたものが本

研究の「年間指導計画モデル」であ

る。（図１） 
図１ 年間指導計画一覧及びモデル作成の意義
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（３）「年間指導計画モデル」の作成と活用 

「モデル」としたのは、あくまでも標準例としての位置づけとし、それを参考にしながら各学

級の様々な実態に応じて工夫・改善ができるものにするという意味である。実際の年間指導計

画一覧は学級の数だけあり、本校内でも６０以上ある。それを一つ一つ検討するのではなく、

それぞれの教育課程や学年の標準的なものを抽出することで、教師間で共有できるたたき台に

するという意図がある。そのたたき台の元、学部間、学年間、教科間のつながりを検討し、実

際の年間指導計画に反映させるという仕組みである。 

 「年間指導計画モデル」を基準として各学級の「年間指導計画一覧」が作成されることで、

図２のように教育目標（ゴール）に向けた筋道を持ちながら、各学級や各個人に対応できる年

間指導計画になると考えている。様々な教育的ニーズのある児童生徒が在籍する本校にとって、

多様化に対応しつつ、つながりのある教育を実現するための効果的な仕組みであると考える。 

「年間指導計画モデル」作成の意義は、単に作成することだけでなく、作成の過程を通して、

教師間で相互の授業内容について話し合い、考える場になり、具体的な改善につなげるという

ことが重要である。このような取組が、「カリキュラム・マネジメント」の基盤になるのではな

いかと考える。 

図２ 年間指導計画モデルと年間指導計画一覧との関係
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（４）年間指導計画モデルの６つのメリット 

  これまでの年間指導計画モデルの作成と活用を通じて明らかになったメリットについて、下

記の表にまとめた。 

メリット 解 説 

①教育内容の漏れや偏り

が見える。

一年間のおおよその内容がつかめるため、小学部では６年間、中

学部・高等部では６年間の教育内容の確認ができる。新しい学習指

導要領の内容を踏まえ、指導内容の漏れや偏りがないか確認する

ことができる。 

②学年間・学級間のつなが

りが見える。

 同じ類型の学年間のつながりが見えるとともに、同じ学年の別

類型とのつながりが見える。学習内容の積み上げや関連、行事や合

同学習等の時期等の改善などにも役立つ。 

③教科間のつながり、配列

の改善ができる。

 一年間の配列はもちろん、学年をまたいだ配列について検討が

でき、時期や授業時数等の改善ができる。 

④後任者、転任者も分かり

やすい。

モデルがあることで、後任者や転任者も本校の教育内容の概要

についてつかむことができるとともに、単元計画等に役立てるこ

とができる。 

⑤共有できる単元で高め

合える。

 学校として共有できる単元があると、教材の共有ができる他、実

際に実践したことのある同僚からアドバイスをもらえたり、研究

授業等で教材研究や指導方法について高め合ったりすることがで

きる。 

⑥年間指導計画一覧の様

式や内容を一から作ら

なくて済む。

（業務の軽減）

働き方改革が叫ばれる昨今、教育効果を高めつつ、業務の軽減は

必須である。年間指導一覧について、昨年度は、個人で作成してい

る様子も見られた。モデルはエクセルでデータ化されており、デー

タを使えば追加・削除・移動などの手続きのみで年間指導計画一覧

が作成できる。 

２「年間指導計画モデル ver.2」の作成手続き 

（１）1年次（Ｈ２９）の取組

 グループ研究の協議を通して、現在取り組んでいる単元・題材の時期や配列について検討し、

各学部、学年、類型ごとに１ページにまとめた「年間指導計画モデル ver.１」（全３７モデル）

を作成し、本校の教育内容を可視化（見える化）することができた。また、「年間指導計画モデ

ル ver.１」を全員に配付するとともにデータ形式で共有できるようにし、年間指導計画一覧の作

成に活用できるようにした。 

 １年次は、生活単元学習や作業学習、自立活動の時間の指導など、各教育課程の中心となる活

動に焦点を当てて取り組んだため、国語、算数、音楽、体育等の教科別で行っている指導につい

て見直し、整理することが２年次の課題であった。 

表１ 年間指導計画モデルの６つのメリット 
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（２）２年次（Ｈ３０）の取組 

　１年次の課題を受け、グループ研究の協議では国語、算数、体育、音楽等の教科別の指導を

中心に検討を進めた。併せて生活単元学習や作業学習等についても今年度の取組を踏まえて改

善が必要な部分について検討した。（図３）

各研究グループで検討・修正されたものを研修部で集約・調整し、下記の内容について全体

の整合性を図った。 

●昨年度作成した「年間指導計画 ver.1」の文言を見直し、全体で統一した表記とした。

●縦と横のつながり（同類型で学年間、同学年の類型間）を図ることができるように単元・

題材の時期や内容について調整して表記した。

●似通った単元・題材が複数別の名称でそれぞれ記されていたものについて、単元・題材名

を統一した。

●教科（特に国語・算数）については、学級の実態に応じて取り上げられている内容や指導

形態に偏りが見られたため、学習指導要領の各段階の目標・内容を基に網羅的な内容を記

し、様々実態に応じて選択して取り扱うことができるようにした。また、内容に応じて学

期別に取り扱うものと通年で取り扱うものに分けて表記ができるようにした。

図３ 年間指導計画モデル ver.２の作成までの流れ 
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３「年間指導計画モデル ver.２」の分類 

今年度作成した年間指導計画モデルについては、下記のとおりである。 

小学部（１３モデル） 中学部（１３モデル） 高等部（１９モデル） 

類型Ⅰ １・２年 類型Ⅰ １年 類型ⅠＡ １年 

３・４年 ２年 ２年 

５・６年 ３年 ３年 

類型ⅡＡ １・２年 類型ⅡＡ １年 類型ⅠＢ １年 

３・４年 ２年 ２年 

５・６年 ３年 ３年 

類型ⅡＢ １・２年 類型ⅡＢ １年 類型ⅠＣ １年 

３・４年 ２年 ２年 

５・６年 ３年 ３年 

類型ⅡＣ １・２年 類型ⅡＣ １年 類型ⅡＡ １年 

３・４年 ２年 ２年 

５・６年 ３年 ３年 

類型Ⅲ 訪問 類型Ⅲ 訪問 類型ⅡＢ １年 

２年 

３年 

類型ⅡＣ １年 

２年 

３年 

類型Ⅲ 訪問 

合計４５モデル 

※紙面の関係から、４５モデルのうち代表的なものについてサンプル資料として次に掲載した。
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大笹生支援学校モデルカリキュラム 

年間指導計画モデル 

ver.２ 

（サンプル）
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【「
　
」：
単
元
・題
材
名
　
　
（　
）：
予
定
時
数
　
　
校
：校
外
学
習
】

始
業
式
(1
)

避
難
訓
練
(1
)

水
泳
教
室

始
業
式
(1
)

遠
足
・修
学
旅
行

太
陽
祭
(1
日
)

福
祉
作
品
展

始
業
式
(1
)

合
同
作
品
展

卒
業
式
(1
日
)

入
学
式
(1
)

終
業
式
(1
)

水
泳
教
室

（1
日
）

芸
術
鑑
賞
教
室

終
業
式
(1
)

6
年
生
あ
り
が
と
う
会

修
了
式
(1
)

交
通
安
全
教
室
(1
)

新
入
生
歓
迎
会

生
活
単
元
学
習

【
通
年
】

※
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
、
実
際
の
生
活
の
流
れ
に
沿
っ
て
指
導
す
る
。

「学
級
会
活
動
」（
１
２
）

・
学
期
の
始
ま
り
・
振
り
返
り
・
係
決
め
・
お
楽
し
み
会
等

「お
店
屋
さ
ん
に
な
ろ
う
(1
6)

３
年
：「
水
遊
び
を
し
よ
う
」(
8)

４
年
：「
大
笹
生
小
学
校
の
友
達
」(
8)

※
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
指
導
す
る
。
（学
級
に
応
じ
て
重
点
を
設
定
す
る
。
）

※
個
別
の
指
導
計
画
に
お
い
て
個
別
に
指
導
内
容
を
設
定
し
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
指
導
す
る
。

【学
校
行
事
】・
入
学
式
・始
業
式
・終
業
式
・卒
業
式
・修
了
式
・交
通
安
全
教
室
・避
難
訓
練
・遠
足
・太
陽
祭
・芸
術
鑑
賞
教
室

「〇
年
生
に
な
っ
た

よ
」（
4）

「
6
年
生
あ
り
が
と
う
会
」

（
1
0
）

「も
う
す
ぐ
〇
年

生
」(
10
)

「新
入
生
歓
迎
会
を
し

よ
う
」（
８
）

4
年
：
「
大
笹
生
小
学
校
の
友
達
」
(8
)

「市
場
に
行
こ
う
」(
16
)校

「た
な
ば
た
展
（6
月
）」
「説
明
文
」

「聞
こ
う
・話
そ
う
」

「物
語
文
」

「書
き
初
め
展

（1
月
）」

「昔
話
」

「楽
し
い
体
育
」
(2
)

自
立

活
動

小
学
部
通
常
（3
・4
年
）

行
事

等
日

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
月

4月
5月

6月
7月

大
笹
生
支
援
学
校
年
間
指
導
計
画
モ
デ
ル
ve
r.
2

3
月

総
時
数

3
年
2
9
9

4
年
3
0
0

「太
陽
祭
を
が
ん
ば
ろ
う
」(
24
)

「工
場
に
行
こ
う
」(
16
)

校
「冬
の
遊
び
を
し
よ

う
」
（
1
0
）

3
年
：
「
作
品
を
作
ろ
う
」
(8
)

学
部
目
標

○
元
気
な
子
ど
も
　
○
楽
し
く
学
習
す
る
子
ど
も
　
○
仲
良
く
遊
ぶ
子
ど
も
　
　
＜
育
み
た
い
資
質
・能
力
＞
「知
識
及
び
技
能
」、
「思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等
」
、
「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」

2
月

【
通
年
】
「学
年
合
同
学
習
」(
3０
)

・
歌
　
・
ダ
ン
ス
　
・
集
団
遊
び

「み
ん
な
で
遊
ぼ
う
」(
30
)

・
教
室
・
エ
リ
ア
・
体
育
館
・
公
園
・
プ
ー
ル

「野
菜
を
そ
だ
て
よ
う
」（
10
）

・
苗
植
え
　
・
野
菜
の
管
理
　
・
収
穫

「つ
く
っ
て
み
よ
う
」（
12
）

・季
節
の
工
作

「本
を
借
り
よ
う
」（
12
）

・図
書
室
の
利
用
　
・読
書

時

3
年
4
6
5

4
年
4
7
3

【
通
年
】

「朝
の
活
動
」

・登
校
　
・あ
い
さ
つ
　
・排
せ
つ

・着
替
え
・朝
の
会
　
・朝
の
運
動

「係
の
仕
事
」

・学
級
の
係
活
動

「給
食
」

・手
洗
い
　
・給
食
の
準
備
　
・給
食

・後
片
付
け
　
・歯
磨
き

「掃
除
」

・机
の
片
付
け
　
・掃
き
掃
除

・雑
巾
が
け
　
・ゴ
ミ
捨
て

「帰
り
の
活
動
」

・着
替
え
　
　
・帰
り
の
準
備

・帰
り
の
会
　
・下
校

日
常
生
活
の
指
導

3
年
1
0
8

4
年
1
0
7

国
語

算
数

音
楽

「み
ん
な
で
歌
お
う
」(
6)

「測
定
（長
さ
）」

「数
と
計
算
」

「図
形
」

「お
金
」

「グ
ラ
フ
と
表
」

「数
と
計
算
」

「文
字
を
読
も
う
・書
こ
う
」・
平
仮
名
、
片
仮
名
の
読
み
書
き
、
筆
記
具
の
扱
い
等
　
「聞
こ
う
・話
そ
う
」・
話
を
聞
き
取
る
・経
験
し
た
こ
と
を
話
す

「物
語
文
」

「説
明
文
」

「測
定
（広
さ
・か
さ
）」

「数
と
計
算
」・
数
詞
、
数
字
、
具
体
物
の
対
応
、
順
序
数
、
集
合
数
、
加
法
、
減
法
等
　
　
「数
遊
び
」・
数
や
数
字
を
使
っ
た
遊
び
や
ゲ
ー
ム
等

「数
と
計
算
」

「時
刻
や
時
間
」

「お
金
」

「遠
足
へ
行
こ
う
」(
10
)

「春
を
探
そ
う
」(
10
)

「年
賀
状
を
書
こ

う
」
(8
)

道
徳

【
通
年
】

A
　
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

◎
B
　
主
と
し
て
他
の
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

◎
C
　
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

◎
D
　
主
と
し
て
自
然
や
崇
高
な
物
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

◎

特
別

活
動

「合
奏
し
よ
う
」(
7)

「楽
し
い
音
楽
」

(2
)

【学
級
活
動
】・
学
級
会
活
動
・係
活
動
　
【児
童
生
徒
会
活
動
】・
お
仕
事
タ
イ
ム
・学
年
合
同
学
習
・全
校
集
会

【ク
ラ
ブ
活
動
】(
20
)・
遊
び
ク
ラ
ブ
・つ
く
ろ
う
ク
ラ
ブ
・音
楽
ク
ラ
ブ

4
1

【
通
年
】

4
0

3
年
8
1

4
年
8
1

体
育

「縄
跳
び
を
し
よ
う
」(
4)

・
長
縄

【
通
年
】
「リ
ズ
ム
運
動
」「
体
操
」「
き
ま
り
」

「鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
演
奏
し
よ

う
」
(8
)・
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ

「鑑
賞
し
よ
う
」(
6)

「リ
コ
ー
ダ
ー
で
演
奏
し
よ
う
」(
7)

・ソ
プ
ラ
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー

「よ
ー
い
ど
ん
！
」(
3）

・
基
礎
運
動
　
・
サ
ー
キ
ッ
ト
運
動

「ま
な
板
山
マ
ラ
ソ
ン

①
」（
4）

「わ
ざ
に
ち
ょ
う
せ
ん
し
よ
う
！
」(
5)

・
マ
ッ
ト
・
跳
び
箱
・
ろ
く
木

「縄
跳
び
を
し
よ
う
」(
6)

・
短
縄

「ま
な
板
山
マ
ラ
ソ
ン
②
」（
4）

「ボ
ー
ル
運
動
を
し
よ
う
」(
7)

・
ボ
ー
ル
運
動
・
簡
単
な
ゲ
ー
ム

【
通
年
】
「季
節
の
歌
」「
リ
ズ
ム
打
ち
」「
ダ
ン
ス
」
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【「
　

」：
単

元
・題

材
名

　
　

（　
）：

予
定

時
数

　
　

校
：校

外
学

習
】

始
業

式
(1

)
避

難
訓

練
(1

)
終

業
式

(1
)

始
業

式
(1

)
遠

足
（1

日
）

太
陽

祭
(1

日
)

福
祉

作
品

展
始

業
式

(1
)

合
同

作
品

展
卒

業
式

(1
日

)
入

学
式

(1
)

芸
術

鑑
賞

教
室

終
業

式
(1

)
6
年

生
あ

り
が

と
う

会
修

了
式

(1
)

交
通

安
全

教
室

(1
)

新
入

生
歓

迎
会

3
年

:「
ス

マ
イ

ル
パ

ー
ク

保
原

」
（
6
）
校

4
年

:「
サ

イ
ク

ル
広

場
へ

行
こ

う
」
（
6
）
校

「〇
年

生
に

な
っ

た
よ

」(
５

)

3
年

「
す

な
あ

そ
び

を
し

よ
う

」
(5

)

4
年

「
児

童
公

園
に

行
こ

う
」
(４

)

「遠
足

へ
行

こ
う

」
(6

)

「野
菜

を
そ

だ
て

よ
う

」（
10

）
・
種

苗
植

え
　

・
観

察
　

・
収

穫

「大
笹

生
小

と
の

交
流

」(
6)

「水
あ

そ
び

を
し

よ
う

」（
８

）
「作

っ
て

遊
ぼ

う
・ゲ

ー
ム

を
し

よ
う

」（
10

）
「太

陽
祭

を
が

ん
ば

ろ
う

」(
15

)

自
立

活
動

「新
入

生
歓

迎
会

を
し

よ
う

」(
５

)

生
活

単
元

学
習

「シ
ャ

ボ
ン

玉
あ

そ
び

を
し

よ
う

」(
６

)

【
通

年
】

「う
た

あ
そ

び
」・

童
謡

・わ
ら

べ
歌

遊
び

・パ
ネ

ル
シ

ア
タ

ー
等

「大
笹

生
小

学
校

の
友

達
」(

6)
「こ

な
あ

そ
び

を
し

よ
う

」
（
5
）

「学
年

合
同

学
習

」(
30

)
・
歌

　
・
ダ

ン
ス

　
・
集

団
遊

び
「み

ん
な

で
遊

ぼ
う

」(
20

)
・
教

室
・
エ

リ
ア

・
体

育
館

・
自

活
室

・
公

園
「う

ん
ど

う
し

よ
う

」（
20

）
・
体

育
館

・
自

活
室

「絵
本

の
読

み
聞

か
せ

」・
絵

本
・紙

芝
居

・劇
遊

び
等

「こ
と

ば
あ

そ
び

」・
文

字
や

言
葉

を
使

っ
た

遊
び

、
ゲ

ー
ム

等

【
通

年
】
「合

わ
せ

よ
う

」・
形

合
わ

せ
・絵

合
わ

せ
・パ

ズ
ル

等
　

　
「数

え
よ

う
」・

数
詞

、
数

字
、

具
体

物
の

対
応

・一
対

一
対

応
・順

序
数

・集
合

数
等

【ク
ラ

ブ
活

動
】(

20
)・

遊
び

ク
ラ

ブ
・つ

く
ろ

う
ク

ラ
ブ

・音
楽

ク
ラ

ブ
　

※
4年

の
み

　
　

※
3年

ク
ラ

ブ
活

動
体

験
を

12
月

～
1月

に
実

施
す

る
。

　

※
個

別
の

指
導

計
画

に
お

い
て

個
別

に
指

導
内

容
を

設
定

し
、

学
校

の
教

育
活

動
全

体
を

通
じ

て
指

導
す

る
。

道
徳

【
通

年
】

A
　

主
と

し
て

自
分

自
身

に
関

す
る

こ
と

◎
B

　
主

と
し

て
他

の
人

と
の

関
わ

り
に

関
す

る
こ

と
◎

C
　

主
と

し
て

集
団

や
社

会
と

の
関

わ
り

に
関

す
る

こ
と

◎
D

　
主

と
し

て
自

然
や

崇
高

な
物

と
の

関
わ

り
に

関
す

る
こ

と
◎

※
以

下
の

内
容

に
つ

い
て

、
学

校
の

教
育

活
動

全
体

を
通

じ
て

指
導

す
る

。
（学

級
に

応
じ

て
重

点
を

設
定

す
る

。
）

特
別

活
動

3
年

9
4

4
年

9
4

国
語

3
年

9
4

4
年

9
4

算
数

【学
級

活
動

】・
学

級
活

動
・係

活
動

　
【児

童
生

徒
会

活
動

】・
学

年
合

同
学

習
・全

校
集

会
【学

校
行

事
】・

入
学

式
・始

業
式

・終
業

式
・卒

業
式

・修
了

式
・交

通
安

全
教

室
・避

難
訓

練
・遠

足
・太

陽
祭

・芸
術

鑑
賞

教
室

【
通

年
】
「文

字
を

読
も

う
・書

こ
う

」・
具

体
物

、
写

真
、

絵
、

文
字

等
の

対
応

・平
仮

名
、

片
仮

名
の

読
み

書
き

・筆
記

具
の

扱
い

等

「か
ず

あ
そ

び
」・

数
、

数
字

を
使

っ
た

遊
び

や
ゲ

ー
ム

等
「か

た
ち

あ
そ

び
」・

形
合

わ
せ

・弁
別

・分
類

・形
の

名
前

・方
向

・位
置

「大
き

い
・小

さ
い

」・
有

無
・大

小
・多

少
・長

短
・重

軽
「か

ず
あ

そ
び

」・
数

、
数

字
を

使
っ

た
遊

び
や

ゲ
ー

ム
等

「も
の

の
分

類
」・

色
・形

・目
的

・用
途

・機
能

「絵
本

の
読

み
聞

か
せ

」・
絵

本
・紙

芝
居

・劇
遊

び
等

時

3
年

6
1
6

4
年

6
3
6

3
年

1
9
1

4
年

1
9
1

「年
賀

状
を

書
こ

う
」
(4

)

「
冬

の
遊

び
を

し
よ

う
」
(1

0
)

「も
う

す
ぐ

○
年

生
」(

10
)

「
お

楽
し

み
会

を
し

よ
う

」
(6

)
「
6
年

生
あ

り
が

と
う

会
」

(1
0
)

「つ
く
っ

て
み

よ
う

」(
20

)
・
季

節
の

工
作

「学
級

会
活

動
」（

　
　

）
・
学

期
の

始
ま

り
・
振

り
返

り
・
係

決
め

・
お

楽
し

み
会

等

「給
食

」
・手

洗
い

　
・給

食
の

準
備

　
・給

食
・後

片
付

け
　

・歯
磨

き

1月

行
事

等

【
通

年
】

「朝
の

活
動

」
・登

校
　

・あ
い

さ
つ

　
・排

せ
つ

・着
替

え
・朝

の
会

　
・朝

の
運

動

「係
の

仕
事

」
・学

級
の

係
活

動
日

常
生

活
の

指
導

「掃
除

」
・机

の
片

付
け

　
・掃

き
掃

除
・雑

巾
が

け
　

・ゴ
ミ

捨
て

「帰
り

の
活

動
」

・着
替

え
　

　
・帰

り
の

準
備

・帰
り

の
会

　
・下

校

8月
9月

10
月

11
月

12
月

※
以

下
の

内
容

に
つ

い
て

、
実

際
の

生
活

の
流

れ
に

沿
っ

て
指

導
す

る
。

日

小
学

部
重

複
Ａ

（3
・4

年
）

学
部

目
標

○
元

気
な

子
ど

も
　

○
楽

し
く
学

習
す

る
子

ど
も

　
○

仲
良

く
遊

ぶ
子

ど
も

　
　

＜
育

み
た

い
資

質
・能

力
＞

「知
識

及
び

 技
能

」、
「思

考
力

・判
断

力
・表

現
力

等
」
、

「
学

び
に

向
か

う
力

・
人

間
性

等
」

2
月

3
月

総
時

数
月

4月
5月

6月
7月

大
笹

生
支

援
学

校
年

間
指

導
計

画
モ

デ
ル

ve
r.
2
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【「
　

」：
単

元
・題

材
名

　
　

（　
）：

予
定

時
数

　
　

校
：校

外
学

習
】

始
業

式
(1

)
避

難
訓

練
(1

)
終

業
式

(1
)

始
業

式
(1

)
遠

足
（1

日
）

太
陽

祭
(1

日
)

福
祉

作
品

展
始

業
式

(1
)

合
同

作
品

展
卒

業
式

(1
日

)
入

学
式

(1
)

芸
術

鑑
賞

教
室

終
業

式
(1

)
6
年

生
あ

り
が

と
う

会
修

了
式

(1
)

交
通

安
全

教
室

(1
)

新
入

生
歓

迎
会

3
年

:「
ス

マ
イ

ル
パ

ー
ク

保
原

」
（
6
）
校

4
年

:「
サ

イ
ク

ル
広

場
へ

行
こ

う
」
（
6
）
校

※
個

別
の

指
導

計
画

に
お

い
て

個
別

に
指

導
内

容
を

設
定

し
、

学
校

の
教

育
活

動
全

体
を

通
じ

て
指

導
す

る
。

大
笹

生
支

援
学

校
年

間
指

導
計

画
モ

デ
ル

ve
r.
2

「〇
年

生
に

な
っ

た
よ

」(
５

)
生

活
単

元
学

習

「新
入

生
歓

迎
会

を
し

よ
う

」(
５

)
「こ

な
あ

そ
び

を
し

よ
う

」
（
5
）

「み
ん

な
で

遊
ぼ

う
」(

40
)

・
教

室
・
エ

リ
ア

・
体

育
館

・
自

活
室

・
公

園

月
4月

自
立

活
動

自
立

活
動

3
年

「
す

な
あ

そ
び

を
し

よ
う

」
(5

)

小
学

部
重

複
Ｂ

（3
・4

年
）

行
事

等

日
常

生
活

の
指

導

道
徳

【
通

年
】

A
　

主
と

し
て

自
分

自
身

に
関

す
る

こ
と

◎
B

　
主

と
し

て
他

の
人

と
の

関
わ

り
に

関
す

る
こ

と
◎

C
　

主
と

し
て

集
団

や
社

会
と

の
関

わ
り

に
関

す
る

こ
と

◎

【
通

年
】
「学

年
合

同
学

習
」(

25
)

・歌
　

・ダ
ン

ス
　

・集
団

遊
び

「う
た

あ
そ

び
」・

童
謡

・わ
ら

べ
歌

遊
び

・パ
ネ

ル
シ

ア
タ

ー
等

「絵
本

の
読

み
聞

か
せ

」・
絵

本
・紙

芝
居

・劇
遊

び
等

「こ
と

ば
あ

そ
び

」・
文

字
や

言
葉

を
使

っ
た

遊
び

、
ゲ

ー
ム

等

D
　

主
と

し
て

自
然

や
崇

高
な

物
と

の
関

わ
り

に
関

す
る

こ
と

◎

※
以

下
の

内
容

に
つ

い
て

、
学

校
の

教
育

活
動

全
体

を
通

じ
て

指
導

す
る

。
（学

級
に

応
じ

て
重

点
を

設
定

す
る

。
）

3
年

5
5

4
年

5
5

3
年

5
5

4
年

5
5

【か
ら

だ
の

時
間

】「
体

の
部

位
の

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

」　
「姿

勢
の

保
持

、
変

換
」　

「粗
大

運
動

（遊
具

、
サ

ー
キ

ッ
ト

運
動

等
）」

　
「歩

行
、

歩
行

器
、

車
い

す
等

で
の

移
動

（散
策

等
）」

【学
校

行
事

】・
入

学
式

・始
業

式
・終

業
式

・卒
業

式
・修

了
式

・交
通

安
全

教
室

・避
難

訓
練

・遠
足

・太
陽

祭
・芸

術
鑑

賞
教

室
【ク

ラ
ブ

活
動

】(
20

)・
遊

び
ク

ラ
ブ

・つ
く
ろ

う
ク

ラ
ブ

・音
楽

ク
ラ

ブ
　

※
4年

の
み

　
　

※
3年

ク
ラ

ブ
活

動
体

験
を

12
月

～
1月

に
実

施
す

る
。

　

「か
ず

あ
そ

び
」・

数
、

数
字

を
使

っ
た

遊
び

や
ゲ

ー
ム

等
「か

た
ち

あ
そ

び
」・

形
合

わ
せ

・弁
別

・分
類

・形
の

名
前

・方
向

・位
置

「大
き

い
・小

さ
い

」・
有

無
・大

小
・多

少
・長

短
・重

軽

【学
級

活
動

】・
学

級
会

活
動

・係
活

動
　

【児
童

生
徒

会
活

動
】・

学
年

合
同

学
習

・全
校

集
会

特
別

活
動

国
語

算
数

（
時

間
の

指
導

）

「か
ず

あ
そ

び
」・

数
、

数
字

を
使

っ
た

遊
び

や
ゲ

ー
ム

等
「も

の
の

分
類

」・
色

・形
・目

的
・用

途
・機

能
【
通

年
】
「合

わ
せ

よ
う

」・
形

合
わ

せ
・絵

合
わ

せ
・パ

ズ
ル

等
　

　
「数

え
よ

う
」・

数
詞

、
数

字
、

具
体

物
の

対
応

・一
対

一
対

応
・順

序
数

・集
合

数
等

「絵
本

の
読

み
聞

か
せ

」・
絵

本
・紙

芝
居

・劇
遊

び
等

【
通

年
】
「文

字
を

読
も

う
・書

こ
う

」・
具

体
物

、
写

真
、

絵
、

文
字

等
の

対
応

・平
仮

名
、

片
仮

名
の

読
み

書
き

・筆
記

具
の

扱
い

等

【水
治

訓
練

】「
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
」　

「ア
ラ

イ
メ

ン
ト

を
整

え
る

」　
「呼

吸
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

」　
「全

身
運

動
」

「野
菜

を
そ

だ
て

よ
う

」(
10

）
・苗

植
え

　
・野

菜
の

管
理

　
・収

穫

「6
年

生
あ

り
が

と
う

会
」(

10
)

「学
級

会
活

動
」（

　
　

）
・
学

期
の

始
ま

り
・
振

り
返

り
・
係

決
め

・
お

楽
し

み
会

等

「冬
の

あ
そ

び
」

(1
0)

「つ
く
っ

て
み

よ
う

」(
20

)
・季

節
の

飾
り

　
・作

品
展

4
年

「
児

童
公

園
に

行
こ

う
」
(４

)

「り
ん

ご
が

り
へ

行
こ

う
」

(6
)校

「大
笹

生
小

学
校

の
友

達
」(

6)
「遠

足
へ

行
こ

う
」

(6
)

「水
あ

そ
び

を
し

よ
う

」（
８

）
「太

陽
祭

を
が

ん
ば

ろ
う

」
(1

5)
「作

っ
て

遊
ぼ

う
・ゲ

ー
ム

を
し

よ
う

」（
10

）
「シ

ャ
ボ

ン
玉

あ
そ

び
を

し
よ

う
」(

６
)

「大
笹

生
小

学
校

の
友

達
」(

6)

学
部

目
標

○
元

気
な

子
ど

も
　

○
楽

し
く
学

習
す

る
子

ど
も

　
○

仲
良

く
遊

ぶ
子

ど
も

　
　

＜
育

み
た

い
資

質
・能

力
＞

「知
識

及
び

 技
能

」、
「思

考
力

・判
断

力
・表

現
力

等
」
、

「
学

び
に

向
か

う
力

・
人

間
性

等
」

2
月

3
月

総
時

数
5月

6月
7月

「掃
除

」
・机

の
片

付
け

　
・掃

き
掃

除
・雑

巾
が

け

日

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月

※
以

下
の

内
容

に
つ

い
て

、
実

際
の

生
活

の
流

れ
に

沿
っ

て
指

導
す

る
。

【
通

年
】

「朝
の

活
動

」
・登

校
　

・あ
い

さ
つ

　
・排

せ
つ

・着
替

え
・朝

の
会

　
・朝

の
体

操

「係
の

仕
事

」
・学

級
の

係
活

動
「給

食
」

・手
洗

い
　

・給
食

の
準

備
　

・給
食

・後
片

付
け

　
・歯

磨
き

3
年

1
6
3

4
年

1
6
2時

3
年

5
3
0

4
年

5
3
0

「帰
り

の
活

動
」

・着
替

え
　

　
・帰

り
の

準
備

・帰
り

の
会

　
・下

校

3
年

1
9
0

4
年

1
9
1

「年
賀

状
を

書
こ

う
」
（
4
）

「も
う

す
ぐ

○
年

生
」(

10
)

「お
楽

し
み

会
を

し
よ

う
」(

6)
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【「
　

」：
単

元
・題

材
名

　
　

（　
）：

予
定

時
数

　
　

校
：
校

外
学

習
】

始
業

式
(1

)
避

難
訓

練
(1

)
終

業
式

(1
)

始
業

式
(1

)
遠

足
（
1
日

）
太

陽
祭

(1
日

)
福

祉
作

品
展

始
業

式
(1

)
合

同
作

品
展

卒
業

式
(1

日
)

入
学

式
(1

)
芸

術
鑑

賞
教

室
終

業
式

(1
)

6
年

生
あ

り
が

と
う

会
修

了
式

(1
)

交
通

安
全

教
室

(1
)

新
入

生
歓

迎
会

3
年

1
1
4

4
年

1
1
4

「
○

年
生

に
な

っ
た

よ
」
(4

)
「
も

う
す

ぐ
〇

年
生

」
(4

)
「
6
年

生
あ

り
が

と
う

会
」

(4
)

「
太

陽
祭

を
が

ん
ば

ろ
う

」
(1

0
)

「
音

・
光

で
あ

そ
ぼ

う
」
(6

)
「
つ

く
っ

て
あ

そ
ぼ

う
」
(6

)

【
通

年
】

「
遠

足
へ

行
こ

う
」
(3

)

「
学

年
合

同
学

習
」
(3

0
)

・
歌

　
・
ダ

ン
ス

　
・
集

団
遊

び
　

・
誕

生
会

「
元

気
に

あ
そ

ぼ
う

」
(2

8
)

・
十

六
沼

、
都

市
公

園
、

学
校

周
辺

散
策

「
大

笹
生

小
学

校
の

友
達

」
（
3
）

「
さ

わ
っ

て
あ

そ
ぼ

う
」
(4

)
・
砂

・
土

・
水

等

「
遊

具
で

あ
そ

ぼ
う

」
(6

)
・
滑

り
台

・
ト

ン
ネ

ル
・
ボ

ー
ル

等
「
さ

わ
っ

て
あ

そ
ぼ

う
」
(6

)
・
砂

・
土

・
水

等

自
立

活
動

※
個

別
の

指
導

計
画

に
お

い
て

個
別

に
指

導
内

容
を

設
定

し
、

学
校

の
教

育
活

動
全

体
を

通
じ

て
指

導
す

る
。

自
立

活
動

（
時

間
の

指
導

）

遊
び

の
指

導

「
新

入
生

歓
迎

会
を

し
よ

う
」
(3

)
4
年

「
児

童
公

園
へ

行
こ

う
」
（
6
）
校

「
大

笹
生

小
学

校
の

友
達

」
(3

)

※
以

下
の

内
容

に
つ

い
て

、
学

校
の

教
育

活
動

全
体

を
通

じ
て

指
導

す
る

。
（
学

級
に

応
じ

て
重

点
を

設
定

す
る

。
）

道
徳

【
通

年
】

A
　

主
と

し
て

自
分

自
身

に
関

す
る

こ
と

◎
B

　
主

と
し

て
他

の
人

と
の

関
わ

り
に

関
す

る
こ

と
◎

C
　

主
と

し
て

集
団

や
社

会
と

の
関

わ
り

に
関

す
る

こ
と

◎
D

　
主

と
し

て
自

然
や

崇
高

な
物

と
の

関
わ

り
に

関
す

る
こ

と
◎

【
学

級
活

動
】
・
係

活
動

　
【
児

童
生

徒
会

活
動

】
・
学

年
合

同
学

習
・
全

校
集

会

特
別

活
動

【
学

校
行

事
】
・
入

学
式

・
始

業
式

・
終

業
式

・
卒

業
式

・
修

了
式

・
交

通
安

全
教

室
・
避

難
訓

練
・
遠

足
・
太

陽
祭

・
芸

術
鑑

賞
教

室

3
年

3
5
1

4
年

3
5
0

【
ゆ

っ
く
り

タ
イ

ム
】

・
水

分
摂

取
・
教

師
や

友
達

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・
体

の
部

位
の

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

・
姿

勢
の

保
持

、
変

換
　

等

【
か

ら
だ

の
時

間
】

　
（
通

年
：
毎

週
水

曜
日

2
，

3
校

時
）

・
体

の
部

位
の

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

・
姿

勢
の

保
持

、
変

換
・
粗

大
運

動
（
ト

ラ
ン

ポ
リ

ン
・
ブ

ラ
ン

コ
）

・
よ

つ
ば

い
、

あ
ぐ

ら
座

位
、

ひ
ざ

立
ち

、
立

位
の

保
持

、
車

い
す

で
の

移
動

等

【
水

治
訓

練
】

 （
5
月

～
1
1
月

：
毎

週
金

曜
日

2
，

3
校

時
）

・
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
・
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
を

整
え

る
・
呼

吸
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

・
全

身
運

動
　

等

【
個

別
に

応
じ

た
学

習
】

・
玩

具
で

遊
ぶ

・
絵

本
を

見
る

・
注

視
、

操
作

学
習

・
文

字
、

数
等

【
摂

食
】

・
摂

食
し

や
す

い
姿

勢
・
口

唇
閉

鎖
に

よ
る

嚥
下

・
上

唇
を

下
ろ

し
て

捕
食

・
前

歯
で

の
か

じ
り

と
り

・
咀

嚼
・
手

・
指

か
ら

の
捕

食
と

前
歯

で
の

か
じ

り
と

り
・
食

具
の

操
作

　
等

行
事

等
日

時

9月
10

月
1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
年

5
3
0

4
年

5
5
1

※
以

下
の

内
容

に
つ

い
て

、
実

際
の

生
活

の
流

れ
に

沿
っ

て
指

導
す

る
。

日
常

生
活

の
指

導
【
通

年
】

「
元

気
か

な
：
み

ん
な

と
お

は
よ

う
」

　
・
登

校
・
あ

い
さ

つ
・
バ

イ
タ

ル
チ

ェ
ッ

ク
・
朝

の
会

・
着

替
え

・
排

せ
つ

「
か

か
り

の
仕

事
」

・
朝

の
会

の
当

番
・
健

康
観

察
簿

届
け

（
保

健
室

）

「
給

食
」

・
給

食
の

準
備

　
・
給

食
・
後

片
付

け
・
歯

磨
き

「
片

付
け

」
・
毎

日
の

荷
物

の
整

理
・
遊

具
の

片
付

け

「
帰

り
の

活
動

」
・
着

替
え

　
　

・
帰

り
の

準
備

・
帰

り
の

会
　

・
下

校

大
笹

生
支

援
学

校
年

間
指

導
計

画
モ

デ
ル

ve
r.
2

小
学

部
重

複
C

（
3
・
4
年

）

学
部

目
標

○
元

気
な

子
ど

も
　

○
楽

し
く
学

習
す

る
子

ど
も

　
○

仲
良

く
遊

ぶ
子

ど
も

　
　

＜
育

み
た

い
資

質
・
能

力
＞

「
知

識
及

び
 技

能
」
、

「
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

等
」
、

「
学

び
に

向
か

う
力

・
人

間
性

等
」

月
4月

5月
6月

7月
8月

3
月

総
時

数
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【「
　

」：
単

元
・題

材
名

　
　

（　
）：

予
定

時
数

　
　

校
：校

外
学

習
】

始
業

式
(1

)
避

難
訓

練
(1

)
終

業
式

(1
)

始
業

式
(1

)
遠

足
・修

学
旅

行
（1

日
）太

陽
祭

(1
日

)
終

業
式

(1
)

始
業

式
(1

)
卒

業
生

を
送

る
会

卒
業

式
(1

日
)

入
学

式
(1

)
芸

術
鑑

賞
教

室
修

了
式

(1
)

交
通

安
全

教
室

(1
)

新
入

生
歓

迎
会

＜
学

部
全

体
・学

年
＞

道
徳

【
通

年
】

A
　

主
と

し
て

自
分

自
身

に
関

す
る

こ
と

◎
B

　
主

と
し

て
他

の
人

と
の

関
わ

り
に

関
す

る
こ

と
◎

C
　

主
と

し
て

集
団

や
社

会
と

の
関

わ
り

に
関

す
る

こ
と

◎
D

　
主

と
し

て
自

然
や

崇
高

な
物

と
の

関
わ

り
に

関
す

る
こ

と
◎

【
通

年
】
「交

流
学

習
」

・日
生

　
・音

楽
等

「体
の

時
間

」
・水

治
訓

練
　

・エ
ア

ー
ト

ラ
ン

ポ
リ

ン

※
以

下
の

内
容

に
つ

い
て

、
学

校
の

教
育

活
動

全
体

を
通

じ
て

指
導

す
る

。
（学

級
に

応
じ

て
重

点
を

設
定

す
る

。
）

※
週

１
回

程
度

、
ス

ク
ー

リ
ン

グ
を

行
う

。
内

容
に

つ
い

て
は

、
音

楽
や

身
体

の
学

習
及

び
太

陽
祭

等
の

行
事

等
を

主
と

し
て

、
交

流
学

級
や

学
年

の
担

当
者

と
話

合
い

な
が

ら
計

画
す

る
よ

う
に

す
る

。

「新
入

生
歓

迎
会

」　
「校

外
散

策
」　

「学
部

集
会

」他
「太

陽
祭

」　
「総

合
学

習
」　

「学
部

集
会

」他
「学

部
集

会
」　

「卒
業

生
を

送
る

会
」　

「卒
業

式
」

＜
交

流
学

級
＞

家 庭 訪 問 授 業
自 立 活 動

時

「さ
わ

る
・つ

く
る

」
・感

触
遊

び
（お

花
紙

、
新

聞
紙

）
・色

水
・シ

ャ
ボ

ン
玉

、
泡

遊
び

・タ
ブ

レ
ッ

ト
の

端
末

を
つ

か
っ

て
（タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
を

使
っ

た
音

楽
遊

び
）

・季
節

の
作

品
制

作

「太
陽

祭
の

作
品

を
作

ろ
う

」
「さ

わ
る

・つ
く
る

」
・感

触
遊

び
（お

花
紙

、
新

聞
紙

）
・色

水
・シ

ャ
ボ

ン
玉

、
泡

遊
び

・タ
ブ

レ
ッ

ト
の

端
末

を
つ

か
っ

て
・季

節
の

作
品

制
作

「合
同

作
品

展
に

出
品

し
よ

う
」

「さ
わ

る
・
つ

く
る

」
・１

年
間

の
作

品
を

ま
と

め
よ

う

「絵
本

・動
画

」
・季

節
の

絵
本

、
動

画
・大

型
絵

本
、

動
画

「絵
本

・動
画

」
・太

陽
祭

に
関

連
い

た
動

画

「絵
本

・動
画

」
・季

節
の

絵
本

、
動

画
・大

型
絵

本
、

動
画

「コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
」

・学
年

と
の

つ
な

が
り

を
も

っ
た

学
習

（新
入

生
歓

迎
会

自
己

紹
介

準
備

、
総

合
学

習
等

）
「コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
・ス

テ
ー

ジ
発

表
へ

の
参

加

「コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
」

・学
年

と
の

つ
な

が
り

を
も

っ
た

学
習

（新
入

生
歓

迎
会

自
己

紹
介

準
備

、
総

合
学

習
等

）

ス ク ー リ ン グ

「か
ら

だ
」

・栄
養

摂
取

上
体

の
確

認
　

　
・体

温
の

調
節

（気
温

の
変

化
に

応
じ

た
着

脱
や

水
分

補
給

な
ど

）　
　

・適
切

な
排

せ
つ

の
習

慣
（時

間
・量

・回
数

の
管

理
と

対
応

）　
　

※
保

護
者

と
連

携
し

な
が

ら
進

め
る

「み
る

・き
く
」

・季
節

の
歌

・手
遊

び
歌

・通
学

生
と

の
交

流
（授

業
や

行
事

の
動

画
を

見
聞

き
す

る
）

「太
陽

祭
の

歌
」

・テ
ー

マ
ソ

ン
グ

「み
る

・き
く
」

・季
節

の
歌

・手
遊

び
歌

・通
学

生
と

の
交

流
（授

業
や

行
事

の
動

画
を

見
聞

き
す

る
）

「卒
業

式
・
送

る
会

関
連

の
歌

」
・校

歌
・ビ

リ
ー

ブ

行
事

等
日

2
月

3
月

総
時

数

小
学

部
訪

問

学
部

目
標

○
元

気
な

子
ど

も
　

○
楽

し
く
学

習
す

る
子

ど
も

　
○

仲
良

く
遊

ぶ
子

ど
も

　
　

＜
育

み
た

い
資

質
・能

力
＞

「知
識

及
び

 技
能

」、
「思

考
力

・判
断

力
・表

現
力

等
」
、

「
学

び
に

向
か

う
力

・
人

間
性

等
」

月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10

月
11

月
12

月
1月

大
笹

生
支

援
学

校
年

間
指

導
計

画
モ

デ
ル

ve
r.
2
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【
「
　
」
：
単
元
・
題
材
名
　
　
（
　
）
：
予
定
時
数
　
　
校
：
校
外
学
習
】

始
業
式
(1
)

避
難
訓
練
(1
)

学
習
旅
行

水
泳
教
室

始
業
式
(1
)

水
泳
教
室

太
陽
祭
(1
日
)

校
内
実
習

終
業
式
(1
)

始
業
式
(1
)

卒
業
生
を
送
る
会

入
学
式
(1
)

終
業
式
(1
)

芸
術
鑑
賞
教
室

卒
業
式
(1
日
)

交
通
安
全
教
室
(1
)

修
了
式
(1
)

新
入
生
歓
迎
会
（
2
）

生
活
単
元
学
習

【
通
年
】
「
校
外
活
動
」
(3
5
)・
地
域
探
索
等

「
制
作
活
動
」
（
1
8
）
・
掲
示
物
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
等

「
物
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知
ろ
う
～
販
売
す
る
製
品
を
知
ろ
う
～
」
(3
5
)

「
よ
う
こ
そ
木
工
班
へ
」

（
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

(1
0
)

【
通
年
】
「
朝
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
2
0
分
）
」
「
体
つ
く
り
運
動
」

【
通
年
】

【
通
年
】

「
保
健
」
(1
)

「
物
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知
ろ
う
～
販
売
す
る
製
品
を
知
ろ
う
～
」
(3
5
)

「
音
楽
を
始
め

よ
う
」
(3
)

「
合
奏
を
し
よ
う
」
(1
2
)

「
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
そ

う
」
(5
)

「
世
界
の
音
楽
に
親
し
も
う
」
(2
0
)

「
季
節
の
曲
に
親
し
も
う
」
(1
0
)

「
発
表
会
を
し
よ
う
」
(1
0
)「
卒
業
の
歌
を
歌
お
う
」
(8
)

【
通
年
】
「
歌
唱
」
「
身
体
表
現
」
「
鑑
賞
」
（
共
通
教
材
、
生
徒
の
興
味
関
心
に
沿
っ
た
教
材
）

※
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
、
実
際
の
生
活
の
流
れ
に
沿
っ
て
指
導
す
る
。中
学
部
通
常
（
2
年
）

学
部
目
標

○
元
気
に
活
動
す
る
生
徒
　
○
自
ら
学
習
す
る
生
徒
　
○
友
達
と
協
力
す
る
生
徒
　
　
＜
育
み
た
い
資
質
・
能
力
＞
「
知
識
及
び
技
能
」
、
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」
、
「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」

月
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

3
月

総
時
数

大
笹
生
支
援
学
校
年
間
指
導
計
画
モ
デ
ル
ve
r.
2

行
事

等
日

時

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

2
7
5

日
常
生
活
の
指
導

「
校
内
販
売
を
し
よ
う
」
　
(3
5
)

「
新
入
生
歓
迎
会
」

（
8
）

「
調
理
を
し
よ
う
」
(1
0
)

「
学
習
旅
行
に
行
こ
う
」
(2
0
)校

「
生
活
で
使
う
も
の
を
作
ろ
う
」

（
2
0
）

「
働
く
こ
と
に
つ
い
て
考
え

よ
う
」
(8
)

「
1
年
の
ま
と
め
」

(1
2
)

「
太
陽
祭
を
頑
張
ろ
う
」
（
2
4
）

「
作
品
を
作
ろ
う
」
（
1
2
）

「
卒
業
生
を
お
祝
い
し
よ
う
」
(3
0
)

「
よ
う
こ
そ
紙
工
班
へ
」

（
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

(1
0
)

「
太
陽
祭
に
向
け
て
頑
張
ろ
う
～
ス
マ
イ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
～
」
(4
0
)

校
内
実
習
(5
0
)

（
校
内
販
売
に
向
け
て
）

校

「
物
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知
ろ
う
～
販
売
す
る
製
品
を
知
ろ
う
～
」
(3
5
)

「
学
期
の
始
ま
り
・
振
り
返
り
」
「
夏
休
み
・
冬
休
み
の
思
い
出
」
等
（
8
）

【
通
年
】
「
朝
の
活
動
」

・
着
替
え
・
係
活
動
・
朝
の
会

「
身
だ
し
な
み
」

・
服
装
・
衛
生

「
給
食
」

・
準
備
　
・
片
付
け
　
・
マ
ナ
ー

「
帰
り
の
活
動
」

・
着
替
え
　
　
・
掃
除
　
・
帰
り
の
会

「
係
の
仕
事
」

・
学
級
の
係
活
動

「
校
内
販
売
を
し
よ
う
」
　
(3
5
)

「
校
内
販
売
を
し
よ
う
」
　
(3
5
)

外
国
語
（
英
語
）

「
太
陽
祭
に
向
け
て
頑
張
ろ
う
～
ス
マ
イ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
～
」
(4
0
)

校
内
実
習
(5
0
)

（
校
内
販
売
に
向
け
て
）

校

6
4

数
学

5
9

音
楽

1
3
9

保
健

体
育

家
庭
生
活

6
1

国
語

「
体
つ
く
り
運
動
」
(5
)

「
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
・
ボ
ッ
チ
ャ
」
(4
)

「
水
泳
」
(1
)

「
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
」
(1
5
)

「
水
泳
」
(3
)

「
ダ
ン
ス
」
(8
)

「
サ
ッ
カ
ー
」
(1
0
)

作 業 学 習

木
工

測
っ
て
み
よ
う
（
1
0
）

1
7
5

「
よ
う
こ
そ
家
庭
生
活
班

へ
」
（
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
）
(1
0
)

紙
工

「
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
も
う
」
（
8
)

自
立

活
動

1
8

道
徳

【
通
年
】

A
　
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

◎
B
　
主
と
し
て
他
の
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

◎
C
　
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

◎
D
　
主
と
し
て
自
然
や
崇
高
な
物
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

◎

「
平
野
中
学
校
と
の
交
流
学
習
」
(8
)

2
0

A
L
T
体
験
(1
)

【
学
級
活
動
】
「
月
の
予
定
を
知
ろ
う
」
「
目
標
や
係
を
決
め
よ
う
」
「
友
達
と
仲
良
く
な
ろ
う
」
「
太
陽
祭
を
成
功
さ
せ
よ
う
」
「
卒
業
生
を
送
る
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
」
【
生
徒
会
活
動
】
・
学
部
集
会
・
全
校
集
会

2
4

【
学
校
行
事
】
・
入
学
式
・
始
業
式
・
終
業
式
・
卒
業
式
・
修
了
式
・
交
通
安
全
教
室
・
避
難
訓
練
・
学
習
旅
行
・
太
陽
祭
・
芸
術
鑑
賞
教
室

特
別

活
動

「
　
　

　
」

「
　
　

　
」

「
　
　

　
」

※
個
別
の
指
導
計
画
に
お
い
て
個
別
に
指
導
内
容
を
設
定
し
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
指
導
す
る
。

A
L
T
体
験
(1
)

総
合
的
な
学
習

の
時
間

「
身
近
な
地
域
を
調
べ
よ
う
」
(1
0
）

「
数
字
、
日
付
、
曜
日
、
月
の
名
前
」
(8
)

1
6

「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
(1
5
)

「
保
健
」
(1
)

「
夏
休
み
の
計
画
を
立
て

よ
う
」
（
6
）

「
冬
休
み
の
計
画
を

立
て
よ
う
」
（
6
）

「
文
章
を
読
も
う
」
（
1
1
）

「
文
章
を
書
こ
う
」
（
1
2
）

「
ロ
ー
マ
字
の
学
習
」
（
1
0
）

「
手
紙
を
書
こ
う
」
（
5
）

「
筆
で
書
こ
う
」
（
6
）

「
物
語
を
読
も
う
」
（
1
0
）

１
年
間
の
思
い
出
を

発
表
し
よ
う
（
5
）

「
数
え
て
み
よ
う
・
計
算
し
よ
う
」
（
1
5
）

「
お
金
を
数
え
よ
う
」
（
1
0
）

「
時
間
と
こ
よ
み
」
（
1
0
）

い
ろ
い
ろ
な
形
（
1
0
）

大
き
い
数
（
1
0
）

2
5
5

「
2
年
生
の
生
活
」
（
1
0
）

「
校
内
実
習
を
が
ん
ば

ろ
う
」
(4
)

「
合
同
作
品
展
に
行
こ
う
」
(2
4
)

校

「
太
陽
祭
に
向
け
て
頑
張
ろ
う
～
ス
マ
イ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
～
」
(4
0
)

校
内
実
習
(5
0
)

（
明
成
高
校
で
販
売
）

校
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【「
　
」：
単
元
・題
材
名
　
　
（　
）：
予
定
時
数
　
　
校
：校
外
学
習
】

始
業
式
(1
)

避
難
訓
練
(1
)

学
習
旅
行

水
泳
教
室

始
業
式
(1
)

水
泳
教
室

太
陽
祭
(1
日
)

校
内
実
習

終
業
式
(1
)

始
業
式
(1
)

卒
業
生
を
送
る
会

入
学
式
(1
)

終
業
式
(1
)

芸
術
鑑
賞
教
室

卒
業
式
(1
日
)

交
通
安
全
教
室
(1
)

修
了
式
(1
)

新
入
生
歓
迎
会
（2
）

日

時

7月
8月

3
月

総
時
数

9月
10
月

11
月

12
月

1月
2
月

6
2

2
9
3

「2
年
生
の
生
活
」（
１
０
）

【
通
年
】
「学
部
集
会
」(
10
)「
全
校
集
会
」(
3)

「生
活
で
使
う
も
の
を

作
ろ
う
」（
20
）

「1
年
の
ま
と
め
」

(1
2)

「オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

(2
)

「太
陽
祭
に
向
け
て
頑
張
ろ
う
～
ス
マ
イ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
～
」(
20
)

「物
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知
ろ
う
～
販
売
す
る
製
品
を
知
ろ
う
～
」(
20
)

「校
内
販
売
を
し
よ
う
」(
20
)　

「卒
業
生
を
お
祝
い
し
よ
う
」
(3
0
)

【
通
年
】

「新
入
生
歓
迎
会
」（
１

4）

「作
品
を
つ
く
ろ
う
～
福
祉
作
品
展
に
向
け

て
～
」
(2
0
)

4
5
3

「帰
り
の
活
動
」

・着
替
え
　
　
・掃
除
　
・帰
り
の
会

「係
の
仕
事
」

・学
級
の
係
活
動

「
合
同
作
品
展
に
行
こ
う
」
(2
4
)

校

自
立

活
動

道
徳

【
通
年
】

A
　
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

◎
B
　
主
と
し
て
他
の
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

◎
C
　
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

◎
D
　
主
と
し
て
自
然
や
崇
高
な
物
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

◎

2
0

A
L
T
体
験
(1
)

総
合
的
な
学
習

の
時
間

※
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
指
導
す
る
。
（学
級
に
応
じ
て
重
点
を
設
定
す
る
。
）

※
個
別
の
指
導
計
画
に
お
い
て
個
別
に
指
導
内
容
を
設
定
し
、
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
指
導
す
る
。

特
別

活
動

【学
校
行
事
】・
入
学
式
・始
業
式
・終
業
式
・卒
業
式
・修
了
式
・交
通
安
全
教
室
・避
難
訓
練
・学
習
旅
行
・太
陽
祭
・芸
術
鑑
賞
教
室

【学
級
活
動
】・
係
活
動
【生
徒
会
活
動
】・
学
部
集
会
・全
校
集
会

「身
近
な
地
域
を
調
べ
よ
う
」(
10
）

A
L
T
体
験
(1
)

3
1

音
楽

1
1
2

保
健

体
育

「ダ
ン
ス
を
し
よ
う
」(
6)

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
み
よ
う

（Ｆ
Ｄ
、
ボ
ッ
チ
ャ
）(
8)

「ボ
ー
ル
運
動
を
し
よ
う
」(
6)

「平
野
中
学
校
と
の
交
流
学
習
」(
8)

「い
ろ
い
ろ
な
動
き
を
や
っ
て
み
よ
う
」（
器
械
、
器
具
を
使
っ
た
運
動
）(
6)

「楽
し
く
身
体
を
動
か
そ
う
」(
4)

「水
の
中
で
運
動
を
し
よ
う
」（
水
泳
教
室
、
水
治
訓
練
）(
8)

「音
楽
が
は
じ
ま
る

よ
」(
3)

「歌
に
親
し
も
う
」(
6)

「リ
ズ
ム
を
知
ろ
う
」（
５
）

「さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
に
触
れ
よ
う
」(
6)

【
通
年
】
「あ
い
さ
つ
の
う
た
」・
器
楽
・リ
ト
ミ
ッ
ク
・パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・カ
ラ
ー
バ
ル
ー
ン
　
　
　
等
　

※
上
記
題
材
名
で
左
記
活
動
内
容
を
季
節
・行
事
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
楽
曲
を
選
定
・実
施
す
る
。

【
通
年
】
「朝
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（2
0分
）」
「体
つ
く
り
運
動
」

「い
ろ
い
ろ
な
曲
を
聴
こ
う
」(
5)

「ク
リ
ス
マ
ス
を
楽

し
も
う
」(
3)

「発
表
会
を
し
よ
う
」(
6)

「あ
り
が
と
う
お
め

で
と
う
」
(3
)

6
8

6
7

「お
話
に
親
し
も
う
」・
絵
本
・紙
芝
居
等

「書
く
こ
と
に
親
し
も
う
」・
文
字
や
形
を
書
く
、
な
ぞ
る
、
組
み
合
わ
せ
る
等

「い
ろ
い
ろ
な
言
葉
」・
動
き
の
言
葉
・気
持
ち
の
言
葉
・
二
語
文

等

「文
字
を
読
も
う
・書
こ
う
」・
具
体
物
、
写
真
、
絵
、
文
字
等
の
対
応
・平
仮
名
、
片
仮
名
の
読
み
書
き
・筆
記
具
の
扱
い
等

「数
に
親
し
も
う
」・
数
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
活
動
等

「か
た
ち
」・
形
合
わ
せ
・弁
別
・分
類
・形
の
名
前
・方
向
・位
置

「大
き
い
・小
さ
い
」・
有
無
・大
小
・多
少
・長
短
・重
軽

「数
に
親
し
も
う
」・
数
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
活
動
等

「も
の
の
分
類
」・
色
・形
・目
的
・用
途
・機
能

【
通
年
】
「合
わ
せ
よ
う
」・
形
合
わ
せ
・絵
合
わ
せ
・パ
ズ
ル
等
　
　
「数
え
よ
う
」・
数
詞
、
数
字
、
具
体
物
の
対
応
・一
対
一
対
応
・順
序
数
・集
合
数
等

「言
葉
に
親
し
も
う
」・
身
近
な
も
の
の
名
前
・先
生
や
友
達
の
名
前
・歌
詞
・言
葉
遊
び
等

【
通
年
】

数
学

行
事

等

日
常
生
活
の
指
導

「朝
の
活
動
」

・着
替
え
・係
活
動
・朝
の
会

「身
だ
し
な
み
」

・服
装
・衛
生

「給
食
」

・準
備
　
・片
付
け
　
・マ
ナ
ー

「学
期
を
振
り
返
ろ
う
」
「
夏
休
み
・
冬
休
み
の
思
い
出
」
等
（
1
6
）

「太
陽
祭
を
頑
張
ろ
う
」（
30
）

大
笹
生
支
援
学
校
年
間
指
導
計
画
モ
デ
ル
ve
r.
2

中
学
部
重
複
A
（2
年
）

※
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
、
実
際
の
生
活
の
流
れ
に
沿
っ
て
指
導
す
る
。

「　
　
」

（2
0）

「学
習
旅
行
に
行
こ

う
」　
　
(2
0)
　
校

国
語

生
活
単
元
学
習

作
　
業
　
学
　
習

「校
外
活
動
」(
50
)・
地
域
探
索
等

「制
作
活
動
」（
14
）・
掲
示
物
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
等

学
部
目
標

○
元
気
に
活
動
す
る
生
徒
　
○
自
ら
学
習
す
る
生
徒
　
○
友
達
と
協
力
す
る
生
徒
　
　
＜
育
み
た
い
資
質
・能
力
＞
「知
識
及
び
技
能
」、
「思
考
力
・判
断
力
・
表
現
力
等
」
、
「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」

月
4月

5月
6月
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【「
　
」：
単
元
・題
材
名
　
　
（　
）：
予
定
時
数
　
　
校
：校
外
学
習
】

始
業
式
(1
)

避
難
訓
練
(1
)

学
習
旅
行

終
業
式
(1
)

始
業
式
(1
)

太
陽
祭
(1
日
)

校
内
実
習

終
業
式
(1
)

始
業
式
(1
)

卒
業
生
を
送
る
会

入
学
式
(1
)

芸
術
鑑
賞
教
室

卒
業
式
(1
日
)

交
通
安
全
教
室
(1
)

修
了
式
(1
)

新
入
生
歓
迎
会
（2
）

A
L
T
体
験
(1
)

総
合
的
な
学
習

の
時
間

自
立

活
動

6
7

（
時
間
の
指
導
）

【水
治
訓
練
】「
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」　
「ア
ラ
イ
メ
ン
ト
を
整
え
る
」　
「呼
吸
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」　
「全
身
運
動
」

【か
ら
だ
の
時
間
】「
体
の
部
位
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」　
「姿
勢
の
保
持
、
変
換
」　
「粗
大
運
動
」　
「歩
行
、
歩
行
器
、
車
い
す
等
で
の
移
動
」

「学
期
を
振
り
返
ろ
う
」
「
夏
休
み
・
冬
休
み
の
思
い
出
」
等
（
1
6
）

「太
陽
祭
を
頑
張
ろ
う
」（
30
）

「ゲ
ー
ム
を
し
よ
う
」

（1
5）

「学
習
旅
行
に
行
こ

う
」　
　
(1
０
)　
校

「1
年
の
ま
と
め
」

(1
2)

3
1

音
楽

6
6

国
語

「音
楽
が
は
じ
ま
る

よ
」(
3)

「
合
同
作
品
展
に
行
こ
う
」
(2
4
)

校
「卒
業
生
を
お
祝
い
し
よ
う
」
(3
0
)

生
活
単
元
学
習

【
通
年
】
「学
部
集
会
」(
10
)「
全
校
集
会
」(
3)

「校
外
活
動
」(
30
)・
地
域
探
索
等

「制
作
活
動
」（
24
）・
掲
示
物
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
等

「お
話
に
親
し
も
う
」・
絵
本
・紙
芝
居
等

「書
く
こ
と
に
親
し
も
う
」・
文
字
や
形
を
書
く
、
な
ぞ
る
、
組
み
合
わ
せ
る
等

2
6
3

「身
近
な
地
域
を
調
べ
よ
う
」(
10
）

A
L
T
体
験
(1
)

自
立

活
動

道
徳

【
通
年
】

A
　
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

◎
B
　
主
と
し
て
他
の
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

◎
C
　
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

◎
D
　
主
と
し
て
自
然
や
崇
高
な
物
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

◎

※
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
指
導
す
る
。
（学
級
に
応
じ
て
重
点
を
設
定
す
る
。
）

※
個
別
の
指
導
計
画
に
お
い
て
個
別
に
指
導
内
容
を
設
定
し
、
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
指
導
す
る
。

【学
級
活
動
】・
係
活
動
【生
徒
会
活
動
】・
学
部
集
会
・全
校
集
会

特
別

活
動

【学
校
行
事
】・
入
学
式
・始
業
式
・終
業
式
・卒
業
式
・修
了
式
・交
通
安
全
教
室
・避
難
訓
練
・学
習
旅
行
・太
陽
祭
・芸
術
鑑
賞
教
室

「平
野
中
学
校
と
の
交
流
学
習
」(
8)

2
0

6
2

作
　
業
　
学
　
習

「オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

(2
)

「2
年
生
の
生
活
」（
１
０
）

「作
品
を
つ
く
ろ
う
～
福
祉
作
品
展
に
向
け

て
～
」
(2
0
)

5
2
9

日
常
生
活
の
指
導

【
通
年
】
「朝
の
活
動
」

・着
替
え
・係
活
動
・朝
の
会

「身
だ
し
な
み
」

・服
装
・衛
生

「給
食
」

・準
備
　
・片
付
け
　
・マ
ナ
ー

「帰
り
の
活
動
」

・着
替
え
　
　
・掃
除
　
・帰
り
の
会

「係
の
仕
事
」

・学
級
の
係
活
動

「数
に
親
し
も
う
」・
数
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
活
動
等

「も
の
の
分
類
」・
色
・形
・目
的
・用
途
・機
能

2
月

「物
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知
ろ
う
～
販
売
す
る
製
品
を
知
ろ
う
～
」(
20
)

「太
陽
祭
に
向
け
て
頑
張
ろ
う
～
ス
マ
イ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
～
」(
20
)

「校
内
販
売
を
し
よ
う
」(
20
)　

6
8

数
学

○
元
気
に
活
動
す
る
生
徒
　
○
自
ら
学
習
す
る
生
徒
　
○
友
達
と
協
力
す
る
生
徒
　
　
＜
育
み
た
い
資
質
・能
力
＞
「知
識
及
び
技
能
」、
「思
考
力
・判
断
力
・
表
現
力
等
」
、
「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」

月
4月

5月
6月

7月
8月

3
月

総
時
数

日

時

9月
10
月

11
月

12
月

1月

行
事

等

学
部
目
標

【
通
年
】
「あ
い
さ
つ
の
う
た
」・
器
楽
・リ
ト
ミ
ッ
ク
・パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・カ
ラ
ー
バ
ル
ー
ン
　
　
　
等
　

※
上
記
題
材
名
で
左
記
活
動
内
容
を
季
節
・行
事
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
楽
曲
を
選
定
・実
施
す
る
。

「言
葉
に
親
し
も
う
」・
身
近
な
も
の
の
名
前
・先
生
や
友
達
の
名
前
・歌
詞
・言
葉
遊
び
等

「新
入
生
歓
迎
会
」（
14
）

大
笹
生
支
援
学
校
年
間
指
導
計
画
モ
デ
ル
ve
r.
2

中
学
部
重
複
B
（2
年
）

※
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
、
実
際
の
生
活
の
流
れ
に
沿
っ
て
指
導
す
る
。 「生
活
で
使
う
も
の
を

作
ろ
う
」（
15
）

【
通
年
】
「合
わ
せ
よ
う
」・
形
合
わ
せ
・絵
合
わ
せ
・パ
ズ
ル
等
　
　
「数
え
よ
う
」・
数
詞
、
数
字
、
具
体
物
の
対
応
・一
対
一
対
応
・順
序
数
・集
合
数
等

「歌
に
親
し
も
う
」(
6)

「リ
ズ
ム
を
知
ろ
う
」（
５
）

「さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
に
触
れ
よ
う
」(
6)
「い
ろ
い
ろ
な
曲
を
聴
こ
う
」(
5)

「ク
リ
ス
マ
ス
を
楽

し
も
う
」(
3)

「発
表
会
を
し
よ
う
」(
6)

「あ
り
が
と
う
お
め

で
と
う
」
(3
)

「い
ろ
い
ろ
な
言
葉
」・
動
き
の
言
葉
・気
持
ち
の
言
葉
・
二
語
文

等
【
通
年
】
「文
字
を
読
も
う
・書
こ
う
」・
具
体
物
、
写
真
、
絵
、
文
字
等
の
対
応
・平
仮
名
、
片
仮
名
の
読
み
書
き
・筆
記
具
の
扱
い
等

「数
に
親
し
も
う
」・
数
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
活
動
等

「か
た
ち
」・
形
合
わ
せ
・弁
別
・分
類
・形
の
名
前
・方
向
・位
置

「大
き
い
・小
さ
い
」・
有
無
・大
小
・多
少
・長
短
・重
軽
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【
「
　

」
：
単

元
・
題

材
名

　
　

（
　

）
：
予

定
時

数
　

　
校

：
校

外
学

習
】

入
学

式
・
始

業
式

避
難

訓
練

(1
)

終
業

式
(1

)
始

業
式

(1
)

太
陽

祭
(1

日
)

現
場

実
習

終
業

式
(1

)
始

業
式

(1
)

卒
業

生
を

送
る

会
卒

業
式

(1
日

)
学

部
交

歓
会

障
が

い
者

総
合

体
育

大
会

特
体

連
ス

ポ
ー

ツ
大

会
生

徒
会

役
員

改
選

修
了

式
(1

)
修

学
旅

行
（4

日
）

総
合

学
習

報
告

会

※
個

別
の

指
導

計
画

に
お

い
て

個
別

に
指

導
内

容
を

設
定

し
、

教
育

活
動

全
体

を
通

じ
て

指
導

す
る

。

道
徳

【
通

年
】
A

　
主

と
し

て
自

分
自

身
に

関
す

る
こ

と
◎

B
　

主
と

し
て

他
の

人
と

の
関

わ
り

に
関

す
る

こ
と

◎
C

　
主

と
し

て
集

団
や

社
会

と
の

関
わ

り
に

関
す

る
こ

と
◎

D
　

主
と

し
て

自
然

や
崇

高
な

物
と

の
関

わ
り

に
関

す
る

こ
と

◎

自
立

活
動

3
2

総
合

的
な

学
習

の
時

間

「オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
」「

テ
ー

マ
設

定
」「

班
編

成
」

「活
動

計
画

づ
く
り

」（
　

）
「
調

べ
学

習
、

活
動

の
実

践
」（

　
　

）
「調

べ
学

習
、

活
動

の
実

践
」（

　
　

）
「報

告
会

の
準

備
・練

習
」「

全
体

報
告

会
」（

　
）

4
2

特
別

活
動

H R

「
学

級
組

織
と

一
年

間
の

目
標

」
「
社

会
人

の
マ

ナ
ー

」
「
清

潔
な

体
と

身
だ

し
な

み
」

「
友

達
と

の
付

き
合

い
方

を
考

え
よ

う
」

「
1
学

期
の

反
省

と
夏

休
み

の
生

活
」

「
夏

休
み

の
反

省
と

2
学

期
の

目
標

」
「
太

陽
祭

を
成

功
さ

せ
よ

う
」

「
社

会
人

の
マ

ナ
ー

」
「
2
学

期
の

反
省

と
冬

休
み

の
生

活
」

「
冬

休
み

の
反

省
と

3
学

期
の

目
標

」
「
卒

業
生

を
送

る
会

を
成

功
さ

せ
よ

う
」

「
一

年
間

の
反

省
」

（ホ
ー

ム
ル

ー
ム

）
【生

徒
会

活
動

】　
「各

委
員

会
活

動
」　

「学
部

交
歓

会
」「

生
徒

会
総

会
」「

奉
仕

活
動

」「
生

徒
会

役
員

選
挙

」　
　

【学
校

行
事

】・
入

学
式

・始
業

式
・終

業
式

・卒
業

式
・修

了
式

・避
難

訓
練

・太
陽

祭
・修

学
旅

行
・障

害
者

総
合

体
育

大
会

・特
体

連
ス

ポ
ー

ツ
大

会

体
育

「ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

」（
　

　
）

選 択 教 科
「
情

報
モ

ラ
ル

を
知

ろ
う

」
「
パ

ソ
コ

ン
の

基
本

操
作

を
知

ろ
う

）
（
　

）

「
タ

グ
ラ

グ
ビ

ー
」（

　
）

「テ
ィ

ー
ボ

ー
ル

」（
　

　
）

「バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

」（
　

）
「選

択
（フ

ッ
ト

サ
ル

、
卓

球
、

ダ
ン

ス
）」

（　
　

）

情
報

「パ
ソ

コ
ン

の
基

本
操

作
を

知
ろ

う
」（

　
）

「情
報

モ
ラ

ル
を

知
ろ

う
」（

　
）

「ア
ン

ケ
ー

ト
を

入
力

し
よ

う
」（

　
）

「ワ
ー

プ
ロ

ソ
フ

ト
の

使
い

方
を

知
ろ

う
」（

　
）

「年
賀

状
を

作
成

し
よ

う
」

（　
）

「表
計

算
の

使
い

方
を

知
ろ

う
」（

　
）

「プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
ソ

フ
ト

の
使

い
方

を
知

ろ
う

」（
　

）

「古
代

文
字

を
描

こ
う

」（
）

「感
謝

の
言

葉
を

送
ろ

う
」（

　
）

「ワ
ー

プ
ロ

ソ
フ

ト
の

使
い

方
を

知
ろ

う
」（

　
　

）
「年

賀
状

の
作

成
を

し
よ

う
」（

　
）

「表
計

算
の

使
い

方
を

知
ろ

う
」（

　
　

）
「プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ソ
フ

ト
の

使
い

方
を

知
ろ

う
」（

　
）

「1
学

期
の

作
品

を
仕

上
げ

よ
う

」（
　

　
）

「合
同

作
品

展
に

向
け

て
製

品
を

作
ろ

う
」（

）
「ひ

ま
わ

り
里

親
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」（

　
　

）
「反

省
会

」（
　

　
）

大
笹

生
支

援
学

校
年

間
指

導
計

画
モ

デ
ル

ve
r.
2

高
等

部
通

常
A

（2
年

）

※
以

下
の

内
容

に
つ

い
て

、
実

際
の

生
活

の
流

れ
に

沿
っ

て
指

導
す

る
。

「
身

近
な

公
共

施
設

の
利

用
の

仕
方

①
」
（
　

）

「
衣

服
に

関
心

を
持

と
う

」
（
　

　
）

「生
活

に
役

立
つ

も
の

を
作

ろ
う

」（
　

　
）

学
部

目
標

○
健

康
の

維
持

と
体

力
の

向
上

に
努

め
る

生
徒

　
○

自
ら

考
え

生
き

生
き

と
生

活
す

る
生

徒
　

○
社

会
の

一
員

と
し

て
共

に
生

き
る

生
徒

＜
育

み
た

い
資

質
・
能

力
＞

「
知

識
及

び
技

能
」
、

「
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

等
」
、

「
学

び
に

向
か

う
力

・
人

間
性

等
」

月
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

3
月

総
時

数
9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

6
1

注
文

清
掃

（3
0）

前
期

現
場

実
習

（　
　

）
「作

業
技

能
検

定
大

会
に

向
け

て
」（

　
　

）
「合

同
作

品
展

に
向

け
て

製
品

を
作

ろ
う

」（
）

「注
文

品
を

作
ろ

う
」

（　
　

）
「反

省
会

」（
　

　
）

前
期

現
場

実
習

（　
　

）
「作

業
技

能
検

定
大

会
に

向
け

て
」（

　
　

）
「合

同
作

品
展

に
向

け
て

製
品

を
作

ろ
う

」（
）

「新
製

品
を

作
ろ

う
」

（　
　

）
「反

省
会

」（
　

　
）

前
期

現
場

実
習

（　
　

）
「作

業
技

能
検

定
大

会
に

向
け

て
」（

　
　

）
「合

同
作

品
展

に
向

け
て

製
品

を
作

ろ
う

」（
）

「ま
と

め
の

作
品

を
作

ろ
う

」（
　

　
）

「反
省

会
」（

　
　

）

前
期

現
場

実
習

（　
　

）
「作

業
技

能
検

定
大

会
に

向
け

て
」（

　
　

）
「合

同
作

品
展

に
向

け
て

製
品

を
作

ろ
う

」（
）

「新
製

品
を

作
ろ

う
」

（　
　

）

「手
順

に
沿

っ
て

清
掃

や
手

入
れ

を
し

よ
う

」（
　

　
）

「太
陽

祭
実

演
発

表
を

し
よ

う
」（

　
　

）
後

期
現

場
実

習
（　

　
）

3
1

「お
正

月
を

英
語

で
紹

介
し

よ
う

」（
　

）
「い

ろ
い

ろ
な

衣
装

を
知

ろ
う

」（
　

）

「
ふ

れ
あ

い
コ

ン
サ

ー
ト

で
発

表
し

よ
う

」
（
　

）
「
自

分
た

ち
が

好
き

な
音

楽
を

発
表

し
よ

う
」
（
　

）
「１

年
間

の
ま

と
め

を
し

よ
う

」（
　

）
「ド

リ
ー

ム
コ

ン
サ

ー
ト

で
発

表
し

よ
う

」（
　

）

「バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

」（
　

　
）

「A
 s

pe
ec

h 
an

d
ag

am
e」

（１
）

5
9

「バ
ド

ミ
ン

ト
ン

」（
　

　
）

「ス
ポ

ー
ツ

テ
ス

ト
」

「
情

報
モ

ラ
ル

の
学

習
」
「
Ｗ

ｅ
ｂ
閲

覧
と

検
索

」
「
タ

イ
ピ

ン
グ

」

3
3

1
0
5

「
家

族
紹

介
を

し
よ

う
」
（
　

）

「
挨

拶
や

自
己

紹
介

」
（
　

）

「星
の

世
界

を
描

こ
う

」
（　

）
「秋

の
宝

物
を

見
つ

け
よ

う
」（

　
　

）
「物

語
の

世
界

を
描

こ
う

」（
　

）

「ア
ン

ケ
ー

ト
の

入
力

を
し

よ
う

」（
　

　
）

【
通

年
】

「
体

つ
く
り

運
動

」
「
ス

ポ
ー

ツ
テ

ス
ト

」
「
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
」
「
福

島
ユ

ナ
イ

テ
ッ

ド
Ｆ

Ｃ
（
サ

ッ
カ

ー
）
」
「
福

島
フ

ァ
イ

ヤ
ー

ボ
ン

ズ
（
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
）
」

「春
を

描
こ

う
」（

　
　

）

1
月

2
月

9
1

現
場

実
習

行
事

等
日

後
期

現
場

実
習

（　
　

）
手

工
芸

作 業 学 習

「太
陽

祭
に

向
け

て
製

作
し

よ
う

」（
　

　
）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
（
　

）

「
基

本
的

を
身

に
付

け
よ

う
」
（
　

　
）

「分
担

し
て

製
作

し
よ

う
」

（　
　

）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
（
　

）
「分

担
し

て
製

作
し

よ
う

」
（　

　
）

木
工

時

1
1
3

レ
ザ

ー
ク

ラ
フ

ト

「反
省

会
」（

　
　

）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
（
　

）

後
期

現
場

実
習

（　
　

）

「太
陽

祭
に

向
け

て
製

作
し

よ
う

」（
　

　
）

後
期

現
場

実
習

（　
　

）

日
常

生
活

の
指

導

【
通

年
】

「あ
い

さ
つ

・返
事

」「
着

替
え

・身
だ

し
な

み
」「

整
理

整
頓

」「
係

活
動

」「
朝

の
会

・帰
り

の
会

」「
給

食
」「

清
掃

」「
学

校
生

活
の

き
ま

り
」

3
9
1

前
期

現
場

実
習

（　
　

）
「作

業
技

能
検

定
大

会
に

向
け

て
」（

　
　

）
「い

ろ
い

ろ
な

場
所

の
清

掃
を

覚
え

よ
う

」（
57

）
「反

省
会

」（
　

　
）

前
期

現
場

実
習

（　
　

）
「受

注
作

業
」（

　
　

）
「受

注
作

業
」（

　
）

「ス
マ

イ
ル

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

実
演

し
よ

う
」（

　
）

「受
注

作
業

」（
　

　
）

「反
省

会
」（

　
　

）
「
塩

ビ
管

に
バ

ー
コ

ー
ド

シ
ー

ル
を

貼
ろ

う
」
（
　

）

「リ
サ

イ
ク

ル
製

品
を

作
ろ

う
」（

　
　

）
前

期
現

場
実

習
（　

　
）

後
期

現
場

実
習

（　
　

）
陶

芸

後
期

現
場

実
習

（　
　

）

ク
リ

ー
ン

活
動

シ
ー

ル
加

工

「
基

本
的

を
身

に
付

け
よ

う
」
（
　

　
）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
（
　

）
「分

担
し

て
製

作
し

よ
う

」
（　

　
）

「太
陽

祭
に

向
け

て
製

作
し

よ
う

」（
　

　
）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
（
　

）
「分

担
し

て
製

作
し

よ
う

」
（　

　
）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
（
　

）

職
業

5
9

8
6

「将
来

に
つ

い
て

③
」

（　
）

「
衣

服
に

関
心

を
持

と
う

」
（
　

　
）

「住
ま

い
を

工
夫

し
よ

う
」（

　
）

「
マ

ナ
ー

を
守

っ
て

食
事

を
し

よ
う

」
（
　

）
「
家

庭
生

活
を

充
実

さ
せ

よ
う

」
（
　

）

「住
ま

い
の

手
入

れ
」

（　
）

国
語

「家
族

の
一

員
と

し
て

の
役

割
」（

　
）

「
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ナ
ー

①
」
（
　

）

「
働

く
生

活
」
（
　

）
「
前

期
現

場
実

習
に

向
け

て
」
（
3
）

「
将

来
に

つ
い

て
①

」
（
　

）
「
将

来
に

つ
い

て
②

」
（
　

）
「
後

期
現

場
実

習
に

向
け

て
」
（
　

）

「太
陽

祭
に

向
け

て
製

作
し

よ
う

」（
　

　
）

「
基

本
的

を
身

に
付

け
よ

う
」
（
　

　
）

「太
陽

祭
に

向
け

て
製

作
し

よ
う

」（
　

　
）

「
基

本
的

を
身

に
付

け
よ

う
」
（
　

　
）

後
期

現
場

実
習

（　
　

）

外
国

語

音
楽

美
術

情
報

「今
、

何
時

？
」（

　
）

「
英

語
に

親
し

も
う

〜
学

校
編

〜
」（

　
）

「
ど

こ
か

ら
来

た
か

尋
ね

て
み

よ
う

」
（
　

）
「外

国
の

文
化

に
触

れ
よ

う
」（

　
）

「身
近

に
あ

る
文

章
に

親
し

も
う

」（
　

）
「書

道
に

親
し

も
う

Ⅱ
」（

）
「礼

状
や

年
賀

状
を

書
こ

う
」（

　
）

家
庭

リ
サ

イ
ク

ル

数
学

保
健

体
育

「
事

業
所

見
学

に
向

け
て

」
（
　

）
「
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ナ
ー

②
」
（
　

）
「
前

期
現

場
実

習
」
（
　

）
「
現

場
実

習
の

成
果

と
課

題
」
（
　

）

「日
常

の
食

事
に

関
心

を
持

と
う

」
（　

）

「書
道

に
親

し
も

う
Ⅰ

」（
）

「
学

級
新

聞
づ

く
り

」
（
　

）

「仲
間

に
な

ろ
う

」
（　

）

【
通

年
】

「１
年

間
の

思
い

出
を

綴
ろ

う
」（

　
）

「数
と

計
算

Ⅱ
」

（　
）

「い
ろ

い
ろ

な
形

」（
　

）
「１

年
間

の
ま

と
め

を
し

よ
う

」（
　

）

「本
に

親
し

も
う

」（
　

）

「数
と

計
算

Ⅰ
」（

　
）

「
量

と
測

定
」
（
　

）
「お

金
と

計
算

」（
　

）
「お

金
と

計
算

」（
　

）

【
通

年
】

「
適

切
な

聞
き

方
、

話
し

方
」
「
正

確
な

読
み

方
、

書
き

方
」
「
書

字
」

「
清

掃
や

花
壇

の
手

入
れ

の
仕

方
を

覚
え

よ
う

」
（
　

　
）

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
（
　

）

「
紙

す
き

の
工

程
を

覚
え

よ
う

」
（
　

）

「
成

蹊
生

と
の

交
流

活
動

に
参

加
し

よ
う

」
（
　

）

「音
楽

作
り

を
楽

し
も

う
」（

　
）

「と
っ

て
お

き
の

音
楽

祭
で

発
表

し
よ

う
」（

　
）

「太
陽

祭
で

発
表

し
よ

う
」

（　
）

「
青

春
の

回
り

道
を

描
こ

う
」（

　
　

）

「
進

路
ガ

イ
ダ

ン
ス

」
（
　

）

「集
団

行
動

」（
　

）

「時
間

・時
刻

と
暦

」（
　

）
「表

と
グ

ラ
フ

」（
　

）

【
通

年
】

「
四

則
演

算
」
「
実

務
」
※

各
単

元
に

お
い

て
、

実
務

的
な

内
容

を
取

り
入

れ
て

指
導

す
る

。

「
歌

う
姿

勢
や

歌
い

方
を

知
ろ

う
」
（
　

）

「ス
ポ

ー
ツ

テ
ス

ト
」（

　
）

「
テ

ィ
ー

ボ
ー

ル
」（

　
）

「ダ
ン

ス
」（

　
）

「
後

期
現

場
実

習
」
（
　

）
「
現

場
実

習
の

成
果

と
課

題
」
（
　

）
「
選

挙
制

度
に

つ
い

て
」
（
　

）

「
ロ

ー
マ

字
を

覚
え

よ
う

」
（
　

）
「電

話
の

受
け

答
え

」
（　

）
「
丁

寧
な

言
葉

で
話

そ
う

」（
　

）

48



【
「
　
」
：
単

元
・
題

材
名

　
　
（
　
）
：
予

定
時

数
　
　
校

：
校

外
学

習
】

入
学

式
・
始

業
式

避
難

訓
練

(1
)

終
業

式
(1
)

始
業

式
(1
)

太
陽

祭
(1
日

)
現

場
実

習
終

業
式

(1
)

始
業
式

(1
)

卒
業

生
を
送

る
会

卒
業

式
(1
日

)
学

部
交

歓
会

障
が
い
者
総
合
体
育
大
会

特
体
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会

生
徒
会
役

員
改
選

修
了

式
(1
)

修
学
旅
行
（
4
日
）

総
合
学
習

報
告
会

※
個

別
の

指
導

計
画

に
お
い
て
個

別
に
指

導
内

容
を
設

定
し
、
教

育
活

動
全

体
を
通

じ
て
指

導
す
る
。

6
4

6
2 3
3

3
1

【
通

年
】

【
通
年
】
A
　
主

と
し
て
自

分
自

身
に
関

す
る
こ
と

◎
B
　
主

と
し
て
他

の
人

と
の

関
わ

り
に
関

す
る
こ
と

◎
C
　
主

と
し
て
集

団
や

社
会

と
の

関
わ

り
に
関

す
る
こ
と

◎
D
　
主
と
し
て
自
然
や
崇
高
な
物
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

◎

「
太

陽
祭

を
成

功
さ
せ

よ
う
」

「
働

く
こ
と
の

大
切

さ
を
知

ろ
う
」

「
2
学

期
の

反
省

と
冬

休
み

の
生

活
」

「
心

の
健

康
に
つ
い
て
考

え
よ

う
」

「
卒

業
生

を
送

る
会

を
成

功
さ
せ

よ
う
」
「
性

の
モ
ラ
ル

」
「
一

年
間

の
反

省
」

【
通

年
】
「
体
つ
く
り
運
動
」
「
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
」
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
「
福
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
（
サ
ッ
カ
ー
）
」
「
福
島
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ボ
ン
ズ
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
」

「
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
」
（
　
　
）

「
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
」

5
9

「
１
年
間
の
ま
と
め
を

し
よ
う
」
（
　
）

自
立

活
動

3
2

情
報

「
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
知
ろ

う
」
（
　
）

「
情
報
モ
ラ
ル
を
知
ろ
う
」
（
　
）

「
ア
ン
ケ
ー
ト
を
入

力
し
よ
う
」
（
　
）

「
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
使
い
方
を
知
ろ
う
」
（
　
）

「
年
賀
状
を
作
成
し
よ

う
」
（
　
）

「
表
計
算
の
使
い
方
を
知
ろ
う
」
（
　
）

「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
使
い
方
を
知
ろ

う
」
（
　
）

【
通

年
】
「
情
報
モ
ラ
ル
の
学
習
」
「
Ｗ
ｅ
ｂ
閲
覧
と
検
索
」
「
タ
イ
ピ
ン
グ
」

総
合

的
な
学

習
の

時
間

「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
「
テ
ー
マ
設
定
」
「
班
編
成
」

「
活

動
計
画
づ
く
り
」
（
　
）

「
調
べ
学
習
、
活
動
の
実
践
」
（
　
　
）

「
調
べ
学
習
、
活
動
の
実
践
」
（
　
　
）

「
報
告
会
の
準
備
・
練
習
」
「
全
体
報
告
会
」
（
　
）

4
2

特
別

活
動

H R

「
2
年

生
に
進

級
し
て
」

「
社

会
人

と
し
て
の

マ
ナ
ー
に
つ
い
て

考
え
よ
う
」

「
言

葉
遣

い
に
つ
い
て
確

認
し
よ
う
」

「
1
学

期
の

反
省

と
夏

休
み

の
生

活
」

「
言

葉
遣

い
に
つ
い
て
確

認
し
よ
う
」

選 択 教 科

音
楽

「
仲

間
に
な
ろ
う
」
（
　
）

「
音
楽
作
り
を
楽
し
も
う
」
（
　
）

「
と
っ
て
お
き
の
音
楽
祭

で
発

表
し
よ
う
」
（
　
）

「
太
陽
祭
で
発
表
し
よ

う
」
（
　
）

「
ド
リ
ー
ム
コ
ン
サ

ー
ト
で
発

表
し
よ
う
」
（
　
）

「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

で
発
表
し
よ
う
」
（
　
）

「
自
分
た
ち
が
好
き
な
音
楽

を
発
表
し
よ
う
」
（
　
）

「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
使
い
方
を
知
ろ

う
」
（
　
）

体
育

「
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
」
（
　
　
）

「
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
」
（
　
）

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

」
（
　
　
）

「
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

」
（
　
）

「
選

択
（
フ
ッ
ト
サ

ル
、
卓
球
、
ダ
ン
ス
）
」
（
　
　
）

「
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
知
ろ

う
」
（
　
）

「
情
報
モ
ラ
ル
を
知
ろ
う
」
（
　
）

「
ア
ン
ケ
ー
ト
を
入

力
し
よ
う
」
（
　
）

大
笹

生
支

援
学

校
年

間
指

導
計

画
モ
デ
ル

ve
r.
2

高
等

部
通

常
B
（
2
年

）

※
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
、
実
際
の
生
活
の
流
れ
に
沿
っ
て
指
導
す
る
。

前
期
現
場
実
習
（
　
　
）

「
作

業
技
能
検
定
大
会

に
向

け
て
」
（
　
　
）

「
合
同
作
品
展
に
向
け
て
製
品
を
作
ろ
う
」
（

）
「
ま
と
め
の
作
品
を
作
ろ

う
」
（
　
　
）

「
反
省
会
」
（
　
　
）

前
期
現
場
実
習
（
　
　
）

「
作

業
技
能
検
定
大
会

に
向

け
て
」
（
　
　
）

「
合
同
作
品
展
に
向
け
て
製
品
を
作
ろ
う
」
（

）
「
新
製
品
を
作
ろ
う
」

（
　
　
）

「
反
省
会
」
（
　
　
）

前
期
現
場
実
習
（
　
　
）

「
作
業
技
能
検
定
大
会

に
向

け
て
」
（
　
　
）

「
合
同
作
品
展
に
向
け
て
製
品
を
作
ろ
う
」
（

）
「
注
文
品
を
作
ろ
う
」

（
　
　
）

「
反
省
会
」
（
　
　
）

5
8 5
9

「
集

団
行
動
」
（
　
）

「
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
」
（
　
）

「
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
」
（
　
）

「
ダ
ン
ス
」
（
　
）

「
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

」
（
　
　
）

1
5
5

「
２
年
生
に
進
級
し
て
」

（
　
）

「
修
学
旅
行
に
行
こ
う

Ⅰ
」
（
　
　
）

「
働
く
こ
と
に
つ
い
て
考
え
よ

う
」
　
（
　
）
校

「
修
学
旅
行
に
行
こ
う
Ⅱ
」

（
　
　
）
校

「
生
活
を
豊
か
に
し

よ
う
」
（
　
　
）
校

「
進

路
に
つ
い
て
考

え
よ
う
」
（
　
　
）
校

「
１
年
間
の
振

り
返
り
」
（
　
　
）

「
衣

服
に
関
心
を
持
と

う
」
（
５
）

「
修
学
旅
行
に
行
こ
う
Ⅲ
」
（
4
0
）
校

「
日
常
の
食
事
」
（
　
）
調

「
衣
食
住
を
工
夫
し
よ
う
」
（
　
）

「
家
庭
生

活
を
充
実
さ
せ
よ
う
」
（
　
）
校

「
1
年
間
の
ま
と
め
を

し
よ
う
」
（
　
）

「
毛

筆
で
書

こ
う
」
（
　
）

【
通

年
】

数
学

保
健

体
育

「
お
金
と
計
算
」
（
　
　
）

「
長

さ
と
重

さ
」
（
　
）

「
長

さ
と
重

さ
」
（
　
）

「
時

刻
・
時

間
・
暦

」
（
　
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
　
）

レ
ザ

ー
ク
ラ
フ
ト

前
期
現
場
実
習
（
　
　
）

「
作

業
技
能
検
定
大
会

に
向

け
て
」
（
　
　
）

「
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
作

ろ
う
」
（
　
　
）

前
期
現
場
実
習
（
　
　
）

「
1
学
期
の
作
品
を
仕
上

げ
よ
う
」
（
　
　
）

「
適
切
な
聞
き
方
、
話
し
方
」
「
正
確
な
読
み
方
、
書
き
方
」
「
書
字
」

【
通

年
】
「
四
則
演
算
」
「
実
務
」
※
各
単
元
に
お
い
て
、
実
務
的
な
内
容
を
取
り
入
れ
て
指
導
す
る
。

「
食
生
活
を
見
直
そ
う
」
（
　
　
）

「
家

庭
生
活
を
豊
か
に
し

よ
う
」
（
　
）
校

「
距

離
・
速

さ
」
（
　
　
）

「
図
形
・
数
量
」
（
　
）

「
1
年
間
の
ま
と
め
」
（

）

「
本

に
親
し
も
う
」
（
　
　
）

「
学
級
新
聞
づ
く
り
」
（

）

ク
リ
ー

ン
活

動

シ
ー

ル
加

工

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
　
）

「
分
担
し
て
製
作
し
よ
う
」

（
　
　
）

「
太
陽
祭
に
向
け
て
製
作
し
よ
う
」
（
　
　
）

「
基

本
的

を
身

に
付

け
よ
う
」
（
　
　
）

後
期
現
場
実
習
（
　
　
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
　
）

「
分
担
し
て
製
作
し
よ
う
」

（
　
　
）

「
太
陽
祭
に
向
け
て
製
作
し
よ
う
」
（
　
　
）

「
基

本
的

を
身

に
付

け
よ
う
」
（
　
　
）

生
活

単
元

学
習

家
庭

リ
サ

イ
ク
ル

「
合
同
作
品
展
に
向
け
て
製
品
を
作
ろ
う
」
（

）
「
ひ
ま
わ
り
里
親
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
（
　
　
）

「
反
省
会
」
（
　
　
）

国
語

後
期
現
場
実
習
（
　
　
）

陶
芸

後
期
現
場
実
習
（
　
　
）

「
言

葉
遣
い
を
覚
え
よ

う
」
（
　
）

「
電
話
の
受
け
答
え
」

（
　
）

「
手
紙
の
書
き
方
」
（
　
）

「
毛

筆
で
書
こ
う
」

（
　
）

「
文
章
を
適
切
に
理
解
し
よ
う
」
（
　
　
）

道
徳

外
国

語

【
生

徒
会
活
動
】
　
「
各
委
員
会
活
動
」
　
「
学
部
交
歓
会
」
「
生
徒
会
総
会
」
「
奉
仕
活

動
」
「
生
徒
会
役
員
選
挙
」
　
　
【
学
校
行
事
】
・
入
学
式
・
始
業
式
・
終
業
式
・
卒
業
式
・
修
了
式
・
避
難
訓
練
・
太
陽
祭
・
修
学
旅
行
・
障
害
者
総
合
体
育
大
会
・
特
体
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
英

語
に
触
れ
よ
う
」
（
　
）
「
数
字
・
曜
日
」
（
　
）

「
季

節
」
（
　
　
）

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
文

化
」
（
　
）

「
日
本
の

文
化
」

（
　
）

「
英
語
の
文
字
を
知
ろ
う
」
（
　
）

「
歌

う
姿

勢
や

歌
い
方

を
知

ろ
う
」
（
　
）

美
術

「
春

を
描
こ
う
」
（
　
　
）

「
青
春
の
回
り
道
を
描
こ
う
」
（
　
　
）

「
星
の
世
界
を
描
こ
う
」

（
　
）

「
秋
の
宝
物
を
見
つ
け
よ
う
」
（
　
　
）

「
物
語
の
世
界
を
描

こ
う
」
（
　
）

「
成

蹊
生

と
の

交
流

活
動

に
参

加
し
よ
う
」
（
　
）

「
古
代
文
字
を
描
こ
う
」
（

）

（
ホ
ー
ム
ル

ー
ム
）

「
感
謝
の
言
葉
を
送

ろ
う
」
（
　
）

情
報

「
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
使
い
方
を
知
ろ
う
」
（
　
）

「
年
賀
状
を
作
成
し
よ

う
」
（
　
）

「
表
計
算
の
使
い
方
を
知
ろ
う
」
（
　
）

作 業 学 習

学
部

目
標

○
健

康
の

維
持

と
体

力
の

向
上

に
努

め
る
生

徒
　
○

自
ら
考

え
生

き
生

き
と
生

活
す
る
生

徒
　
○

社
会

の
一

員
と
し
て
共

に
生

き
る
生

徒
＜
育
み
た
い
資
質
・
能
力
＞
「
知
識
及
び
技
能
」
、
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」
、
「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」

月
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

3
月

総
時

数
1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

1
1
3

日
常

生
活

の
指

導

【
通
年
】
「
あ
い
さ
つ
・
返
事
」
「
着
替
え
・
身
だ
し
な
み
」
「
整
理
整
頓
」
「
係
活
動
」
「
朝
の
会
・
帰
り
の
会
」
「
給
食
」
「
清
掃
」
「
学
校
生
活
の
き
ま
り
」

現
場

実
習

行
事

等
日

「
太
陽
祭
に
向
け
て
製
作
し
よ
う
」
（
　
　
）

9
月

木
工

時

後
期
現
場
実
習
（
　
　
）

手
工

芸
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
　
）

「
基

本
的

を
身

に
付

け
よ
う
」
（
　
　
）

「
分
担
し
て
製
作
し
よ
う
」

（
　
　
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
　
）

「
分
担
し
て
製
作
し
よ
う
」

（
　
　
）

「
太
陽
祭
に
向
け
て
製
作
し
よ
う
」
（
　
　
）

「
基

本
的

を
身

に
付

け
よ
う
」
（
　
　
）

「
合
同
作
品
展
に
向
け
て
製
品
を
作
ろ
う
」
（

）
「
新
製
品
を
作
ろ
う
」

（
　
　
）

「
反
省
会
」
（
　
　
）

3
9
1

後
期
現
場
実
習
（
　
　
）

「
紙

す
き
の

工
程

を
覚

え
よ
う
」
（
　
）

後
期
現
場
実
習
（
　
　
）

後
期
現
場
実
習
（
　
　
）

「
太
陽
祭
に
向
け
て
製
作
し
よ
う
」
（
　
　
）

前
期
現
場
実
習
（
　
　
）

「
作
業
技
能
検
定
大
会

に
向

け
て
」
（
　
　
）

「
い
ろ
い
ろ
な
場
所
の
清
掃
を
覚

え
よ
う
」
（
5
7
）

「
反

省
会
」
（
　
　
）

前
期
現
場
実
習
（
　
　
）

「
受

注
作

業
」
（
　
　
）

「
受
注
作
業
」
（
　
）

「
ス
マ
イ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
実

演
し
よ
う
」
（
　
）

注
文
清
掃
（
3
0
）

「
太
陽
祭
実
演
発
表
を
し
よ
う
」
（
　
　
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
　
）

「
清

掃
や
花
壇
の
手
入
れ
の
仕
方
を
覚
え
よ
う
」
（
　
　
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
　
）

「
受

注
作

業
」
（
　
　
）

「
反
省
会
」
（
　
　
）

「
塩

ビ
管
に
バ
ー
コ
ー
ド
シ
ー
ル
を
貼
ろ
う
」
（
　
　
）

「
手
順
に
沿
っ
て
清
掃
や
手
入
れ
を
し
よ
う
」
（
　
　
）

49



【
「
　
」
：
単
元
・
題
材
名
　
　
（
　
）
：
予
定
時
数
　
　
校

：
校
外
学
習
】

入
学
式
・
始
業
式

避
難
訓
練
(1
)

終
業
式
(1
)

始
業
式
(1
)

太
陽
祭
(1
日
)

現
場
実
習

終
業
式
(1
)

始
業
式
(1
)

卒
業
生
を
送
る
会

卒
業
式
(1
日
)

学
部
交
歓
会

障
が
い
者
総
合
体
育
大
会

特
体

連
ス
ポ
ー
ツ
大

会
生

徒
会

役
員

改
選

修
了
式
(1
)

修
学

旅
行

（
4
日

）
総

合
学

習
報

告
会

※
個

別
の

指
導

計
画

に
お
い
て
個

別
に
指

導
内

容
を
設

定
し
、
教

育
活

動
全

体
を
通

じ
て
指

導
す
る
。

道
徳

【
通
年
】
A
　
主

と
し
て
自

分
自

身
に
関

す
る
こ
と

◎
B
　
主

と
し
て
他

の
人

と
の

関
わ

り
に
関

す
る
こ
と

◎
C
　
主

と
し
て
集

団
や

社
会

と
の

関
わ

り
に
関

す
る
こ
と

◎
D
　
主

と
し
て
自

然
や

崇
高

な
物

と
の

関
わ

り
に
関

す
る
こ
と

◎

自
立

活
動

【
通
年
】
「
適
切
な
聞
き
方
、
話
し
方
」
「
正
確
な
読
み
方
、
書
き
方
」
「
書
字
」

【
通
年
】
「
四
則
演
算
」
「
実
務
」
※
各
単
元
に
お
い
て
、
実
務
的
な
内
容
を
取
り
入
れ
て
指
導
す
る
。

7
0 3
1

総
合

的
な
学

習
の

時
間

「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
「
テ
ー
マ
設

定
」
「
班

編
成

」
「
活

動
計

画
づ
く
り
」
（
　
）

「
調

べ
学

習
、
活

動
の

実
践

」
（
　
　
）

「
調

べ
学

習
、
活

動
の

実
践

」
（
　
　
）

「
報

告
会

の
準

備
・
練

習
」
「
全

体
報

告
会

」
（
　
）

4
2

特
別

活
動

H R

「
新
し
い
学
級
づ
く
り
」

「
健
康
な
生
活
」

（
ホ
ー
ム
ル

ー
ム
）

【
生

徒
会

活
動

】
　
「
各

委
員

会
活

動
」
　
「
学

部
交

歓
会

」
「
生

徒
会

総
会

」
「
奉

仕
活

動
」
「
生

徒
会

役
員

選
挙

」
　
　
【
学

校
行

事
】
・
入

学
式

・
始

業
式

・
終

業
式

・
卒

業
式

・
修

了
式

・
避

難
訓

練
・
太

陽
祭

・
修

学
旅

行
・
障

害
者

総
合

体
育

大
会

・
特

体
連

ス
ポ
ー
ツ
大

会

「
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の

使
い
方

を
知

ろ
う
」
（
　
）

「
年

賀
状

を
作

成
し
よ
う
」

（
　
）

「
表

計
算

の
使

い
方

を
知

ろ
う
」
（
　
）

「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の

使
い
方

を
知

ろ
う
」
（
　
）

体
育

「
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル

」
（
　
　
）

「
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
」
（
　
）

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

」
（
　
　
）

「
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

」
（
　
）

「
選

択
（
フ
ッ
ト
サ

ル
、
卓

球
、
ダ
ン
ス
）
」
（
　
　
）

選 択 教 科

「
協
力
と
係
活
動
」

「
1
学

期
の
反
省
と
夏
休
み
の
生
活
」

「
衛
生
と
季
節
に
応
じ
た
服
装
」

「
太
陽
祭
を
成
功
さ
せ
よ
う
」

「
進
路
学
習
」

「
2
学
期
の
反
省
と
冬
休
み
の
生

活
」

「
進
路
学

習
」

「
卒
業
生
を
送
る
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
」

「
一
年
間
の
反
省
」

5
9

音
楽

「
仲

間
に
な
ろ
う
」
（
　
）

「
音

楽
作

り
を
楽

し
も
う
」
（
　
）

「
と
っ
て
お
き
の

音
楽

祭
で
発

表
し
よ
う
」
（
　
）

「
太

陽
祭

で
発

表
し
よ
う
」

（
　
）

「
ド
リ
ー
ム
コ
ン
サ

ー
ト
で
発

表
し
よ
う
」
（
　
）

「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

で
発
表
し
よ
う
」
（
　
）

「
自
分
た
ち
が
好
き
な
音
楽

を
発
表
し
よ
う
」
（
　
）

「
１
年

間
の

ま
と
め
を

し
よ
う
」
（
　
）

「
歌
う
姿
勢
や
歌
い
方
を
知
ろ
う
」
（
　
）

美
術

「
春

を
描

こ
う
」
（
　
　
）

「
青

春
の

回
り
道

を
描

こ
う
」
（
　
　
）

「
星

の
世

界
を
描

こ
う
」

（
　
）

「
秋

の
宝

物
を
見

つ
け
よ
う
」
（
　
　
）

「
物

語
の

世
界

を
描

こ
う
」
（
　
）

「
成
蹊
生
と
の

交
流
活
動
に
参

加
し
よ
う
」
（
　
）

「
古

代
文

字
を
描

こ
う
」
（

）
「
感

謝
の

言
葉

を
送

ろ
う
」
（
　
）

情
報

「
パ

ソ
コ
ン
の

基
本

操
作

を
知

ろ
う
」
（
　
）

「
情

報
モ
ラ
ル

を
知

ろ
う
」
（
　
）

「
ア
ン
ケ
ー
ト
を
入

力
し
よ
う
」
（
　
）

3
5

情
報

「
パ

ソ
コ
ン
に
触

っ
て
み

よ
う
」

（
　
）

「
困

っ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
対

処
方

法
を
知

ろ
う
」
（
　
）

「
キ
ー
ボ
ー
ド
を
使

わ
な
い
方

法
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
入

力
し
よ
う
」
（
　
）

「
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の

使
い
方

を
知

ろ
う
」
（
　
）

「
色

々
な
も
の

を
調

べ
て
み

よ
う
」
（
　
）

【
通
年
】
「
パ
ソ
コ
ン
を
自
由
に
使
っ
て
み
よ
う
」

3
5

外
国

語

【
通
年
】

「
英
語
に
触
れ
よ
う
」
（
　
）

「
い
ろ
い
ろ
な
食

べ
物

」
（
　
）

「
外

国
の

文
化

」
（
　
）

「
日

本
の

文
化

」
（
　
）

「
い
ろ
い
ろ
な
国

」
（
　
）

「
数

と
計

算
」
（
　
）

「
お
金

と
計

算
」
（
　
）

「
時

間
・
時

刻
・
暦

」
（
　
）

「
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
」
（
　
　
）

「
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
」

「
分

数
」
（
　
　
）

「
集

団
行

動
」
（
　
）

【
通
年
】
「
体
つ
く
り
運
動
」
「
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
」
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
「
福
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
（
サ
ッ
カ
ー
）
」
「
福
島
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ボ
ン
ズ
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
」

日

時

1
1
8

日
常

生
活

の
指

導
※

以
下

の
内

容
に
つ
い
て
、
実

際
の

生
活

の
流

れ
に
沿

っ
て
指

導
す
る
。

【
通
年
】
「
あ
い
さ
つ
・
返

事
」
「
着

替
え
・
身

だ
し
な
み

」
「
整

理
整

頓
」
「
係

活
動

」
「
朝

の
会

・
帰

り
の

会
」
「
給

食
」
「
清

掃
」
「
学

校
生

活
の

き
ま
り
」

【
通
年
】
「
学
級
掲
示
を
作
ろ
う
」
「
学
期
の
始
ま
り
・
振
り
返
り
」
「
夏
休
み
・
冬
休
み
の
思
い
出
」

「
日
本
各
地
の
気
候
や
産
業
」
（
　
　
）

調
理

実
習

③
（
　
）

「
日

本
の

歴
史

や
政

治
の

流
れ

」
（
　
）

「
リ
サ

イ
ク
ル

製
品

を
作

ろ
う
」
（
　
　
）

前
期

現
場

実
習

（
　
　
）

「
1
学

期
の

作
品

を
仕

上
げ
よ
う
」
（
　
　
）

「
合

同
作

品
展

に
向

け
て
製

品
を
作

ろ
う
」
（

）
「
ひ
ま
わ

り
里

親
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
（
　
　
）

「
反

省
会

」
（
　
　
）

「
合

同
作

品
展

に
向

け
て
製

品
を
作

ろ
う
」
（

）
「
ま
と
め
の

作
品

を
作

ろ
う
」
（
　
　
）

大
笹
生
支
援
学
校
年
間
指
導
計
画
モ
デ
ル
ve
r.
2

高
等
部
通
常
Ｃ
（
2
年
）

学
部

目
標

○
健

康
の

維
持

と
体

力
の

向
上

に
努

め
る
生

徒
　
○

自
ら
考

え
生

き
生

き
と
生

活
す
る
生

徒
　
○

社
会

の
一

員
と
し
て
共

に
生

き
る
生

徒
＜
育
み
た
い
資
質
・
能
力
＞
「
知
識
及
び
技
能
」
、
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」
、
「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」

月
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

総
時
数

「
反

省
会

」
（
　
　
）

前
期

現
場

実
習

（
　
　
）

「
作

業
技

能
検

定
大

会
に
向

け
て
」
（
　
　
）

「
合

同
作

品
展

に
向

け
て
製

品
を
作

ろ
う
」
（

）
「
新

製
品

を
作

ろ
う
」

（
　
　
）

「
反

省
会

」
（
　
　
）

前
期

現
場

実
習

（
　
　
）

「
作

業
技

能
検

定
大

会
に
向

け
て
」
（
　
　
）

「
い
ろ
い
ろ
な
場

所
の

清
掃

を
覚

え
よ
う
」
（
5
7
）

「
反

省
会

」
（
　
　
）

注
文

清
掃

（
3
0
）

後
期

現
場

実
習

（
　
　
）

前
期

現
場

実
習

（
　
　
）

「
作

業
技

能
検

定
大

会
に
向

け
て
」
（
　
　
）

「
合

同
作

品
展

に
向

け
て
製

品
を
作

ろ
う
」
（

）
「
注

文
品

を
作

ろ
う
」

（
　
　
）

「
反

省
会

」
（
　
　
）

レ
ザ

ー
ク
ラ
フ
ト

前
期

現
場

実
習

（
　
　
）

「
作

業
技

能
検

定
大

会
に
向

け
て
」
（
　
　
）

「
合

同
作

品
展

に
向

け
て
製

品
を
作

ろ
う
」
（

）
「
新

製
品

を
作

ろ
う
」

（
　
　
）

「
反

省
会

」
（
　
　
）

行
事

等
現
場
実
習

「
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

」
（
　
　
）後
期

現
場

実
習

（
　
　
）

手
工

芸

作 業 学 習

「
太

陽
祭

に
向

け
て
製

作
し
よ
う
」
（
　
　
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
　
）

「
基
本
的
を
身
に
付
け
よ
う
」
（
　
　
）

「
分

担
し
て
製

作
し
よ
う
」

（
　
　
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
　
）

「
清
掃
や
花
壇
の
手
入
れ
の
仕
方
を
覚
え
よ
う
」
（
　
　
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
　
）

「
太

陽
祭

に
向

け
て
製

作
し
よ
う
」
（
　
　
）

「
基
本
的
を
身
に
付
け
よ
う
」
（
　
　
）

「
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
」
（
　
）

「
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル

」
（
　
）

「
ダ
ン
ス
」
（
　
）

後
期

現
場

実
習

（
　
　
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
　
）

ク
リ
ー

ン
活

動

シ
ー

ル
加

工

「
手

順
に
沿

っ
て
清

掃
や

手
入

れ
を
し
よ
う
」
（
　
　
）

「
太

陽
祭

実
演

発
表

を
し
よ
う
」
（
　
　
）

「
分

担
し
て
製

作
し
よ
う
」

（
　
　
）

「
太

陽
祭

に
向

け
て
製

作
し
よ
う
」
（
　
　
）

「
基
本
的
を
身
に
付
け
よ
う
」
（
　
　
）

後
期

現
場

実
習

（
　
　
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
　
）

「
分

担
し
て
製

作
し
よ
う
」

（
　
　
）

後
期

現
場

実
習

（
　
　
）

陶
芸

前
期

現
場

実
習

（
　
　
）

「
作

業
技

能
検

定
大

会
に
向

け
て
」
（
　
　
）

前
期

現
場

実
習

（
　
　
）

「
受

注
作

業
」
（
　
　
）

「
受

注
作

業
」
（
　
）

「
分

担
し
て
製

作
し
よ
う
」

（
　
　
）

2
1
2

生
活

単
元

学
習

リ
サ

イ
ク
ル

3
8
9

木
工

調
理

実
習

②
（
　
）

「
太

陽
祭

を
成

功
さ
せ

よ
う
」
（
　
　
）

「
太

陽
祭

に
向

け
て
製

作
し
よ
う
」
（
　
　
）

「
基
本
的
を
身
に
付
け
よ
う
」
（
　
　
）

「
紙
す
き
の
工
程
を
覚
え
よ
う
」
（
　
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
　
）

後
期

現
場

実
習

（
　
　
）

「
太

陽
祭

に
向

け
て
製

作
し
よ
う
」
（
　
　
）

後
期

現
場

実
習

（
　
　
）

「
ス
マ
イ
ル

マ
ー
ケ
ッ
ト
で

実
演

し
よ
う
」
（
　
）

「
受

注
作

業
」
（
　
　
）

「
反

省
会

」
（
　
　
）

「
塩

ビ
管

に
バ

ー
コ
ー
ド
シ
ー
ル

を
貼

ろ
う
」
（
　
　
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
　
）

保
健

体
育

数
学

「
表

と
グ
ラ
フ
」
（
　
）

「
1
年

間
の

ま
と
め
を

し
よ
う
」
（
　
）

「
長

さ
と
重

さ
」
（
　
）

1
0
9

国
語

「
北
海
道
の
気
候
や
産
業
」

（
　
）

「
北
海
道
の
気
候
や
産
業
」

（
　
）

「
２
年
生
に
進
級
し
て
」

（
　
　
）

校
外

学
習

（
　
）
　
校

調
理

実
習

①
（
　
）

「
一
年
間
を
振
り
返
っ

て
」
（
　
　
）

6
7

「
文

章
を
適

切
に
理

解
し

よ
う
」
（
　
　
）

「
正

し
い
敬

語
の

使
い

方
」
（
　
）

「
手

紙
を
書

こ
う
」

（
　
）

「
毛

筆
で
書

こ
う
」

（
　
）

「
国

語
辞

典
を
使

っ
て
調

べ
よ
う
」
（
　
）

「
毛
筆
で
書
こ
う
」
（
　
）

「
年
賀
状
を
書
こ
う
」
（
）

「
文

章
を
適

切
に
理

解
し
よ
う
」
（
　
）

「
人
体
の
つ
く
り
や
働
き
」

（
　
）

「
本

に
親

し
も
う
」
（
　
）

「
感

想
文

を
書

こ
う
」

（
　
）

50



【「
　

」：
単

元
・題

材
名

　
　

（　
）：

予
定

時
数

　
　

校
：校

外
学

習
】

入
学

式
・始

業
式

避
難

訓
練

(1
)

終
業

式
(1

)
始

業
式

(1
)

太
陽

祭
(1

日
)

現
場

実
習

終
業

式
(1

)
始

業
式

(1
)

卒
業

生
を

送
る

会
卒

業
式

(1
日

)
学

部
交

歓
会

障
が

い
者

総
合

体
育

大
会

特
体

連
ス

ポ
ー

ツ
大

会
生

徒
会

役
員

改
選

修
了

式
(1

)
修

学
旅

行
（4

日
）

総
合

学
習

報
告

会

※
個

別
の

指
導

計
画

に
お

い
て

個
別

に
指

導
内

容
を

設
定

し
、

教
育

活
動

全
体

を
通

じ
て

指
導

す
る

。

【
通

年
】

A
　

主
と

し
て

自
分

自
身

に
関

す
る

こ
と

◎
B

　
主

と
し

て
他

の
人

と
の

関
わ

り
に

関
す

る
こ

と
◎

C
　

主
と

し
て

集
団

や
社

会
と

の
関

わ
り

に
関

す
る

こ
と

◎
D

　
主

と
し

て
自

然
や

崇
高

な
物

と
の

関
わ

り
に

関
す

る
こ

と
◎

自
立

活
動

「校
外

学
習

」(
  

)校
「
修

学
旅

行
に

行
こ

う
」
( 

 )

4
1

特
別

活
動

H R

「
新

し
い

学
級

づ
く
り

」
「
健

康
な

生
活

」
「
協

力
と

係
活

動
」

「
1
学

期
の

反
省

と
夏

休
み

の
生

活
」

「
夏

休
み

の
反

省
と

2
学

期
の

目
標

」
「
太

陽
祭

を
成

功
さ

せ
よ

う
」

「
衛

生
と

季
節

に
応

じ
た

服
装

」
「
2
学

期
の

反
省

と
冬

休
み

の
生

活
」

「
冬

休
み

の
反

省
と

3
学

期
の

目
標

」
「
進

路
に

つ
い

て
」

「
1
年

の
ま

と
め

」

（ホ
ー

ム
ル

ー
ム

）
【生

徒
会

活
動

】　
「各

委
員

会
活

動
」　

「学
部

交
歓

会
」「

生
徒

会
総

会
」「

奉
仕

活
動

」「
生

徒
会

役
員

選
挙

」　
　

【学
校

行
事

】・
入

学
式

・始
業

式
・終

業
式

・卒
業

式
・修

了
式

・
避

難
訓

練
・
太

陽
祭

・
修

学
旅

行
・
障

害
者

総
合

体
育

大
会

・
特

体
連

ス
ポ

ー
ツ

大
会

「
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
（
　

）
「交

流
会

の
準

備
を

し
よ

う
」（

　
）

「交
流

会
①

」（
　

）
「
交

流
会

の
準

備
を

し
よ

う
」
　

（
　

）
「
お

礼
の

手
紙

を
書

こ
う

」
（
　

）
「
報

告
会

の
準

備
を

し
よ

う
」
（
　

）
「
報

告
会

を
し

よ
う

」
（
　

）

2
9

「
お

礼
の

手
紙

を
書

こ
う

」
（
　

）
「交

流
会

②
」（

　
）

保
健

体
育

「楽
し

く
体

を
動

か
そ

う
」（

　
　

）
・ラ

ジ
オ

体
操

・ダ
ン

ス
「ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

を
し

よ
う

」（
　

　
）

・ボ
ッ

チ
ャ

、
輪

投
げ

、
ボ

ー
ル

リ
レ

ー
「ダ

ン
ス

を
し

よ
う

」（
　

　
）

・よ
さ

こ
い

ソ
ー

ラ
ン

節
「
ボ

ー
ル

運
動

」
（
　

　
）

「
い

ろ
い

ろ
な

体
の

動
き

を
続

け
て

や
っ

て
み

よ
う

」
　

（
　

　
）

・
サ

ー
キ

ッ
ト

運
動

、
正

し
い

歩
き

方
、

列
を

作
っ

て
歩

く
練

習
6
8

【
通

年
】

「ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

」　
「ラ

ン
ニ

ン
グ

」　
「ラ

ジ
オ

体
操

」　
「ダ

ン
ス

」

4
9

「数
に

親
し

も
う

」・
数

を
使

っ
た

ゲ
ー

ム
や

活
動

等
「か

た
ち

」・
形

合
わ

せ
・弁

別
・分

類
・形

の
名

前
・方

向
・位

置
「大

き
い

・小
さ

い
」・

有
無

・大
小

・多
少

・長
短

・重
軽

「
数

に
親

し
も

う
」
・
数

を
使

っ
た

ゲ
ー

ム
や

活
動

等
「
も

の
の

分
類

」
・
色

・
形

・
目

的
・
用

途
・
機

能

【
通

年
】

「合
わ

せ
よ

う
」・

形
合

わ
せ

・絵
合

わ
せ

・パ
ズ

ル
等

　
　

「数
え

よ
う

」・
数

詞
、

数
字

、
具

体
物

の
対

応
・一

対
一

対
応

・順
序

数
・集

合
数

等

「
一

緒
に

音
楽

を
し

よ
う

」
（
 ）

「み
ん

な
で

合
わ

せ
て

楽
し

く
歌

お
う

」（
  

）
「
夏

の
雰

囲
気

を
感

じ
て

」
（
　

）
・
歌

・
楽

器
「合

奏
し

て
み

ん
な

で
演

奏
し

よ
う

」（
　

　
）

・自
分

の
好

き
な

楽
器

に
触

れ
た

り
、

鳴
ら

し
た

り
し

な
が

ら
合

奏
す

る

「
冬

の
雰

囲
気

を
感

じ
て

」
（
　

）
・
歌

・
楽

器
「
卒

業
式

へ
む

け
て

」
（
　

）
　

6
6

【
通

年
】

「ド
レ

ミ
の

歌
（リ

ズ
ム

体
操

・身
体

表
現

）」
　

「鑑
賞

　
（好

き
な

歌
・季

節
の

曲
）」

【
通

年
】

「体
力

の
維

持
増

進
」「

好
き

な
こ

と
を

増
や

そ
う

」「
制

作
活

動
（学

級
掲

示
、

壁
面

装
飾

、
作

品
作

り
」

5
0

国
語

「言
葉

に
親

し
も

う
」・

身
近

な
も

の
の

名
前

・先
生

や
友

達
の

名
前

・歌
詞

・言
葉

遊
び

等
「お

話
に

親
し

も
う

」・
絵

本
・紙

芝
居

等
「書

く
こ

と
に

親
し

も
う

」・
文

字
や

形
を

書
く
、

な
ぞ

る
、

組
み

合
わ

せ
る

等
「
い

ろ
い

ろ
な

言
葉

」
・
動

き
の

言
葉

・
気

持
ち

の
言

葉
・
二

語
文

等

【
通

年
】

「文
字

を
読

も
う

・書
こ

う
」・

具
体

物
、

写
真

、
絵

、
文

字
等

の
対

応
・平

仮
名

、
片

仮
名

の
読

み
書

き
・筆

記
具

の
扱

い
等

日
常

生
活

の
指

導

【
通

年
】

「あ
い

さ
つ

・返
事

」「
着

替
え

・身
だ

し
な

み
」「

整
理

整
頓

」「
係

活
動

」「
朝

の
会

・帰
り

の
会

」「
給

食
」「

清
掃

」「
学

校
生

活
の

き
ま

り
」

「校
外

学
習

①
」(

　
)校

「
後

期
現

場
実

習
」
( 

 )
「
冬

休
み

の
過

ご
し

方
」

（
　

　
)

「
合

同
作

品
展

に
向

け
て

製
作

し
よ

う
」
( 

  
)

「
卒

業
生

を
送

る
会

へ
参

加
し

よ
う

」
( 

  
)

「
卒

業
式

へ
参

加
し

よ
う

」
( 

 )
生

活
単

元
学

習

行
事

等
現

場
実

習
日

道
徳

総
合

的
な

学
習

の
時

間

数
学

音
楽

「
太

陽
祭

を
成

功
さ

せ
よ

う
」
（
　

　
）

1
7
9

「新
し

い
学

級
作

り
」

(　
　

)
「実

習
に

向
け

て
」(

　
)

「前
期

現
場

実
習

」(
  

)

※
以

下
の

内
容

に
つ

い
て

、
実

際
の

生
活

の
流

れ
に

沿
っ

て
指

導
す

る
。

作 業 学 習

2
4
7

基
礎

作
業

班
「リ

サ
イ

ク
ル

製
品

を
作

ろ
う

」（
　

　
）

前
期

現
場

実
習

（　
）

「リ
サ

イ
ク

ル
製

品
を

作
ろ

う
」（

　
　

）
後

期
現

場
実

習
（
　

）
「
パ

ッ
ク

ン
を

作
ろ

う
　

～
喜

ん
で

も
ら

え
る

製
品

を
作

ろ
う

～
」
（
　

）
「太

陽
祭

に
む

け
て

頑
張

ろ
う

」（
　

　
）

「
反

省
会

」
（
　

）

3
4
7時

9月
10

月
11

月
12

月
1月

2
月

3
月

総
時

数

大
笹

生
支

援
学

校
年

間
指

導
計

画
モ

デ
ル

ve
r.
2

高
等

部
重

複
Ａ

（2
年

）

学
部

目
標

○
健

康
の

維
持

と
体

力
の

向
上

に
努

め
る

生
徒

　
○

自
ら

考
え

生
き

生
き

と
生

活
す

る
生

徒
　

○
社

会
の

一
員

と
し

て
共

に
生

き
る

生
徒

＜
育

み
た

い
資

質
・
能

力
＞

「
知

識
及

び
技

能
」
、

「
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

等
」
、

「
学

び
に

向
か

う
力

・
人

間
性

等
」

月
4月

5月
6月

7月
8月

51



【「
　

」：
単

元
・題

材
名

　
　

（　
）：

予
定

時
数

　
　

校
：校

外
学

習
】

入
学

式
・始

業
式

避
難

訓
練

(1
)

終
業

式
(1

)
始

業
式

(1
)

太
陽

祭
(1

日
)

現
場

実
習

終
業

式
(1

)
始

業
式

(1
)

卒
業

生
を

送
る

会
卒

業
式

(1
日

)
学

部
交

歓
会

障
が

い
者

総
合

体
育

大
会

特
体

連
ス

ポ
ー

ツ
大

会
生

徒
会

役
員

改
選

修
了

式
(1

)
修

学
旅

行
（4

日
）

総
合

学
習

報
告

会

※
個

別
の

指
導

計
画

に
お

い
て

個
別

に
指

導
内

容
を

設
定

し
、

教
育

活
動

全
体

を
通

じ
て

指
導

す
る

。

道
徳

【
通

年
】

A
　

主
と

し
て

自
分

自
身

に
関

す
る

こ
と

◎
B

　
主

と
し

て
他

の
人

と
の

関
わ

り
に

関
す

る
こ

と
◎

C
　

主
と

し
て

集
団

や
社

会
と

の
関

わ
り

に
関

す
る

こ
と

◎
D

　
主

と
し

て
自

然
や

崇
高

な
物

と
の

関
わ

り
に

関
す

る
こ

と
◎

自
立

活
動

4
1

特
別

活
動

H R

「
新

し
い

学
級

づ
く
り

」
「
健

康
な

生
活

」
「
協

力
と

係
活

動
」

「
1
学

期
の

反
省

と
夏

休
み

の
生

活
」

「
夏

休
み

の
反

省
と

2
学

期
の

目
標

」
「
太

陽
祭

を
成

功
さ

せ
よ

う
」

「
衛

生
と

季
節

に
応

じ
た

服
装

」
「
2
学

期
の

反
省

と
冬

休
み

の
生

活
」

「
冬

休
み

の
反

省
と

3
学

期
の

目
標

」
「
進

路
に

つ
い

て
」

「
1
年

の
ま

と
め

」

（ホ
ー

ム
ル

ー
ム

）
【生

徒
会

活
動

】　
「各

委
員

会
活

動
」　

「学
部

交
歓

会
」「

生
徒

会
総

会
」「

奉
仕

活
動

」「
生

徒
会

役
員

選
挙

」　
　

【学
校

行
事

】・
入

学
式

・始
業

式
・終

業
式

・卒
業

式
・修

了
式

・
避

難
訓

練
・
太

陽
祭

・
修

学
旅

行
・
障

害
者

総
合

体
育

大
会

・
特

体
連

ス
ポ

ー
ツ

大
会

「楽
し

く
体

を
動

か
そ

う
」（

　
　

）
・ラ

ジ
オ

体
操

・ダ
ン

ス
「ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

を
し

よ
う

」（
　

　
）

・ボ
ッ

チ
ャ

、
輪

投
げ

、
ボ

ー
ル

リ
レ

ー
「ダ

ン
ス

を
し

よ
う

」（
　

　
）

・よ
さ

こ
い

ソ
ー

ラ
ン

節
「
ボ

ー
ル

運
動

」
（
　

　
）

「
い

ろ
い

ろ
な

体
の

動
き

を
続

け
て

や
っ

て
み

よ
う

」
　

（
　

　
）

・
サ

ー
キ

ッ
ト

運
動

、
正

し
い

歩
き

方
、

列
を

作
っ

て
歩

く
練

習
6
8

【
通

年
】

「ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

」　
「ラ

ン
ニ

ン
グ

」　
「ラ

ジ
オ

体
操

」　
「ダ

ン
ス

」

総
合

的
な

学
習

の
時

間

「
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
（
　

）
「交

流
会

の
準

備
を

し
よ

う
」（

　
）

「交
流

会
①

」（
　

）
「
交

流
会

の
準

備
を

し
よ

う
」
　

（
　

）
「
お

礼
の

手
紙

を
書

こ
う

」
（
　

）
「
報

告
会

の
準

備
を

し
よ

う
」
（
　

）
「
報

告
会

を
し

よ
う

」
（
　

）

2
9

「
お

礼
の

手
紙

を
書

こ
う

」
（
　

）
「交

流
会

②
」（

　
）

自
立

活
動

【か
ら

だ
の

時
間

】「
体

の
部

位
の

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

」　
「姿

勢
の

保
持

、
変

換
」　

「粗
大

運
動

」　
「歩

行
、

歩
行

器
、

車
い

す
等

で
の

移
動

」
6
5

（
時

間
の

指
導

）
【水

治
訓

練
】「

リ
ラ

ク
ゼ

ー
シ

ョ
ン

」　
「ア

ラ
イ

メ
ン

ト
を

整
え

る
」　

「呼
吸

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
」　

「全
身

運
動

」

「
一

緒
に

音
楽

を
し

よ
う

」
（
 ）

「み
ん

な
で

合
わ

せ
て

楽
し

く
歌

お
う

」（
  

）
「
夏

の
雰

囲
気

を
感

じ
て

」
（
　

）
・
歌

・
楽

器
「合

奏
し

て
み

ん
な

で
演

奏
し

よ
う

」（
　

　
）

・自
分

の
好

き
な

楽
器

に
触

れ
た

り
、

鳴
ら

し
た

り
し

な
が

ら
合

奏
す

る

「
冬

の
雰

囲
気

を
感

じ
て

」
（
　

）
・
歌

・
楽

器
「
卒

業
式

へ
む

け
て

」
（
　

）
　

6
6

【
通

年
】

「ド
レ

ミ
の

歌
（リ

ズ
ム

体
操

・身
体

表
現

）」
　

「鑑
賞

　
（好

き
な

歌
・季

節
の

曲
）」

5
0

国
語

「言
葉

に
親

し
も

う
」・

身
近

な
も

の
の

名
前

・先
生

や
友

達
の

名
前

・歌
詞

・言
葉

遊
び

等
「お

話
に

親
し

も
う

」・
絵

本
・紙

芝
居

等
「書

く
こ

と
に

親
し

も
う

」・
文

字
や

形
を

書
く
、

な
ぞ

る
、

組
み

合
わ

せ
る

等
「
い

ろ
い

ろ
な

言
葉

」
・
動

き
の

言
葉

・
気

持
ち

の
言

葉
・
二

語
文

等

4
9

「数
に

親
し

も
う

」・
数

を
使

っ
た

ゲ
ー

ム
や

活
動

等
「か

た
ち

」・
形

合
わ

せ
・弁

別
・分

類
・形

の
名

前
・方

向
・位

置
「大

き
い

・小
さ

い
」・

有
無

・大
小

・多
少

・長
短

・重
軽

「
数

に
親

し
も

う
」
・
数

を
使

っ
た

ゲ
ー

ム
や

活
動

等
「
も

の
の

分
類

」
・
色

・
形

・
目

的
・
用

途
・
機

能

【
通

年
】

「合
わ

せ
よ

う
」・

形
合

わ
せ

・絵
合

わ
せ

・パ
ズ

ル
等

　
　

「数
え

よ
う

」・
数

詞
、

数
字

、
具

体
物

の
対

応
・一

対
一

対
応

・順
序

数
・集

合
数

等

3
月

総
時

数

作 業 学 習

2
4
7

基
礎

作
業

班
「リ

サ
イ

ク
ル

製
品

を
作

ろ
う

」（
　

　
）

前
期

現
場

実
習

（　
）

「リ
サ

イ
ク

ル
製

品
を

作
ろ

う
」（

　
　

）
後

期
現

場
実

習
（
　

）
「
パ

ッ
ク

ン
を

作
ろ

う
　

～
喜

ん
で

も
ら

え
る

製
品

を
作

ろ
う

～
」
（
　

）

大
笹

生
支

援
学

校
年

間
指

導
計

画
モ

デ
ル

ve
r.
2

高
等

部
重

複
Ｂ

（2
年

）

日

「太
陽

祭
に

む
け

て
頑

張
ろ

う
」（

　
　

）
「
反

省
会

」
（
　

）

3
4
7

日
常

生
活

の
指

導

【
通

年
】

「あ
い

さ
つ

・返
事

」「
着

替
え

・身
だ

し
な

み
」「

整
理

整
頓

」「
係

活
動

」「
朝

の
会

・帰
り

の
会

」「
給

食
」「

清
掃

」「
学

校
生

活
の

き
ま

り
」

現
場

実
習

学
部

目
標

○
健

康
の

維
持

と
体

力
の

向
上

に
努

め
る

生
徒

　
○

自
ら

考
え

生
き

生
き

と
生

活
す

る
生

徒
　

○
社

会
の

一
員

と
し

て
共

に
生

き
る

生
徒

＜
育

み
た

い
資

質
・
能

力
＞

「
知

識
及

び
技

能
」
、

「
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

等
」
、

「
学

び
に

向
か

う
力

・
人

間
性

等
」

月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10

月
11

月
12

月
1月

2
月

音
楽

【
通

年
】

「文
字

を
読

も
う

・書
こ

う
」・

具
体

物
、

写
真

、
絵

、
文

字
等

の
対

応
・平

仮
名

、
片

仮
名

の
読

み
書

き
・筆

記
具

の
扱

い
等

数
学

保
健

体
育

※
以

下
の

内
容

に
つ

い
て

、
実

際
の

生
活

の
流

れ
に

沿
っ

て
指

導
す

る
。

行
事

等

時

「
太

陽
祭

を
成

功
さ

せ
よ

う
」
（
　

　
）

1
7
9

「新
し

い
学

級
作

り
」

(　
　

)
「実

習
に

向
け

て
」(

　
)

「前
期

現
場

実
習

」(
  

)
「校

外
学

習
」(

　
)校

「
後

期
現

場
実

習
」
( 

 )
「
冬

休
み

の
過

ご
し

方
」

（
　

　
)

「
合

同
作

品
展

に
向

け
て

製
作

し
よ

う
」
( 

  
)

「
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第５節 

「学びの過程」を踏まえた授業実践 

１「学びの過程」の視点 

２「学びの過程」を踏まえた授業実践の取組 

グループ研究 

学習指導案と研究協議の記録 
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第５節「学びの過程」を踏まえた授業実践
 本節では、「どのように学ぶか」に焦点を当て、「学びの過程」の視点とそれを踏まえた授業

実践についてまとめる。

１「学びの過程」の視点

（１）「学び」の質を高める

　　本研究においては、「学び」について「活動を通して、個人の内面の変化を生むこと」と定義　

　し、内面の変化が生まれるまでのプロセスや流れを「学びの過程」であると定義している。 

これは、本校の平成２８年度校内研究の成果と課題から、児童生徒の「学びの過程」に着目し、

その質を高めるような授業づくり・授業改善を行っていくことが学びの質を高めると考え、定義

したものである。 

平成２８年１２月２１日中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学

校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」においても、次のような提言がな

され、児童生徒の「学びの過程」「学びの質」に視点を当てた授業改善の活性化が求められること

が示された。 

上記のように資質・能力を育むためには、「学びの過程」において、主体的に、対話的に、深

く学んでいくような「学びの質」に着目して授業改善の取組を進める必要がある。本研究では、

本校のこれまでの取組を継続しながら、「学びの過程」を捉え、「学びの質」を高めることにアプ

ローチする授業研究を進めることとした。 

＜本研究における定義＞ 

「学び」…活動を通して、個人の内面の変化を生むこと 

「学びの過程」…学びにおいて、個人の内面の変化を生むまでの道筋（プロセス）や流れ、そのつながり 

＜引用＞平成 29 年度福島県立大笹生支援学校研究集録より 

○学びの成果として、生きて働く「知識・技能」、未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・

表現力等」、学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」を身に付けてい

くためには、学びの過程において子供たちが、主体的に学ぶことの意味と自分の人生や社会の

在り方を結び付けたり、多様な人との対話を通じて考えを広げたりしていることが重要である。

また、単に知識を記憶する学びにとどまらず、身に付けた資質・能力が様々な課題の対応に生

かせることを実感できるような、学びの深まりも重要になる。 

○子供たちは、このように、主体的に、対話的に、深く学んでいくことによって、学習内容を人

生や社会の在り方と結び付けて深く理解したり、未来を切り拓ひらくために必要な資質・能力

を身に付けたり、生涯にわたって能動的に学び続けたりすることができる。また、それぞれの

興味や関心を基に、自分の個性に応じた学びを実現していくことができる。

○こうした学びの質に着目して、授業改善の取組を活性化しようというのが、今回の改訂が目指

すところである。・・・（後略）

＜引用＞平成２８年１２月２１日中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改

善及び必要な方策等について（答申）」P37～38 下線部は筆者
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（２）主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

  学習指導要領には、「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」について次のよう

に示された。 

第４節 教育課程の実施と学習評価 

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

 各教科等の指導に当たっては，次の事項に配慮するものとする。 

（1）第２節の３の（1）から（3）までに示すことが偏りなく実現されるよう，単元や題材など内

容や時間のまとまりを見通しながら，児童又は生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向け

た授業改善を行うこと。 

  特に，各教科等において身に付けた知識及び技能を活用したり，思考力，判断力，表現力等

や学びに向かう力，人間性等を発揮させたりして，学習の対象となる物事を捉え思考すること

により，各教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方（以下「見方・考え方」という。）

が鍛えられていくことに留意し，児童又は生徒が各教科等の特質に応じた見方・考え方を働か

せながら，知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査して考えを形成したり，

問題を見いだして解決策を考えたり，思いや考えを基に創造したりすることに向かう過程を重

視した学習の充実を図ること。 

＜引用＞文部科学省「平成２９年 4 月告示幼稚部教育要領、小学部・中学部学習指導要領」P69 

 第２節の３の（１）から（３）までとは、「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」「学び

に向かう力・人間性等」の資質・能力三つの柱のことを指している。上記には、「主体的・対話的

で深い学び」が、育成を目指す資質・能力を偏りなく実現するための視点であることが示されて

いる。 

解説では、「主体的・対話的で深い学び」は、次のような視点であると説明されている。 

① 学ぶことに興味や関心をもち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら，見通しをも

って粘り強く取り組み，自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」が実現で

きているかという視点。 

② 子供同士の協働，教職員や地域の人との対話，先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通

じ，自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているかという視点。 

③ 習得・活用・探究という学びの過程の中で，各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働

かせながら，知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査して考えを形成したり，

問題を見いだして解決策を考えたり，思いや考えを基に創造したりすることに向かう「深い学

び」が実現できているかという視点。 

＜引用＞文部科学省「平成 30年 3 月特別支援学校教育要領・学習指導要領解説（総則編）」P251-252

 本研究においては、「学びの過程」を捉えて、その質を高めることを主眼に置いているが、「主

体的・対話的で深い学び」は、その在り方をより具体的に方向付けるものであると考える。その

ため、これまでの本校での取組を基盤としながらも、「主体的・対話的で深い学び」との関連を明

確にしながら実践を通して深めていくことが重要であると考える。 
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２「学びの過程」を踏まえた授業実践の取組 

（１）１年次（Ｈ２９）の取組

1 年次は、これまでの校内研究による研究成果を基盤としながら、平成２９年度に実施した

研究授業の協議を踏まえて「学びの過程」をモデル図として可視化した。 

図１は、「学びの過程」と授業実践・授業改善の関係を整理したものである。「学び」の主体

はあくまでも児童生徒（図では子供）であり、授業実践・授業改善の主語は教師であることか

ら、二つを意図的に分けて整理している。児童生徒が、物事に対して「興味・関心、思い、問

い、目的意識など」を持って取り組み、「考え」「行動する」、そしてその活動を「振り返り、受

け止め、達成感や満足感を味わったり、自信をつけたりする」、そしてそれがさらなる「興味や

思い、問い」につながる「経験の積み重ね」をする。教師は、その実現を果たしつつ資質・能

力が確実に育成されるように「活動内容を設定」し、「活動の流れや展開」「状況設定」等を工

夫し、状況に応じた「読み取りと働きかけ」をしていく。そしてその基盤となるのが「安心で

きる関係や環境」である。 

このような考えのもと、授業実践において、教師側の一方的な授業の提供に陥ることなく、

児童生徒の「学びの過程」を踏まえつつ、実態に応じた指導・支援を工夫していくことを目指

し、研究グループごとに具体的な授業実践と研究協議を進めてきた。1 年次は特に、生活単元

学習や作業学習、自立活動など、学校生活の中心となる学習に絞り、各教育課程グループで研

究授業を行った。 

1 年次の課題としては、生活単元学習や作業学習以外の国語、算数、音楽、体育等の教科別

の指導を中心に取り扱うことや、「主体的・対話的で深い学び」の視点から具体的な授業改善が

図られるよう、研究協議の方法等を工夫することが挙げられた。 

図１ 学びの過程と授業改善のモデル図（Ｈ２９） 
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（２）２年次（Ｈ３０）の取組

  上記の課題を受け、２年次の取組としては、①教科別の指導を中心とした授業実践と研究協

議、②「主体的・対話的で深い学び」との関連の明確化を図ることの２点に取り組んだ。 

①教科別の指導を中心とした授業実践と研究協議

1 年次（Ｈ２９年度）と同様に、各教育課程の類型ごとの研究グループを編成し、授業づく

りの検討を行う事前研究会、研究授業の実践、授業の評価と改善を行う事後研究会を進めた。

原則として各グループ２事例ずつ取り組むようにした。実際の授業と研究協議については本節

の後半に掲載した「学習指導案と研究協議」を参照する。 

②「主体的・対話的で深い学び」との関連の明確化を図ること

ア）「主体的・対話的で深い学びを実現するための手立て」の設定

各研究グループの事前及び事後研究会において、「主体的・対話的で深い学びを実現するた

めの手立て」を設定し、具体的な事例を通して検討するようにした。事前研究会では、授業

づくりの際に「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」それぞれについて、具体的な手

立てを検討するようにし、事後研究会においては、その具体的な手立ての効果について評価

を行うようにした。 

また、グループ研究のまとめにおいて、それぞれの授業実践の事例から「主体的・対話的

で深い学びの実現」に向けて大切だと考えるものを挙げるようにし、研修部で集約した。実

際に集約した資料については本節の後半に掲載した「グループ研究のまとめ」を参照する。 

イ）学びの過程と授業改善のモデル図の改訂

 「主体的・対話的で深い学び」との関連の明確化を図るため、1 年次（Ｈ２９年度）に作

成した「学びの過程と授業改善のモデル図（Ｈ２９）」（図１）を基に、「主体的な学び」「対

話的な学び」「深い学び」それぞれの位置付けを記した「学びの過程と授業改善のモデル図（Ｈ

３０）」（図２）を作成した。 

「主体的な学び」は、「学ぶことに興味や関心をもち、自己のキャリア形成の方向性と関連付

けながら、見通しをもって粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる」

過程であることから、「興味・関心等」から「考え・行動する」、「振り返る・受け止める等」

の一連のプロセスに位置付けた。 

「対話的な学び」は、「子供同士の協働，教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛か

りに考えること等を通じ、自己の考えを広げ深める」過程であることから、対話や協働によ

る「興味・関心」や「問い」の広がり、「考え・行動」の広がり、「振り返り・受け止め等」

の広がりがそれぞれ考えられることから、プロセスではなく、それぞれの場面に位置付けた。 

「深い学び」は、「習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見

方・考え方」を働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査し

て考えを形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりす

ることに向かう」過程であることから、主体的・対話的な学びを経る中で、見方・考え方を

働かせ、習得・活用・探究と拡充していくものであると考え、「経験の積み重ね」のプロセス
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の中に位置付けた。 

 ここで示した「学びの過程」は、一連のプロセスが分かるように示しているが、一単位時

間の授業のみを示すものではない。一連のプロセスを繰り返しながら、単元のまとまりを通

して、「興味・関心」や「問い」を膨らませる場面があったり、じっくりと「考え・行動する」

場面があったり、「振り返る・受け止める」場面があったりするものであると考える。さらに、

既習事項が各教科間や学年間などにまたがって、長い期間をかけてつながったりする場合も

あると考える。 

以上のように、「主体的・対話的で深い学び」について可視化することは、実践する教師が

おおよそのイメージを持ち、その実現のための手立てを工夫することに役立つのではないか

と考える。 

一方で、「主体的・対話的で深い学び」についての具体的なイメージと手立てについては、

児童生徒の実態や授業内容によって変わることが考えられ、具体的な授業実践の積み重ねに

よる検証が必要であると考える。そのため、今後も授業実践と研究協議による具体的な授業

改善の取組を丁寧に積み重ねていくことが課題であると考える。 

図２ 学びの過程と授業改善のモデル図（Ｈ３０） 
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学習指導案と研究協議の記録 

（全２５事例中サンプル４事例を掲載）
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・
内
容

時
数

指
導
の
ね
ら
い

１
 
「
サ
ラ
ダ
で
げ
ん
き
」
の
読
み
聞
か
せ
を
聞
く
。

（
１
）
り
っ
ち
ゃ
ん
が
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い

た
の
か
を
捉
え
る
。

（
２
）
登
場
人
物
を
答
え
る
。

１
〇
「
サ
ラ
ダ
で
げ
ん
き
」
の
読
み
聞
か
せ
を
聞
き
、
挿

絵
を
手
掛
か
り
に
登
場
人
物
や
登
場
す
る
順
番
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

２
 
り
っ
ち
ゃ
ん
が
お
母
さ
ん
の
た
め
に
サ
ラ
ダ
を
作

る
こ
と
に
す
る
場
面
を
読
み
取
る
。

（
１
）
り
っ
ち
ゃ
ん
が
お
母
さ
ん
の
た
め
に
し
よ
う
と
し

た
こ
と
を
考
え
る
。

（
２
）
り
っ
ち
ゃ
ん
が
初
め
に
サ
ラ
ダ
に
入
れ
た
材
料
や

材
料
を
入
れ
た
時
の
様
子
を
考
え
る
。

（
３
）
サ
ラ
ダ
レ
シ
ピ
を
書
く
。

２
〇
サ
ラ
ダ
を
作
る
場
面
に
出
て
く
る
言
葉
の
意
味
や
働

き
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

〇
登
場
人
物
り
っ
ち
ゃ
ん
の
行
動
や
場
面
の
様
子
を
想

像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
 
動
物
が
登
場
す
る
場
面
を
読
み
、
誰
が
何
を
教
え
て

く
れ
た
か
を
読
み
取
る
。

（
１
）
登
場
し
た
動
物
、
材
料
、
入
れ
る
理
由
を
答
え
る
。 

（
２
）
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
で
確
認
す
る
。

（
３
）
サ
ラ
ダ
レ
シ
ピ
を
書
く
。

７
〇
場
面
に
出
て
く
る
言
葉
の
意
味
や
働
き
に
気
付
く
こ

と
が
で
き
る
。

〇
登
場
人
物
の
行
動
や
場
面
の
様
子
を
想
像
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

＜
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
段
階
と
内
容
＞
 

小
学
部
国
語
科
３
段
階
【
知
識
及
び
技
能
】

ア
(ア

）
身
近
な
人
と
の
会
話
や
読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
、
言
葉
に
は
物
事
の
内
容
を
表
す
働
き
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く

こ
と
。

小
学
部
国
語
科
３
段
階
【
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
】

C
読
む
こ
と

 
ア

絵
本
や
易
し
い
読
み
物
な
ど
を
読
み
、
挿
絵
と
結
び
付
け
て
登
場
人
物
の
行
動
や
場
面
の
様
子
な
ど
を
想
像
す
る
こ

と
。

エ
登
場
人
物
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
音
読
し
た
り
演
じ
た
り
す
る
こ
と
。

４
 
サ
ラ
ダ
が
出
来
上
が
っ
た
場
面
を
読
み
取
る
。

（
１
）
サ
ラ
ダ
を
食
べ
た
あ
と
の
り
っ
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ

ん
の
表
情
と
サ
ラ
ダ
を
作
る
前
の
表
情
と
比
較
す

る
。

（
２
）
サ
ラ
ダ
を
食
べ
た
り
っ
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
表

情
を
手
掛
か
り
に
気
持
ち
を
想
像
す
る
。

１
〇
サ
ラ
ダ
が
で
き
あ
が
っ
た
場
面
に
出
て
く
る
言
葉
の

意
味
や
働
き
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

〇
登
場
時
人
物
の
行
動
や
気
持
ち
を
想
像
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

５
 
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
劇
に
取
り
組
む
。

（
１
）
役
割
や
や
り
た
い
場
面
を
相
談
し
て
決
め
る
。
 

（
２
）
登
場
人
物
の
行
動
を
想
像
し
な
が
ら
ペ
ー
プ
サ
ー

ト
劇
を
す
る
。
 

（
３
）
ビ
デ
オ
を
見
て
振
り
返
り
、
よ
か
っ
た
と
こ
ろ
を

伝
え
合
う
。

３
〇
登
場
人
物
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
音
読
し
た
り
ペ
ー

プ
サ
ー
ト
劇
を
演
じ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
 
本
時
の
目
標
（
７
／
１
４
時
間
）
 

（
１
）
場
面
に
出
て
く
る
言
葉
の
意
味
や
働
き
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
２
）
登
場
人
物
の
行
動
や
場
面
の
様
子
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

６
 
本
時
の
学
習
過
程
 

過
程

学
習
活
動
・
内
容

指
導
及
び
支
援
上
の
留
意
点

資
料
・
準
備

導
入

10
分

 
１
．
始
め
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
。

 

２
．
前
時
の
学
習
を
振
り
返
る
。

 

（
１
）
登
場
し
た
動
物
。

 

（
２
）
サ
ラ
ダ
に
入
れ
た
材
料
。

 

（
３
）
サ
ラ
ダ
に
入
れ
る
理
由
。

 

３
．
本
時
の
学
習
内
容
を
知
る
。

 

○
掲
示
し
て
あ
る
前
時
の
資
料
や
サ
ラ
ダ
を
確
認
し
な

が
ら
、
前
時
ま
で
の
学
習
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

○
サ
ラ
ダ
は
完
成
し
た
の
か
、
ま
だ
誰
か
が
登
場
す
る
の

か
を
問
い
か
け
る
こ
と
で
話
の
展
開
に
興
味
を
も
っ

て
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
本
文
「
ぼ
く
、
ぼ
く
で
す
よ
。」

ま
で
を
読
む
こ
と
で
、

今
回

も
誰

か
が

登
場

す
る

こ
と

を
想

像
で

き
る

よ
う

に
し
、
め
あ
て
を
提
示
す
る
。

掲
示
用
教
材
文

 

め
あ
て
カ
ー
ド

展
開

25
分

 
４
．
あ
り
の
登
場
場
面
に
つ
い
て
読
み
取

る
。
 

（
１
）
あ
り
の
場
面
を
最
後
ま
で
読
む
。
 

（
２
）
誰
が
出
て
き
た
の
か
を
答
え
る
。
 

（
３
）
あ
り
が
教
え
て
く
れ
た
材
料
を
答

え
る
。
 

（
４
）
あ
り
が
砂
糖
を
す
す
め
た
理
由
を

答
え
る
。
 

○
誰
が
登
場
し
た
か
を
問
い
か
け
る
。
本
文
の
ど
こ
に
書

か
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、
四
角
で
囲
む
。

○
挿
絵
に
も
注
目
さ
せ
る
こ
と
で
、
あ
り
が
登
場
し
た
こ

と
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
「
ず
ら
り
と
」
の
意
味
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
を
提
示
し
、
た
く
さ
ん
の
あ
り
が
登
場

し
た
こ
と
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
あ
り
が
教
え
て
く
れ
た
材
料
は
何
か
を
問
い
掛
け
る
。

本
文
の
ど
こ
に
書
か
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、
四
角
で

囲
む
。
実
物
の
砂
糖
を
提
示
す
る
こ
と
で
材
料
を
イ
メ

ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
あ

り
が

砂
糖

を
勧

め
た

理
由

を
考

え
る

よ
う

に
発

問

し
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
際
、

児
童
の
多
様
な
発
想
を
認
め
る
よ
う
に
す
る
。

○
想
像
す
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
っ
た
り
、
難
し
か
っ
た
り

す
る
と
き
に
は
、
「
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
」
と
い
う

言
葉
に
着
目
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
後
に
理
由
が
く
る

こ
と
を
確
認
し
、
「
い
つ
も
は
た
ら
き
も
の
に
な
る
か

ら
。
」
と
い
う
砂
糖
を
勧
め
た
理
由
を
読
み
取
る
こ
と

ペ
ー

プ
サ

ー

ト
（
あ
り
）

 

砂
糖

 

だ
れ
が
ど
ん
な
こ
と
を
 
お
し
え
て
く
れ

た
か
を
か
ん
が
え
よ
う

60



（
５
）
あ
り
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
を
聞

い
た

後
の

り
っ

ち
ゃ

ん
の

行
動

を
想
像
す
る
。
 

（
６
）
砂
糖
を
サ
ラ
ダ
に
入
れ
る
。
 

５
．
あ
り
の
場
面
で
読
み
取
っ
た
こ
と
を

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
で
確
認
す
る
。

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

○
「
は
た
ら
き
も
の
」
の
意
味
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
、
あ

り
が
え
さ
を
運
ん
で
い
る
写
真
を
提
示
し
た
り
、
以
前

読
み
聞
か
せ
を
し
た
「
あ
り
と
き
り
ぎ
り
す
」
の
話
を

思
い
出
さ
せ
た
り
す
る
。

○
り

っ
ち

ゃ
ん

の
行

動
を

想
像

す
る

こ
と

が
難

し
い

時

に
は
、「

じ
ゃ
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
。」

と
い
う
台
詞
に
着

目
さ
せ
、
砂
糖
を
入
れ
た
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

○
サ
ラ
ダ
に
砂
糖
を
入
れ
る
よ
う
に
す
る
。
「
ち
ょ
っ
と

だ
け
。
」
と
い
う
台
詞
を
確
認
し
た
り
、
選
択
肢
を
設

け
た
り
す
る
こ
と
で
、
少
し
だ
け
砂
糖
を
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
を
操
作
し
た
い
児
童
を
募
り
、
り
っ
ち

ゃ
ん

役
と

あ
り

役
に

分
か

れ
て

ペ
ー

プ
サ

ー
ト

を
操

作
す
る
よ
う
に
す
る
。

○
登

場
人

物
の

行
動

や
場

面
の

様
子

を
想

像
し

な
が

ら

動
か
す
こ
と
が
で
き
て
い
た
と
こ
ろ
を
称
賛
す
る
。

あ
り

の
写

真
カ

ー
ド

 

絵
本

 

サ
ラ

ダ
に

入
れ

る
砂
糖

 

ペ
ー
プ
サ
ー
ト

 

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド

終
末

10
分

 
６
学
習
の
ま
と
め
を
す
る
。
 

（
１
）
だ
れ
が
ど
ん
な
こ
と
を
教
え
て
く

れ
た
か
を
答
え
る
。
 

（
２
）
サ
ラ
ダ
レ
シ
ピ
を
ま
と
め
る
。
 

６
 
次
時
の
予
告
を
す
る
。
 

７
 
終
わ
り
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
。

○
め
あ
て
を
振
り
返
り
、
だ
れ
が
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
く

れ
た
か
を
尋
ね
、
児
童
の
言
葉
を
ま
と
め
と
す
る
。

○
書
く
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
児
童
に
は
、
誰
が
出
て
き
た

か
、
何
を
教
え
て
く
れ
た
か
を
質
問
し
、
答
え
た
こ
と

を
教
師
が
レ
シ
ピ
に
書
く
よ
う
に
す
る
。

○
サ
ラ
ダ
は
完
成
し
た
の
か
、
ま
だ
動
物
が
登
場
す
る
の

か
を
問
い
か
け
る
こ
と
で
、
次
時
の
話
の
展
開
に
興
味

を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

サ
ラ
ダ
レ
シ
ピ

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
で
演
じ
る
場
面
 

グ
ル
ー
プ
名
 

小
学
部
類
型
Ⅰ
グ
ル
ー
プ

記
録
日
 

平
成
３
０
年

  
１
１
月
 
１
６
日

対
象
学
級
 

小
学
部
４
年
１
組

指
導
者
 

八
巻
茉
以

単
元
（
題
材
）
名
 

国
語
科
「
様
子
を
思
い
浮
か
べ
よ
う
～
サ
ラ
ダ
で
げ
ん
き
～
」

「
育
み
た
い
資
質
・
能
力
」
に
つ
い
て
の
協
議
 

事
前
研

「
育
み
た
い
資
質
・
能
力
」
を
学
習
指
導
要
領
よ
り
記
入
 

事
後
研

単
元
（
題
材
）
を
通
じ
て
児
童
生
徒
の
学
び
の
様
子
を
記
入
 

小
学
部
国
語
科
３
段
階

【
知
識
及
び
技
能
】

ア
（
ア
）
身
近
な
人
と
の
会
話
や
読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
、
言

葉
に

は
物

事
の

内
容
を

表
す

働
き

が
あ

る
こ

と
に

気
付
く
。

【
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
】

Ｃ
読
む
こ
と

ア
絵
本
や
易
し
い
読
み
物
な
ど
を
読
み
、
挿
絵
と
結
び
付
け

て
登
場
人
物
の
行
動
や
場
面
の
様
子
な
ど
を
想
像
す
る
こ

と
。

エ
登
場
人
物
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
音
読
し
た
り
演
じ
た
り

す
る
こ
と
。

事
後
研
ま
で
の
学
習
評
価

【
知
識
・
技
能
】

・「
の
っ
そ
り
」「

と
び
こ
ん
で
」
な
ど
の
言
葉
を
動
作
化
し
て

表
現
す
る
こ
と
で
、
言
葉
の
表
し
て
い
る
意
味
に
気
付
く
こ

と
が
で
き
た
。

【
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
】

・
挿
絵
を
手
掛
か
り
と
す
る
こ
と
で
、
登
場
人
物
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
児
童
に
よ
っ
て
は
動
物
が
教
え
て
く
れ

た
材
料
や
理
由
を
読
み
取
る
こ
と
が
難
し
い
様
子
が
見
ら
れ

た
。

・
主
人
公
の
行
動
を
想
像
し
て
、
野
菜
を
切
っ
て
サ
ラ
ダ
に
入

れ
た
り
、
動
物
の
登
場
の
様
子
を
想
像
し
て
ペ
ー
プ
サ
ー
ト

を
動
か
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
】

・
読
む
こ
と
に
抵
抗
が
あ
っ
た
り
、
教
師
の
発
問
や
教
材
文
の

内
容
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
進
ん
で
学
習

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。

・
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
の
操
作
は
意
欲
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
多
か

っ
た
。

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
に
つ
い
て
の
協
議
 

事
前
研

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
引
き
出
す
た
め
の
手
立
て

 
事
後
研
教
師
の
手
立
て
を
評
価
す
る
（
○
成
果
●
課
題
）
 

＜
主
体
的
な
学
び
＞
 

・
教
材
文
は
一
時
間
の
授
業
で
一
場
面
ず
つ
読
み
進
め
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
、
話
の
展
開
に
関
心
を
も
て
る
よ
う
に
す
る
。 

・
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
を
操
作
す
る
活
動
を
取
り
入
れ
る
。

＜
対
話
的
な
学
び
＞

・
考
え
た
こ
と
を
伝
え
合
う
場
を
設
定
し
、
児
童
の
考
え
を
他

の
児
童
に
も
つ
な
げ
る
。

・
分
か
り
や
す
く
発
問
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

＜
深
い
学
び
＞

・
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
の
活
用
や
動
作
化
に
よ
っ
て
、
言
葉
の
意
味

や
働
き
の
理
解
に
つ
な
げ
る
。

・
教
材
文
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
理
解
し
に
く
い

言
葉
を
省
い
た
り
、
理
由
が
書
か
れ
て
い
る
部
分
は
「
ど
う

し
て
か
い
う
と
○
○
か
ら
。」

と
統
一
し
て
示
し
た
り
す
る
。

 
・
児
童
の
想
像
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
具
体
的
に
発

問
し
た
り
、
め
あ
て
の
提
示
の
仕
方
を
工
夫
し
た
り
す
る
。

＜
主
体
的
な
学
び
＞

○
一
場
面
ず
つ
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
サ
ラ
ダ
は
完
成
し

た
の
か
考
え
な
が
ら
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

本
時
の
授
業
で
は
、
本
文
の
途
中
ま
で
提
示
し
た
こ
と
で
誰

が
出
て
き
た
か
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

●
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
の
活
動
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
が
、
集
中
が

続
か
な
い
児
童
の
姿
が
見
ら
れ
た
た
め
、
視
覚
的
教
材
の
活

用
や
活
動
内
容
の
精
選
、
活
動
の
順
番
を
考
え
る
必
要
が
あ

っ
た
。

＜
対
話
的
な
学
び
＞

○
友
達
の
考
え
を
聞
く
こ
と
で
、
考
え
が
深
ま
る
場
面
が
見
ら

れ
た
。

●
発
問
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
、
友
達
の
発
言
を
待
つ
こ
と
が

難
し
い
な
ど
の
姿
が
見
ら
れ
た
た
め
、
発
問
や
答
え
を
視
覚

化
し
た
り
、
発
問
を
精
選
し
た
り
す
る
と
よ
か
っ
た
。

＜
深
い
学
び
＞

○
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
を
動
か
す
活
動
は
、
言
葉
の
意
味
を
理
解
し

表
現
す
る
手
段
と
し
て
有
効
だ
っ
た
。

○
発
問
の
文
言
や
め
あ
て
の
提
示
の
仕
方
を
具
体
的
に
考
え
た

提
示
で
き
た
こ
と
で
、
児
童
が
想
像
し
た
り
、
疑
問
に
感
じ

て
考
え
よ
う
と
し
た
り
す
る
姿
に
つ
な
が
っ
た
。

●
児
童
が
想
像
で
き
て
い
た
の
か
を
読
み
取
る
こ
と
が
難
し
か

っ
た
た
め
、
学
び
の
姿
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
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【
中

学
部
類

型
Ⅱ

グ
ル

ー
プ

】
 

中
学

部
１

年
２

組
 

国
語
科

 
学

習
指

導
案

 

日
 

時
：

平
成
３

０
年
１

０
月
１

１
日

 

 
 

指
導

者
：
佐

川
 
裕

美
 

１
 

単
元
（

題
材

）
名

 
「

う
ご
き

を
あ
ら

わ
す
こ

と
ば
-
か
く

に
ん
し

よ
う
-
」
 

２
 

単
元
（

題
材

）
の

概
要

と
ね

ら
い

＜
教

材
観

＞
 

 
本
題

材
は
、

「
動
き

を
表
す

言
葉
」

を
題
材

に
、
言

葉
の
意

味
を
確

認
し
、

日
常
生

活
で
使

え
る
言

葉
を
広

げ
る

こ
と
を

目
的
と

し
た
学

習
を
行

う
。
Ａ

は
知
っ

て
い
る

言
葉
や

話
を
聞

く
と
そ

れ
に
応

じ
て
体

験
し
た

こ
と
を

五
十

音
表
を

指
差
し

て
２
〜

３
語
文

で
伝
え

る
こ
と

が
で
き

る
な
ど

の
語
彙

力
が
あ

る
。
た

だ
し
、

す
べ
て

の
言
葉

の
意

味
を
正

確
に
理

解
で
き

て
い
る

か
の
確

認
が
必

要
で
あ

る
。
ま

た
、
言

葉
を
広

げ
て
い

く
こ
と

は
「
自

身
の
行

動
を

振
り
返

る
力
」

の
向
上

に
繋
が

る
と
考

え
ら
れ

、
衝
動

的
な
行

動
を
と

っ
て
し

ま
い
が

ち
で
あ

る
本
生

徒
に
と

っ
て

必
要
な

こ
と
で

あ
る
と

考
え
る

。
ま
た

、
Ｂ
は

言
葉
の

意
味
が

分
か
ら

ず
会
話

が
成
立

し
な
か

っ
た
り

、
オ
ウ

ム
返

し
に
な

っ
て
し

ま
っ
た

り
す
る

時
が
あ

る
。
予

定
や
活

動
に
見

通
し
を

持
て
な

い
と
不

安
感
を

抱
き
や

す
く
、

心
配

事
や
気

に
な
る

こ
と
が

あ
る
と

２
〜
３

語
文
で

教
師
に

確
認
し

よ
う
と

す
る
生

徒
で
あ

る
。
言

葉
を
広

げ
て
い

く
こ

と
は
本

生
徒
の

「
心
理

的
な
安

定
」
に

も
繋
が

る
こ
と

が
考
え

ら
れ
、

本
生
徒

に
と
っ

て
も
必

要
な
題

材
で
あ

る
と

考
え
る

。
ま
た

本
生
徒

達
は
、

学
校
生

活
や
社

会
生
活

の
中
で

、
簡
単

な
指
示

を
聞
い

て
行
動

す
る
力

も
必
要

と
な

っ
て
い

る
。
本

題
材
を

通
し
て

「
動
き

を
表
す

言
葉
」

を
学
び

、
言
葉

を
広
げ

て
い
く

こ
と
は

、
こ
の

点
に
お

い
て

も
必
要

で
あ
る

と
考
え

る
。
 

３
 

単
元
（

題
材

）
の

目
標

 

（
１

）
イ

ラ
ス
ト

を
見
て

何
を
し

て
い
る

様
子
な

の
か
が

分
か
り

、
動
作

や
言
葉

で
答
え

る
こ
と

が
で
き

る
。

 

（
２

）
動

き
を
表

す
言
葉

（
平
仮

名
）
を

読
ん
だ

り
聞
い

た
り
し

て
意
味

が
分
か

り
、
動

き
や
言

葉
で
答

え
た
り

、
イ

ラ
ス

ト
を
選

ん
で
答

え
た
り

す
る
こ

と
が
で

き
る
。

＜
学

習
指

導
要

領
に

お
け

る
段

階
と

内
容

＞
 

小
学

部
国

語
科
２

段
階
【

知
識
及

び
技
能

】
 

ア
（
イ

）
日
常

生
活
で

よ
く
使

わ
れ
て

い
る
平

仮
名
を

読
む
こ

と
。

(
ウ

) 
身

近
な
人
と

の
会
話

を
通
し

て
、
物

の
名
前

や
動
作

な
ど
、
い

ろ
い

ろ
な
言

葉
の
種

類
に
触

れ
る
こ

と
。
 

小
学

部
国

語
科
２

段
階
【

思
考
力

、
判
断

力
、
表

現
力
等

】
 

Ａ
 
聞

く
こ

と
・

話
す

こ
と
 

ア
身
近

な
人
の
話

に
慣
れ

、
簡
単

な
事
柄

と
語
句

な
ど
を

結
び
付

け
た
り

、
語
句

な
ど
か

ら
事
柄

を
思
い

浮
か
べ

た
り

す
る
こ

と
。

ウ
体
験

し
た
こ
と

な
ど
に

つ
い
て

、
伝
え

た
い
こ

と
を
考

え
る
こ

と
。

Ｃ
 
読

む
こ

と
 

ア
教
師

と
一
緒
に

絵
本
な

ど
を
見

て
、
登

場
す
る

も
の
や

動
作
な

ど
を
思

い
浮
か

べ
る
こ

と
。

４
 

題
材
の

計
画

（
総

時
数

１
３

時
間

）
 

主
な

学
習

活
動
・

内
容
 

時
数
 

指
導

の
ね

ら
い
 

１
.
「
何

を
し
て
い

る
か
な

」

（
１
）

イ
ラ
ス

ト
カ
ー

ド
を
見

て
、
動

き
で
表

す
。

（
２
）
イ

ラ
ス
ト

の
様
子

と
動
詞

を
正
し

く
組
み

合

わ
せ
る

。
 

２
．
「

こ
と
ば

と
絵
を

あ
わ
せ

よ
う
」

 

○
動
詞

の
書
か

れ
た
言

葉
カ
ー

ド
（
平
仮

名
）
を

読

ん
で

、
２

〜
３

枚
の
イ

ラ
ス
ト

カ
ー
ド

の
中
か

ら

正
し

い
組
み

合
わ
せ

を
選
ぶ

。

３
．
「

プ
リ
ン

ト
で
か

く
に
ん

し
よ
う

」
 

（
１
）
学

習
内
容

を
確
認

す
る
プ

リ
ン
ト

を
各
自

進

め
る
。

 

（
２
）
プ

リ
ン
ト

の
内
容

が
合
っ

て
い
る

の
か
を

教

師
と
一

緒
に
確

認
す
る

。
 

本
時

 

６
/
１
３
 

○
イ

ラ
ス

ト
を

見
て

何
を

し
て

い
る

様
子

な
の

か

が
分

か
り

、
動

作
や

言
葉

な
ど

自
分

な
り

の
方

法
で

答
え

る
こ
と

が
で
き

る
。

○
動

き
を

表
す

言
葉

（
平

仮
名

）
を

読
ん

だ
り

聞

い
た

り
し

て
意

味
が

分
か

り
、

動
き

や
言

葉
で

答
え

た
り

、
イ

ラ
ス

ト
を

選
ん

で
答

え
た

り
す

る
こ

と
が

で
き
る

。

○
１
と

２
で
学

習
し
た
「
言

葉
」
と
「

イ
ラ

ス
ト
」

正
し

く
が

結
び

つ
い

て
い

る
の

か
ど

う
か

を
再

確
認

す
る

。

○
プ

リ
ン

ト
で

答
え

た
内

容
が

当
た

っ
て

い
る

の

か
自

分
で

確
認
で

き
る
。

５
 

本
時
の

目
標

（
６

／
１

３
時

間
）

 

（
１

）
イ

ラ
ス
ト

の
表
す

動
作
の

言
葉
が

分
か
り

、
自
分

な
り
の

方
法
で

答
え
る

こ
と
が

で
き
る

。

（
２

）
言

葉
カ
ー

ド
と
イ

ラ
ス
ト

カ
ー
ド

を
正
し

く
組
み

合
わ
せ

る
こ
と

が
で
き

る
。

 

６
 

本
時
の

学
習

過
程

 

過
程
 

学
習

活
動

・
内
容

 
指

導
及

び
支
援

上
の
留

意
点
 

準
備

物
等

 

導
入
 

５
分
 

１
．

始
め

の
あ
い

さ
つ
を

す
る
。

 

２
．

本
時

の
活
動

内
容
を

知
る
。

 

○
国
語

の
学
習

を
始
め

る
こ
と

を
伝
え

る
。

○
本

時
の

学
習

内
容

を
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

に

提
示

す
る
。

・
ホ

ワ
イ

ト

ボ
ー
ド

・
学

習
内

容

カ
ー
ド

展
開
①

 

１
５
分

 

３
．

「
何

を
し
て

い
る
か

な
」
 
 

（
１

）
イ

ラ
ス

ト
カ

ー
ド

を
見

て
、

動
き

で

表
す
。

 

（
２

）
イ

ラ
ス

ト
の

様
子

と
動

詞
を

正
し

く

組
み
合

わ
せ
る

。
 

※
時

間
と

⽣
徒

の
集

中
状

況
を

⾒
て

、
３

〜
５

問
程

度
出

題
す

る
。

○
「

分
か

っ
た
人

？
」
や
「
答

え
た
い

人
？
」

な
ど

と
発

問
し

、
生

徒
か

ら
の

自
発

的
な

答
え

を
引
き

出
す
よ

う
に
す

る
。
 

○
答

え
て

い
な

い
方

の
生

徒
に

は
、

合
っ

て

い
た

の
か

ど
う

か
を

尋
ね

、
一

緒
に

判
断

す
る

。

○
イ

ラ
ス

ト
に

描
か

れ
た

動
作

も
引

き
出

し
、

言
葉

の
意

味
を

正
し

く
理

解
で

き
る

よ
う

に
促
す

。

○
正

解
し

た
際

は
賞

賛
し

、
学

習
へ

の
意

欲

と
集

中
力
が

続
く
よ

う
に
す

る
。

・
イ

ラ
ス

ト

カ
ー
ド

・
言

葉
カ

ー

ド

<
使
う
言
葉
の
例
>
 

た
つ
、
す
わ
る
、
あ
る
く
、
は
し
る
、
た
べ
る
、
の

む
、
お
こ
る
、
わ
ら
う
、
な
く
 
な
ど
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展
開
②

 

１
５
分

 

４
．

「
こ

と
ば
と

絵
を
あ

わ
せ
よ

う
」
 
 

○
動

詞
の

書
か

れ
た

⾔
葉

カ
ー

ド（
平

仮
名

）
を

読
ん

で
、

２
〜

３
枚

の
イ

ラ
ス

ト
カ

ー
ド

の
中

か
ら

正
し

い
組

み
合

わ
せ

を
選

ぶ
。

 
※

時
間

と
⽣

徒
の

集
中

状
況

を
⾒

て
、

３
〜

５
問

程
度

出
題

す
る

。

○
Ｂ

は
文

字
が

読
め

ず
に

答
え

ら
れ

な
い

こ

と
が

予
想

で
き

る
の

で
、

そ
の

と
き

は
Ａ

の
発

言
や

教
師

の
こ

と
ば

を
ヒ

ン
ト

に
考

え
る

よ
う
に

促
す
。

○
「

イ
ラ

ス
ト

」「
動

作
」「

⾔
葉

」
の

３
つ

を
丁

寧
に

確
認

し
て

、
正

確
に

理
解

で
き

る
よ

う
に
す

る
。
 

○
正

解
し

た
際

は
賞

賛
し

、
学

習
へ

の
意

欲

と
集

中
力
が

続
く
よ

う
に
す

る
。

・
イ

ラ
ス

ト

カ
ー
ド

・
言

葉
カ

ー

ド

展
開
③

 

１
０
分

 

５
．

「
プ

リ
ン
ト

で
か
く

に
ん
し

よ
う
」

 

（
１

）
学

習
内

容
を

確
認

す
る

プ
リ

ン
ト

を

各
自
進

め
る
。

 

（
２

）
プ

リ
ン

ト
の

内
容

が
合

っ
て

い
る

の

か
を
教

師
と
一

緒
に
確

認
す
る

。
 

○
本

時
の

学
習

を
振

り
返

る
プ

リ
ン

ト
を

各

自
に

配
付
し

、
答
え

る
よ
う

に
促
す

。

○
イ

ラ
ス

ト
カ

ー
ド

を
裏

返
し

て
答

え
を

提

示
し

、
合

っ
て

い
る

か
ど

う
か

を
生

徒
自

身
で

確
認
す

る
よ
う

に
伝
え

る
。

・
確

認
プ

リ

ン
ト

・
イ

ラ
ス

ト

カ
ー
ド

終
末
 

５
分
 

６
．

片
付

け
 

○
学

習
プ

リ
ン

ト
を

各
自

の
フ

ァ
イ

ル
に

綴

じ
る
。

７
．

終
わ

り
の
あ

い
さ
つ

を
す
る

。
 

○
各

自
国

語
の

フ
ァ

イ
ル

を
持

っ
て

き
て

学

習
し

た
プ

リ
ン

ト
を

綴
じ

る
よ

う
に

伝
え

る
。

○
国
語

の
学
習

が
終
わ

る
こ
と

を
伝
え

る
。

・
国

語
フ

ァ

イ
ル

グ
ル
ー

プ
名
 

中
学
部

類
型
Ⅱ

グ
ル
ー

プ
記
録

日
 

平
成
３

０
年
１

０
月
２

３
日

 

対
象

学
級
 

中
学
部

１
年
３

組
指
導

者
 

佐
川
 

裕
美

 

単
元
（
題

材
）
名

 
国

語
科

「
う
ご

き
を
あ

ら
わ
す

こ
と
ば

 
〜
か

く
に
ん

し
よ
う

〜
」

 

「
育
み

た
い
資

質
・
能

力
」
に

つ
い
て

の
協
議

 

事
前
研

「
育
み
た
い

資
質
・
能
力
」
を
学
習
指
導
要
領
よ
り
記
入
 

事
後
研

単
元
（
題
材
）
を
通
じ
て
の
児
童
生
徒
の
学
び
様
子
を
記
入

 

小
学
部
国
語
科
２
段
階

 
【
知
識
及
び
技
能
】

 
ア

(イ
)日

常
生

活
で

よ
く

使
わ

れ
て

い
る

平
仮

名
を

読
む

こ

と
。

 
(ウ

)身
近

な
人

と
の

会
話

を
通

し
て

、
い

ろ
い

ろ
な

言
葉

の
種
類
に
触
れ
る
こ
と
。

 

【
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
】

 
Ａ
聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と

 
ア

身
近
な
人
の
話
に
慣
れ
、
簡
単

な
事
柄
と
語
句
な
ど

を
結
び
付
け
た
り
、
語
句
な
ど
か
ら
事
柄
を
思
い
浮
か

べ
た
り
す
る
こ
と
。

 
ウ

体
験

し
た

こ
と

な
ど

に
つ

い
て

伝
え

た
い

こ
と

を

考
え
る
こ
と
。

 
Ｃ
読
む
こ
と

 
ア

教
師
と
一
緒
に
絵
本
な
ど
を
見
て
、
登
場
す
る
も
の

や
動
作
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
。

 

事
後
研
ま
で
の
学
習
評
価
 

【
知
識
・
技
能
】
 

・
平
仮
名
の
文
字
カ
ー
ド
だ
け
で
は
読
め
な
い
言
葉
も
、
イ

ラ
ス

ト
を

伴
う

こ
と

で
読

め
た

り
読

も
う

と
し

た
り

す

る
姿
が
見
ら
れ
た
。

・
一
度
取
り
上
げ
た
言
葉
を
再
度
取
り
上
げ
る
と
、
読
み
方

も
内

容
も

覚
え

て
い

て
進

ん
で

答
え

よ
う

と
す

る
こ

と

が
で
き
た
。

【
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
】
 

・
休
憩
時
間
に
絵
本
を
読
ん
で
い
る
と
、
授
業
で
取
り
上
げ

た
言
葉
で
あ
る
「
『
わ
ー
っ
』
っ
と
さ
け
ん
だ

．
．
．
．
」
と
い
う

文
を
見
つ
け
、
指
を
さ
し
て
動
作
で
表
現
し
な
が
ら
教
師

に
伝
え
て
き
た
。
 

・
取
り
上
げ
た
言
葉
に
関
連
し
た
自
分
の
体
験
談
を
自
分
な

り
の
言
葉
で
伝
え
よ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
】
 

・
教
師
の
言
葉
を
聞
く
態
度
が
身
に
つ
き
、
何
に
つ
い
て
質

問
さ
れ
て
い
る
か
正
し
く
理
解
し
て
、
自
分
な
り
の
手
段

で
答

え
よ

う
と

す
る

姿
が

見
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き

た
。

「
主
体

的
・
対

話
的
で

深
い
学

び
」
に

つ
い
て

の
協
議

 

事
前

研
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
引
き
出
す
た
め
の
手
立
て
 

事
後
研
教
師
の
手
立
て
を
評
価
す
る
（
○
成
果
●
課
題
）
 

＜
主
体
的
な
学
び
＞

・
提
示
さ
れ
た
平

仮
名
が
読
め
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
イ

ラ
ス

ト
と

合
わ

せ
て

提
示

し
て

平
仮

名
の

読
み

方
が

確

認
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

＜
対
話
的
な
学
び
＞

 
・
平
仮
名
の
読
み
方
が
分
か
ら
な
い
時
に
、
友
達
の
答
え
を

聞
い
て
正
解
を
確
認
す
る
よ
う
に
す
る
。

＜
深
い
学
び
＞

 
・
生
徒
に
身
近
な
こ
と
ば
や
そ
の
平
仮

名
の
読
み
書
き
の
学

習
場

面
を

設
定

し
、

学
校

生
活

で
生

か
せ

る
よ

う
に

す

る
。

 

＜
主
体
的
な
学
び
＞

 
○
学
習
に
興
味
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
イ
ラ
ス
ト
カ
ー
ド
を

提
示
す
る
と
、
進
ん
で
そ
の
動
作
を
ま
ね
た
り
、
オ
ノ
マ

ト
ペ
を
発
し
た
り
、
言
葉
で
伝
え
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

 
○

イ
ラ

ス
ト

カ
ー

ド
の

裏
に

そ
の

答
え

を
平

仮
名

で
記

し

て
お
い
た
こ
と
で
、
自
分
か
ら
答
え
が
合
っ
て
い
る
か
確

認
し
よ
う
と
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

 
＜
対
話
的
な
学
び
＞

 
○

イ
ラ

ス
ト

に
描

か
れ

た
動

作
を

確
認

し
た

後
に

平
仮

名

カ
ー
ド
を
提
示
す
る
学
習
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
生
徒
に

よ
っ

て
は

イ
ラ

ス
ト

と
動

作
の

言
葉

が
繋

が
る

よ
う

に

な
っ
て
き
た
。

 
○
確
認
プ
リ
ン
ト
を
進
め
る
際
、
授
業
で
や
っ
た
こ
と
を
自

分
で
思
い
出
し
て
一
人
で
答
え
た
り
、
教
師
に
平
仮
名
の

読
み
方
を
質
問
し
て
そ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
答
え
た
り
、
友
達

が
ど

う
答

え
て

い
る

か
覗

き
な

が
ら

答
え

た
り

と
各

自

が
そ
れ
ぞ
れ
課
題
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
た
。

 
＜
深
い
学
び
＞

 
●
「
言
葉
の
意
味
を
確
認
す
る
」
こ
と
が
本
題
材
の
中
心
で

あ
っ
た
の
で
、
今
後
学
習
し
た
言
葉
を
日
常
生
活
な
ど
で

生
か
す
よ
う
な
場
面
を
設
け
、
身
に
つ
け
た
知
識
の
理
解

を
深
め
、
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 
学

習
し

た
言

葉
を

プ
リ

ン
ト

で
確

認
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【
高

等
部
類

型
Ⅰ

Ｃ
①

グ
ル

ー
プ

】
 高

等
部

２
年

３
組

 
数

学
科

 
学

習
指

導
案

 

 
日

 
時

：
平
成

３
０
年

７
月
１

２
日

 

指
導

者
：
鈴

木
允
恵

（
T1

）

伊
藤

孝
之

（
T2

）

１
 

単
元
（

題
材

）
名

 
「

表
と
グ

ラ
フ
」

 

２
 

単
元
（

題
材

）
の

概
要

と
ね

ら
い

＜
教

材
観

＞
 

 
本

単
元

は
、
デ

ー
タ

の
特
徴

に
着
目

し
情
報

の
整
理

や
比
較

し
て
考

え
る
こ

と
を
通

し
て
、
グ
ラ

フ
に
簡

潔
に
表

現
し

た
り

適
切

に
判
断

し
た
り

す
る
力

を
養
う

。
日

常
生
活

に
お
い

て
様
々

な
統
計

的
な
資

料
を
目

に
す
る

機
会
も

多
く
、
目

に
し

た
と

き
に
グ

ラ
フ
の

内
容
や

生
活
の

様
子
を

的
確
に

理
解
す

る
力
を

つ
け
る

こ
と
で

、
よ

り
社

会
の
事

象
の
見

方
や

考
え

方
を

深
め
生

活
を
豊

か
に
し

て
い
く

も
の
と

考
え
る

。
生

活
単

元
学
習

や
総
合

的
な
学

習
の
時

間
に
お

い
て
調

べ
学

習
を

進
め

る
際
に

も
、
資

料
を
取

捨
選
択

し
、
読

み
取
る

力
が
必

要
に
な

っ
て
く

る
。
そ

の
た
め

に
、
表

や
棒
グ

ラ
フ
、

折
れ

線
グ

ラ
フ
で

表
す
方

法
や
読

み
取
り

方
を
理

解
し
、
目
的

に
応
じ

た
整
理

の
仕

方
を

学
ぶ
。
さ
ら

に
、
折

れ
線

グ
ラ

フ
折

れ
線

グ
ラ
フ

に
は
縦

軸
と
横

軸
の
二

つ
の
デ

ー
タ
が

あ
る
こ

と
に
着

目
さ
せ

、
そ

れ
ら

の
関
係

を
表
や

グ
ラ
フ

を
用

い
て

分
か

り
や
す

く
表
し

た
り
、
読
み

取
っ
た

り
す
る

こ
と
を

学
習
す

る
。
そ

し
て

福
島
市

の
気
温

と
北
海

道
の
気

温
の

表
か

ら
折

れ
線
グ

ラ
フ
を

書
く
活

動
を
行

い
、
二
つ

の
グ
ラ

フ
の
違

い
に
気

付
く
こ

と
が
で

き
る
よ

う
に
し

た
い
。
1
0
月

に
北

海
道

へ
の
修

学
旅
行

が
あ
り

、
心

待
ち

に
し
て

い
る
様

子
が
う

か
が
え

る
こ
と

か
ら
も

意
欲
的

に
学
習

に
臨
む

こ
と

が
で

き
る

の
で
は

な
い
か

と
期
待

す
る
。

 

＜
学

習
指

導
要

領
に

お
け

る
段

階
と

内
容

＞
 

高
等
部

数
学
科

1
段

階
（
３
）

【
図
形

・
数
量

関
係
】

 

図
形

を
正
し

く
作
図

し
た
り

、
表
や

グ
ラ
フ

を
工
夫

し
て
作

っ
た
り

す
る
。

３
 

単
元
（

題
材

）
の

目
標

 

（
１

）
グ

ラ
フ
の

特
徴
を

つ
か
み

、
目
的

に
応
じ

て
ど
の

グ
ラ
フ

が
適
し

て
い
る

か
を
理

解
す
る

。

（
２

）
縦

軸
、
横

軸
か
ら

デ
ー
タ

を
読
み

取
っ
た

り
、
グ

ラ
フ
を

書
い
た

り
す
る

こ
と
が

で
き
る

。

４
 

単
元
（

題
材

）
の

計
画

（
総

時
数

６
時

間
）

 

主
な

学
習
活

動
・
内

容
時

数
指

導
の
ね

ら
い

 

１
．
グ

ラ
フ
の

特
徴
を

つ
か
も

う
。
 

（
１
）

表
や
グ

ラ
フ
の

よ
さ
に

気
付
く

。

１
 

○
表
、
棒

グ
ラ

フ
、
折

れ
線
グ

ラ
フ
、
円

グ
ラ
フ

の
特
徴

を
考
え

、
そ
れ

ぞ
れ
の

よ
さ
に

つ
い
て

考

え
る
。

 

２
．
折

れ
線

グ
ラ
フ

を
読
み

取
ろ
う

。
 

（
１
）
折

れ
線
グ

ラ
フ
を

読
み
取

り
、
生
徒

間
で
問

題

作
り
を

し
て
理

解
を
深

め
る
。

 

２
 

○
変

わ
り

方
が

大
き

い
か

小
さ

い
か

を
調

べ
る

に
は

グ
ラ

フ
の

ど
こ

に
目

を
つ

け
れ

ば
よ

い
か

を
考
え

る
。
 

○
折

れ
線

グ
ラ

フ
の

傾
き

の
緩

急
の

表
す

意
味

を
理
解

す
る
。

 

３
．
折

れ
線
グ

ラ
フ

に
表
そ

う
 

（
１
）

変
化
の

様
子
を

折
れ
線

グ
ラ
フ

で
表
そ

う
。

波
線
に

よ
る
省

略
の
仕

方
を
知

る
。

 

２
 

○
表
の

デ
ー
タ

か
ら
縦

軸
、
横

軸
に
表

す
数
値

を

読
み
取

り
、
折

れ
線
グ

ラ
フ
に

表
す
こ

と
が
で

き

る
。
 

○
分
か

り
や
す

い
グ
ラ

フ
の
書

き
方
を

考
え
て

、

変
化
の

様
子
を

読
み
取

る
こ
と

が
で
き

る
。

 

４
．

ま
と
め

１
 

○
身

の
回

り
に

あ
る

様
々

な
折

れ
線

グ
ラ

フ
の

例
か

ら
変

化
の

様
子

を
読

み
取

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

５
 

本
時
の

目
標

（
４

／
６

時
間

）
 

（
１
）

２
つ
の

気
温
の

デ
ー
タ

を
折
れ

線
グ
ラ

フ
に
表

し
、
変

化
の
様

子
を
読

み
取
る

こ
と
が

で
き
る

。

（
２
）

目
盛
り

の
取
り

方
で
傾

き
が
変

わ
り
、

変
化
の

様
子
が

分
か
り

や
す
く

な
る
こ

と
を
知

る
こ
と

が
で
き

る
。

６
 

本
時
の

学
習

過
程

 

過
程

 
学
習
活
動
・
内
容

 
指
導
及
び
支
援
上
の
留
意
点

 
資

料
・

準
備

導
入

 
５
分

 
１
．

 は
じ
め
の
挨
拶
を
す
る
。
 

２
．

 前
時
の
学
習
を
振
り
返
り
、
本
時
の
学

習
内
容
を
知
る
。
 

３
．
２
つ
の
表
の
デ
ー
タ
を
見
比
べ
る
。
 

・
何
の
デ
ー
タ
か
考
え
る
。

〇
折
れ
線
グ
ラ
フ
を
提
示
し
て
、
グ
ラ
フ
の
名
前

や
何
が
分
か
る
か
を
問
い
、
そ
こ
か
ら
分
か
る

こ
と
の
説
明
を
誘
導
す
る
。
 

〇
表

題
を

伏
せ

た
表

を
提

示
し

て
何

に
つ

い
て

の
デ

ー
タ

か
を

考
え

る
こ

と
で

、
興

味
を

引
き

出
す
。
 

・
折

れ
線

グ
ラ

フ

展
開

 
２
５
分

 
４
．
表
の
デ
ー
タ
か
ら
グ
ラ
フ
に
表
す
。
 

（
１
）
折
れ
線
グ
ラ
フ
を
作
成
す
る
。

（
２
）
２
つ
の
地
域
を
１
つ
の
グ
ラ
フ
に
表

す
。
 

（
３
）
グ
ラ
フ
を
見
て
比
べ
る
。

（
４
）
目
盛
り
の
取
り
方
で
傾
き
が
異
な
る

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

・
目
盛
り
の
取
り
方
が
同
じ
場
合

・
目
盛
り
の
取
り
方
が
異
な
る
場
合

（
５
）
表
と
折
れ
線
グ
ラ
フ
を
比
較
す
る
。
 

５
．

グ
ラ

フ
か

ら
分

か
る

こ
と

を
読

み
取

る
。
 

○
一
番
高
い
気
温
の
月

○
一
番
低
い
気
温
の
月

○
前
月
と
比
べ
て
差
が
大
き
い
月

○
前
月
と
比
べ
て
差
が
小
さ
い
月

○
北
海
道
と
福
島
市
の
気
温
の
違
い

〇
グ

ラ
フ

用
紙

を
配

布
し

て
、

表
か

ら
グ

ラ
フ

に
表
す
こ
と
を
伝
え
る
。
 

〇
縦
軸
、
横
軸
に
表
す
値
を
確
認
す
る
。
 

〇
目

盛
り

の
取

り
方

に
つ

い
て

何
度

で
と

れ
ば

よ
い
か
を
問
い
か
け
る
。
 

〇
２

つ
の

デ
ー

タ
を

１
つ

の
グ

ラ
フ

に
表

す
場

合
は

区
別

で
き

る
よ

う
に

福
島

市
の

デ
ー

タ
を

赤
、

北
海

道
の

デ
ー

タ
を

青
で

示
す

こ
と

を
説

明
す
る
。
 

〇
全
員
が
仕
上
が
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、
２
，
３
人

指
名

し
て

グ
ラ

フ
を

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
に

掲
示

す
る
よ
う
に
す
る
。
 

〇
グ

ラ
フ

に
注

目
を

促
し

、
他

の
人

と
比

較
し

て
傾

き
が

異
な

る
場

合
に

は
な

ぜ
そ

う
な

っ
た

の
か
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 

〇
全

員
が

同
じ

場
合

に
は

、
予

め
用

意
し

た
エ

ク
セ

ル
の

表
を

提
示

し
て

考
え

を
深

め
ら

れ
る

よ
う
に
す
る
。

〇
折

れ
線

の
上

が
り

下
が

り
を

大
き

く
す

る
た

め
に

は
、

１
度

の
変

化
を

大
き

く
表

す
工

夫
を

考
え

る
と

よ
い

こ
と

を
必

要
に

応
じ

て
助

言
す

る
。
 

〇
は

じ
め

に
提

示
し

た
表

と
折

れ
線

グ
ラ

フ
を

比
較

し
て

ど
ち

ら
が

変
化

の
様

子
が

分
か

る
か

を
改
め
て
問
い
、
理
解
を
深
め
る
。
 

〇
グ

ラ
フ

か
ら

一
番

高
い

気
温

の
月

、
一

番
低

い
気
温
の
月
、
前
月
と
比
べ
て
差
が
大
き
い
月
、
差

が
小
さ
い
月
な
ど
の
質
問
を
投
げ
か
け
る
。
 

〇
2

つ
の

デ
ー

タ
を

比
較

し
て

一
番

差
が

大
き

い
月
、
小
さ
い
月
等
を
読
み
取
り
、
同
じ
月
で
も
福

島
市

と
北

海
道

で
は

気
温

の
差

が
あ

る
こ

と
に

気
付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

表
 

グ
ラ

フ
用

紙
 

【
生
徒

】
 

・
定
規

・
赤

青
色
鉛

筆

・
パ
ソ

コ
ン

終
末

 
５
分

 
６
．
本
時
の
学
習
を
振
り
返
り
、
ま
と
め
を

す
る
。

 
７
．
 
お
わ
り
の
挨
拶
を
す
る
。

 

〇
目

盛
り

の
取

り
方

に
よ

っ
て

変
化

の
様

子
が

よ
り
分
か
り
や
す
く
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

〇
次

時
は

、
さ

ら
に

分
か

り
や

す
く

す
る

工
夫

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
 

変
化
の
様
子
を

 
折
れ
線
グ
ラ
フ
に
表
そ
う
。
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グ
ル
ー

プ
名
 

高
等

部
類

型
Ⅰ
Ｃ

①
グ
ル

ー
プ

 
記
録

日
 

平
成
３

０
年
８

月
２
７

日

対
象
学

級
 

高
等

部
２

年
３
組

指
導

者
 

鈴
木
允

恵
・
伊

藤
孝
之

単
元
（

題
材
）

名
 

数
学

科
「

表
と
グ

ラ
フ
」

「
育
み

た
い
資

質
・
能

力
」
に

つ
い
て

の
協
議

事
前

研
「
育

み
た

い
資

質
・
能

力
」
を

学
習

指
導

要
領

よ
り

記
入

 
事

後
研

単
元

（
題

材
）
を
通
じ
て
の
児
童
生
徒
の
学
び
様
子
を
記
入
 

高
等
部

数
学
科

1
段

階
（
３
）

 

「
表
や

グ
ラ
フ

を
工
夫

し
て
作

っ
た
り

す
る
。
」
と
は

、

中
学

部
で

棒
グ

ラ
フ

や
折

れ
線

グ
ラ

フ
に

表
す

指
導

を

行
っ

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

こ
の

段
階

で
は

、
目

的

に
合

わ
せ

て
幾

つ
か

の
デ

ー
タ

を
、

表
や

グ
ラ

フ
な

ど

に
ど

う
表

す
と

分
か

り
や

す
い

か
を

判
断

し
、

折
れ

線

グ
ラ

フ
や

棒
グ

ラ
フ

な
ど

を
作

っ
て

、
生

活
の

中
で

活

用
す
る

こ
と
で

あ
る
。

 

事
後

研
記
入

欄
（
子

ど
も
の

姿
を
記

入
）

 

変
化

の
様

子
を

捉
え

る
の

は
折

れ
線

グ
ラ

フ
で

あ
る

こ

と
を

学
び
、
読
み

取
り
を

行
っ
て

き
た
。

1
番

高
い

と
こ
ろ

、

低
い

と
こ
ろ

は
容
易

に
答
え

る
こ
と

が
で
き

た
が
、

2
つ

を

比
較

し
て
差

の
大
き

い
と
こ

ろ
、
小

さ
い
と

こ
ろ
は

“
差
”

の
捉

え
方
の

見
取
り

が
弱
く

、
考

え
る

た
め
の

手
立
て

が
十

分
に

持
て
な

か
っ
た

。
 

表
の

デ
ー

タ
か
ら

値
を
読

み
取
り

、
各

々
グ

ラ
フ
に

表
す

こ
と

が
で
き

た
。
縦
軸

の
目
盛

の
取
り

方
に
悩

む
様
子

が
見

ら
れ

5
名
中

4
名

が
1
度
刻

み
で

取
る
が

1
名
は

2
度

刻

み
で

取
っ
た

。
同

じ
デ

ー
タ
か

ら
な
ぜ

グ
ラ
フ

に
表
す

と
傾

き
が

異
な
っ

た
の
か

を
考
え

る
時
間

を
設
け

、
自

分
の

考
え

を
発

表
す
る

こ
と
が

で
き
た

。
こ

の
違

い
の
比

較
が
生

徒
の

学
び

に
つ
な

が
っ
た

と
感
じ

る
。

 
以

前
学
習

し
た
分

数
を
用

い
て
、
「
（
２
度

で
と
っ

た
グ

ラ
フ

は
1
度
で

と
っ

た
グ
ラ

フ
の
）
２

分
の

１
に
な

っ
た
。
」

と
答

え
る
生

徒
も
い

た
。
ま
と

め
時
に

表
と
グ

ラ
フ
を

見
比

べ
て

ど
ち

ら
が

分
か

り
や

す
い

か
を

問
う

場
面

が
必

要
で

あ
っ

た
。
今

後
、
日
常

生
活
の

中
で
見

ら
れ
る

グ
ラ
フ

の
読

み
取

り
や

生
活

に
還

元
し

て
い

く
た

め
の

力
の

育
成

な
ど

発
展

さ
せ
て

考
え
る

機
会
を

設
け
て

い
き
た

い
。

 
「
主

体
的
・

対
話
的

で
深
い

学
び
」

に
つ
い

て
の
協

議

事
前

研
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
を

引
き

出
す
た

め
の

手
立

て
 

事
後

研
教
師
の
手
立
て
を
評
価
す
る
（
○
成
果
●
課
題
）
 

＜
主
体

的
な
学

び
＞

 

〇
修

学
旅

行
で

行
く

北
海

道
の

気
温

と
自

分
た

ち
が

住

む
福

島
の

気
温

を
取

り
上

げ
、

グ
ラ

フ
に

表
す

。
比

較
し

て
旅

行
時

の
服

装
を

考
え

る
な

ど
の

学
校

生
活

や
家

庭
生

活
を

題
材

に
し

て
、

身
近

に
イ

メ
ー

ジ
し

や
す

い
デ
ー

タ
や
数

値
を
取

り
入
れ

る
。

 

〇
主

と
な

る
活

動
が

十
分

に
で

き
る

よ
う

に
時

間
を

確

保
す

る
。

 

＜
対
話

的
な
学

び
＞

 

〇
自

分
の

グ
ラ

フ
と

他
の

生
徒

が
作

成
し

た
グ

ラ
フ

や

発
表

を
比

較
し

て
考

え
方

や
表

し
方

の
違

い
を

知

る
。
同
じ

デ
ー
タ

で
も
「

な
ぜ

違
う
の

か
」
に

迫
り

、

考
え

を
述
べ

た
り
意

見
を
交

わ
し
た

り
す
る

。
 

事
後

研
記
入

欄

＜
主

体
的
な

学
び
＞

○
2

つ
の

表
の

表
題

を
伏

せ
て

提
示

し
た

際
に

は
表

に
注

目
し

興
味

深
く
考

え
る
姿

が
見
ら

れ
た
。

7
月
の

気
温
の

差
に

着
目

し
一
方

が
北
海

道
で
あ

り
、
一
方

が
福
島

で
あ

る
と

の
発

言
が
あ

っ
た
。
教

師
の
問

い
に
対

し
て
積

極
的

に
応

じ
る

姿
が
見

ら
れ
た

。
グ

ラ
フ

の
読
み

取
り
は

パ
ワ

ー
ポ

イ
ン

ト
で
問

題
形
式

に
し
た

こ
と
で

、
意

欲
的

な
取

り
組

み
が

見
ら
れ

た
。

 

●
主

と
な
る

グ
ラ
フ

を
書
く

活
動
に

時
間
を

確
保
し

た
が
、

考
え

た
り

読
み

取
っ

た
り

す
る

こ
と

も
踏

ま
え

た
時

間

配
分

に
留

意
す
べ

き
で
あ

っ
た
。

 

＜
対

話
的
な

学
び
＞

○
友

だ
ち

が
作

成
し

た
2
つ

の
異

な
る

グ
ラ

フ
を

比
較

す

る
こ

と
を

通
し
て
「

な
ぜ
傾

き
が
違

う
の
か

。
」
を

考
え

発
言

す
る

こ
と
が

で
き
た

。
発

言
が

控
え
め

な
生
徒

に
対

し
て

は
指

名
し
て

促
し
た

。
 

図
形

を
正

し
く
作

図
し
た

り
、
表

や
グ
ラ

フ
を
工

夫
し

て
作

っ
た
り

す
る
。

 

＜
深
い

学
び
＞

 

〇
グ

ラ
フ

を
書

く
活

動
を

行
い

、
分

か
る

こ
と

の
読

み

取
り

や
線

の
傾

き
に

着
目

し
変

化
が

分
か

り
や

す
く

な
る

こ
と

に
気

付
く

よ
う

に
す

る
。

目
盛

の
取

り
方

を
考

え
る

活
動

を
通

し
て

、
そ

れ
を

基
に

変
化

の
様

子
が

分
か

り
や

す
い

グ
ラ

フ
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う
に

す
る
。

 

〇
日

常
生

活
の

中
で

数
値

や
デ

ー
タ

を
読

み
取

っ
た

り

グ
ラ

フ
に
表

し
た
り

し
て
活

用
す
る

力
を
育

て
る
。

 

〇
読

み
取

る
際

に
は

全
体

で
共

有
で

き
る

よ
う

に
パ

ソ

コ
ン

等
を
使

用
す
る

。

●
比

較
を

し
て

気
付

き
を

促
す

た
め

の
働

き
か

け
が

十
分

に
取

れ
な

か
っ
た

。
生

徒
同

士
で
意

見
を
交

換
す
る

場
を

設
け

る
と

よ
か
っ

た
。

 

＜
深
い

学
び
＞

○
グ

ラ
フ

の
読

み
取

り
は

、
自

分
の

グ
ラ

フ
を

用
い

て
考

え
、
パ

ソ
コ

ン
に
提

示
し
た

グ
ラ
フ

で
再
度

確
認
す

る
よ

う
に

し
た

。
そ

の
際

に
縦
軸

、
横

軸
に

線
を
引

き
、
点
の

位
置

を
確

認
で

き
る

よ
う

に
し

た
こ

と
で

理
解

が
深

ま

っ
た

よ
う

に
感
じ

る
。

 

●
展
開

の
始
め

で
北
海

道
と
福

島
の
比

較
を
提

示
し
た

が
、

生
徒

に
考

え
さ

せ
て

最
後

に
出

す
こ

と
で

深
い

学
び

に

も
つ

な
が

っ
た
の

で
は
な

い
か
。
パ

ワ
ー
ポ

イ
ン
ト

は
ま

と
め

や
導

入
に
は

効
果
的

だ
が
、
生

徒
の
気

付
き
を

促
す

た
め

に
は

表
を

使
用

し
実

際
に

操
作

し
て

理
解

を
促

す

こ
と

が
大

切
で
は

な
い
か

。
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第６節 研究のまとめ 

１ グループ研究のまとめ 

２ ２年次の成果と課題 
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第６節 研究のまとめ 
 本節では、本年度の研究を振り返り、各グループによる研究の振り返りをまとめるとともに、

２年次を総括した成果と課題についてまとめる。 

１ グループ研究のまとめ 

 本年度は、教育課程類型別の研究グループ（１３グループ）を編成し、「『主体的・対話的で深

い学び』を実現するための手立て」と「年間指導計画モデルの検討・改善」に取り組んできた。そ

れぞれの研究グループで振り返った内容を下記の表にまとめた。 

（１）「『主体的・対話的で深い学び』を実現するための手立て」についての振り返り 

Ｑ．実践を振り返り「主体的・対話的で深い学び」を実現するための手立てで今後大切にした

いことは何ですか？ 

＜主体的な学び＞ 

・「そうだったのか」「なぜだろう」といった、子どもがハッとする場面や、子どもが達成感を

感じられる場面を、教師がいかに作っていくかということが大切である。 

・自分で情報を選びとって主体的に活動するために、視覚表示が有効である。一方で、実態に

合わせてそれらを減らしていくことで、児童が学ぶ機会をあえて作っていくことも大切であ

る。

・気持ちの安定を図りつつ、自信がもてるように７割くらいはできることを提示する。

・興味・関心があるものを取り入れること。ただし、興味の幅が狭い児童にとってどう学習を

広げていくかが課題。

・周囲の子どもたちの主体的な姿を見せるなどして、人への関心を活動や教材への関心に広げ

る。

・学習の順番を児童が決めることで、児童自身が頑張ることや目標をもち、学習に取り組むこ

とができる。

・子ども同士の学び合いを大切にし、教師は子どもの言葉をひろい、介入しすぎないようにす

る。

・どのような力を身に付けさせるかを明確にし、教材を工夫しながら、体験的・操作的活動を

授業に取り入れることで主体的な学びにつながっていった。

・生徒自身が学習・解決の方法が分かれば、自分で学習を進めることができる。この経験を積

み重ねることで、自分で課題を考え解決することができる。

・表出が微細な児童生徒なので、本人の持っている今ある動きを意味づけすることが、「自分で

できることを育む」ことにつながる。

・感覚機能や認知力の向上、快・不快等の気持ちを表出する力を高めるために、様々な活動を

提示して取り組んでいくことで、経験を増やし興味関心の幅を広げていく。

70



＜対話的な学び＞ 

・１対１の個別指導だけでなく、集団の中で友達や教師がやっていることを見聞きする等、や

りとりからの気づきを大切にしたい。

・人との対話、教材との対話。

・複数の児童を同時に見る際、同じ課題でも児童によって処理の仕方が異なるため、それぞれ

に対してどんな言葉でのアプローチをすればよいか考える。

・児童と教師だけでなく子ども同士の関わりや芽生えた関心を大切にする。

・できるようになって「嬉しい」という表出（教師とのタッチなど）を大事にしたり、教師が

共感したり、「できた」思いの共有をしたりすることが大切であり、さらに深い学びにつなが

る。

・「タイミングを図って言葉かけをする」、「学習活動に迎えるようになるまで待つ」など、子ど

もの表情を読み取りながら、意思の確認をして課題を進めることを大切にしている。 

・学習の中で、教師との信頼関係を元に自己選択・自己決定する場面を作る。（意思の尊重）

・子どもが周囲の情報を読み取れるように、平仮名等、情報を理解することができる手立てを

広げていけるようにする。

・生徒が自分の興味・関心のあることや伝えたいことを教師が受け止めようとする姿勢や意識。 

・コミュニケーションのスキルが生徒によって異なるため、どんなツールを使うのが有効なの

か実態把握を通して教師が生徒の姿をどのように看取っていくのかということ。

・生徒たちの対話をメインにした授業を行ったが、今まで話し合いの経験が少なく、どのよう

に進めたらいいのかが分からなかった。指導をするにあたり、話し合いをするまでの手立て

や、細かく段階を踏んで進めていくことが大切だと感じた。

・思考・判断するための十分な時間の確保や場の設定の工夫。

・活動に取り組めたときに称賛したり、本人の感じた気持ちを推測して言い表したりするなど、

動きや気持ちの変化を受け止めて細やかに対応する。 

＜深い学び＞ 

・児童自身が、学んだこと（知識）を他教科や生活の中で活用できる場面が意識できることで

深い学びにつながるのではないか。

・年間の単元において、活用できる場面について教師が見通しをもっておくことも大事である。 

・深い学びの手立てとして生活の中で体験したことを学習に生かすこと。

・積み重ねが発展的、系統的指導につながる。

・国語、算数で学習したものが、今生かせていると子どもが気付けること。

・授業の前半に学んだことを活用する場面を、授業の後半に設定した。

・興味のあることから学習が深まり、般化し、概念形成ができてきている姿が見られた。

・学びの系統性（例 数学で学んだことを生単で活用する）を意識して、授業を進めることが

大切である。また、基本的なことを繰り返すことで、さらに発展した学習ができ、生徒もや

りたいという欲求もでてき、深い学びにつながっていく。
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・年間計画一覧をもとにその系統性や横断的な学びを教師が意識して指導にあたると、学んだ

ことが般化でき深い学びにつながると考えられる。

・生徒たちによって「深い学び」のとらえ方が異なり、学ぶ必要性が分からなければ深くはな

らない。

・学習の中で生徒が自己と向き合い「考えている」状態となる。それ事態が深い学びに繋がる

といえる。

・学習と生活が結びつき、生活の豊かさや相手とのやりとりの深まりに繋がっていく学び。

・本人がどう感じてどう考えるのか、本人の変容を大切にする。

（２）「年間指導計画モデルの検討・改善」についての振り返り 

Ｑ．年計モデルを検討し、どのような点を改善しましたか？（各教科の工夫点等） 

・通年ではなく月や学期で単元の区切りをつけたことで、内容のバランスがよくなった。

・他学年とのすり合わせを行ったりしたことで、系統性（縦のつながり）や発展性（縦・横の

つながり）ができた。

・生単において、今まであまり入っていなかった社会の内容（校外学習など）や生活科（ゲス

トティーチャーの活用など）を入れることができた。単元においては、どの教科を合わせて

いるのかを明記してあるとよい。 

・教育課程の重点事項を検討した後に年間モデルの検討ができたことで、その学年で大切にし

たいことが明確になった。

・段階で分けると、児童の実態差が大きく計画が立てにくいため、

国語…「読む」「聞く・話す」「書く」 

算数…「かたち」「数」「測定（量・時計の学習も含む）」という分け方でモデルを検討した。 

・国語では通年の単元として「読み聞かせ」を設定し、言葉やイメージ、想像力等の力を養う

ことができるようにした。

・国語・算数を学期ごとに区切ったが、実際の学習状況（実態差、個別学習等）を考えると、

区切るのは難しい。

・縦と横のつながりを大事にして作成していく。

・生活単元学習、作業学習、国語、数学、保健体育については、今年度活用した年間指導計画

一覧表をもとにして重複障害がい学級の生徒の障がいの状態や発達の段階に応じつつ行事と

の関連等も図れるように改善した。

・音楽については通年の活動内容を、（２ヶ月を目安に区切った）題材で季節・行事に照らし合

わせて楽曲を選定・実施するように改善した。

・教育課程を見直すことで精度を高めた。

・なぜその単元を、その時期に行うのかを再考した。

・学級だけでなく、学年・類型の中で必要な条件や課題を持ち寄り、学年の発展的学習や他教

科領域の系統的学習内容との横断的な計画の摺り合わせがよりできるように努めたい。

・カリキュラムをマネジメントするときの視点を明確に持ち、そのシステム（時期、メンバー、

視点、評価・調整等）を踏まえながら検討し、年計モデルとして意味のあるものにしていき

たい。

・自立活動の部分の表記の仕方を、わかりやすいように項目を起こした。（小・中・高）

・自立活動の各区分も相互に関係しあっており、それを意識しつつ月ごとに学習内容を設定し

た。生徒の実態、体調、授業の回数等、総合的に考えながら学習内容を変更し対応した。
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２ ２年次（平成３０年度）の成果と課題 

本年度の取組の成果と課題は下記の通りである。 

（１）「育みたい資質・能力」の明確化 

＜成 果＞ 

○ 教職員アンケート「育みたい資質・能力に関するアンケート」を実施し、教員一人一人

が教育目標をどのように捉え、本校の児童生徒に対してどのような力を育みたいと考えて

いるか調査することができた。 

○ 学習指導要領解説等を基に「学校教育目標の構造案」を再検討し、改善を図ることがで

きた。併せて「大笹生支援学校で育みたい資質・能力（試案）」「小学部で育みたい資質・能

力（試案）」のモデル図を作成することができた。 

＜課 題＞ 

● 本年度の課題としていた「育みたい資質・能力を各学部で手続きの検討」については、

アンケートの集約や「小学部で育みたい資質・能力（試案）」によって、手続きの方向性は

見えてきたものの、より妥当性のある手続きや中学部、高等部についての整理などの検討

が必要である。 

●「授業とのつながり」については、学習指導案に資質・能力を明記して組み立てるなどを

行ったが、具体的な目標設定や評価方法など、授業づくりの一連の流れをより明確にして

いく必要がある。

（２）「年間指導計画モデル」の作成 

＜成 果＞ 

○ 昨年度作成した「年間指導計画モデル ver.１」を基に、各研究グループで検討・改善の

協議を行い、「年間指導計画モデル ver.２」を作成することができた。 

○「年間指導計画モデル ver.２」は、教科別の指導を中心に整理し、学習指導要領解説等を

参考に本校実践に基づく内容を網羅的に整理することができた。

＜課 題＞ 

●「年間指導計画モデル」は、一年間の単元（題材）の時期や配列を検討することには役立

つが、単元名や内容の一部しか掲載できず、その単元でどのような資質・能力を扱うのか

は見えにくい。今後は、「育みたい資質・能力」に基づいてどのような単元（題材）が必要

で、どの時期に、どのくらい取り扱うのかを明確にして、「年間指導計画モデル」を検討す

る必要がある。

●「年間指導計画モデル」は、あくまでも標準例であるため、実際の年間指導計画の作成に

当たっては、学級の実態に応じた組み替えが必要である。各学級のより詳細な年間指導計

画をどのように組み立てるのか、個別の指導計画とどのように関連付けて実施されるのか、

実際の年間指導計画の作成と今後の活用方法についての検討が必要である。
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（３）「学びの過程」を踏まえた授業実践 

＜成 果＞ 

○「学びの過程と授業改善のモデル図」において、「主体的・対話的で深い学び」の視点との

関連を明らかにして整理することができた。モデル図を使って可視化しながら、「主体的な

学び」「対話的な学び」「深い学び」それぞれについての概念理解に役立てることができた。

○ 教育課程の類型別の全１３グループでそれぞれ授業研究を深めることができた。今年度

は特に、教科別の指導を中心とした授業研究を行い、教科別の授業づくりや授業改善につ

いて深めることができた。研究協議では、「育みたい資質・能力」と「主体的・対話的で深

い学び」について協議し、実践を通した学び合いができた。 

○ 学習指導案に「学習指導要領における段階と内容」を明記するようにしたことで、学習

指導要領解説等を活用し、各教科等の資質・能力の根拠に基づいた指導内容を設定するこ

とができた。併せて、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」それぞれについて、事

例に応じた手立てについて検討することができた。 

＜課 題＞ 

  ●「育みたい資質・能力」と「主体的・対話的で深い学び」については、具体的な実践とつな

げて考えていくと「難しい。」という感想が聞かれることが多くあった。抽象的な理念を具

体的な授業として具現化することは簡単ではない。学習指導要領や解説に示された基準を

基に、地道な実践と協議を積み重ね、概念理解と実践力を深めていくことが重要であると

考える。 

● 授業事例を見てみると、指導内容がシンプルなものから、多くの指導内容が設定されて

いるもの、目標設定の仕方や学習評価の視点など、授業者によって様々であった。本研

究において統一した手続きを示していなかったことが一因であると考える。次年度は目

標設定や授業評価の在り方など、一連の手続きを明確にしていく必要がある。 

● 児童生徒の「主体的・対話的で深い学び」を見取り、「育みたい資質・能力」が身に付い

たかどうかを捉えるためには、質の高い授業観察が必要であると考える。研究グループに

おいて、視点を明確にした研究授業の参観ができるような工夫が必要である。 
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第１節 

カリキュラム・マネジメント

１ カリキュラム・マネジメントとは 

２ 本年度の取組の概要 

第２章
大笹生支援学校の学校づくり
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１ カリキュラム・マネジメントとは 

 平成２８年１２月２１日中央教育審議会において、「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特

別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」が示され、よりよい学校

教育を創るという目標を学校と社会が共有し、連携・協働しながら、新しい時代に求められる資

質・能力を子供たちに育む「社会に開かれた教育課程」の実現を目指した学習指導要領の改訂の

方向性が示された。その中で、各学校において教育課程を軸に学校教育の改善・充実の好循環を

生み出す「カリキュラム・マネジメント」の実現を目指すことが求められた。 

 これを受け、平成２９年４月告示の「特別支援学校幼稚部教育要領・小学部・中学部学習指導

要領」においては、「カリキュラム・マネジメント」について次のように示している。 

第１章総則第２節の４ 

４ 各学校においては，児童又は生徒や学校，地域の実態を適切に把握し,教育の目的や目標の実

現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと，教育課程の実施状況を

評価してその改善を図っていくこと，教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保する

とともにその改善を図っていくことなどを通して，教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学

校の教育活動の質の向上を図っていくこと（以下「カリキュラム・マネジメント」という。）に

努めるものとする。その際，児童又は生徒に何が身に付いたかという学習の成果を的確に捉え，

第３節の３の（3）のイに示す個別の指導計画の実施状況の評価と改善を，教育課程の評価と改

善につなげていくよう工夫すること。 下線部は筆者による 

カリキュラム・マネジメントは、学校教育に関わる様々な取組を、教育課程を中心に据えなが

ら組織的かつ計画的に実施し、教育活動の質の向上につなげていくことあり、次の三つの側面で

整理されている。 

①教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと

②教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと

③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくこと

さらに、特別支援学校学習指導要領では、個別の指導計画の観点から次の点を含めた四つの側

面で整理されている。 

④個別の指導計画の実施状況の評価と改善を、教育課程の評価と改善につなげていくこと

 これらについて、各学校は「校長の方針の下に、校務分掌に基づき教職員が適切に役割を分担

しつつ、相互に連携しながら、各学校の特色を生かしたカリキュラム・マネジメントを行う（特

別支援学校学習指導要領第１章第６節の１）」ことが求められている。 

カリキュラム・マネジメント
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２ 本年度の取組の概要 

（１）学習指導要領に関わるこれまで取組

 本校は、校長の指導の下、平成２８年度より有志での勉強会を皮切りに、新しい学習指導要

領の理念に基づき、教務部と研修部が連携しながらカリキュラム・マネジメントを進めるため

の体制整備を進めてきた。（図１） 

 

（２）カリキュラム・マネジメントモデルの作成と共有化

カリキュラム・マネジメントを推進するにあたって、全体構造を整理し、全教職員で共有

し連携するために「大笹生支援学校カリキュラム・マネジメントモデル」を作成した。田村

知子ら（２０１６）「カリキュラム・マネジメントモデル」を参考に、本校で一部改変して作

成した。（図２） 

カリキュラム・マネジメントモデルを各職員室に掲示したり、カリキュラム・マネジメン

トに関する説明会等で活用したりして共有化を図った。

カリキュラム・マネジメントモデルを基に、本年度の取組について「平成３０年度カリキ

ュラム・マネジメント推進全体計画（以下全体計画）」を作成し、組織的・計画的に進めるこ

ととした。 

＜主な内容＞ ※①～④はカリキュラム・マネジメントの四つの側面との関連を示した 

①教科等横断的な視点での教育内容の組み立て

・「育みたい資質・能力」の明確化

・「年間指導計画一覧」の作成と活用

②教育課程の実施状況の評価・改善（④個別の指導計画の実施状況の評価・改善）

・個別の指導計画の新様式による実施と評価

図１ 大笹生支援学校における学習指導要領に関する取組の経過 

（３）平成３０年度カリキュラム・マネジメント推進全体計画の作成
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・次年度の教育課程編成に関わる基本的な考え方とスケジュール

③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制の確保と改善

・教科・領域会による学習会の推進

（４）「育みたい資質・能力」の明確化に向けたアンケートの実施 

  全体計画の①「教科等横断的な視点での組み立て」について、学校として「育みたい資質・

能力」を明確にすることが、教科横断的視点につながると考え、校内研究と連携して教職員ア

ンケートを実施した。学部目標に掲げる児童生徒像を基準として、本校職員が目の前の児童生

徒にどのような思いを持って資質・能力を育みたいと考えているのか明らかにすることができ

た。本校教員が詳細については、本研究集録の第 1章第 3節を参照する。 

（５）「年間指導計画一覧」の作成と活用 

  全体計画の①「教科等横断的な視点での組み立て」について、一年間の指導の中で教科等横

断的なつながりを持って指導を進める部分を意識できるように、各学級の「年間指導計画一覧」

を作成し、意識してつなげている部分を線でつなぎ明記するようにした。各学級で意識してい

図２ 「大笹生支援学校カリキュラム・マネジメントモデル」 

田村知子・村川雅弘・吉冨芳正・西岡加名恵編著「カリキュラムマネジメントハンドブック（ぎょうせい、２０１６年）」を参考に、本校で一部改変 
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る部分に違いがあるものの、本取組を通して指導内容をつなぐ意識を持つことができたのでは

ないかと考える。（図３） 

（６）個別の指導計画の新様式による実施と評価

  全体計画の②「教育課程の実施状況の評価と改善」及び④「個別の指導計画の実施状況の評

価と改善」について、実施状況の評価を明確にし、教育課程の改善につなげるために、個別の

指導計画の新様式に改訂し、実施した。 

  個別の指導計画の様式１は、個々の自立活動の指導内容について作成手続きを含めて明確に

し、実施と評価につなげられるように改訂した。特別支援学校学習指導要領解説の自立活動編

に示された「流れ図」を基に、指導内容の決定までの手続きが分かるように作成した。（図４） 

  個別の指導計画の様式２は、各教科の段階と手立てや配慮事項を明確し、実施と評価につな

げられるようにした。各年間指導計画に基づき、児童生徒それぞれの実態に応じた目標設定が

できるよう、特別支援学校学習指導要領の各教科に示された段階と内容との関連が分かるよう

にした。また、児童生徒個々の実態に応じた手立てや配慮事項が分かるように、各教科等の指

導においてそれぞれ手立てや配慮事項を明確にした。（図５） 

図３ 年間指導計画一覧の作成と活用 
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 図４ 個別の指導計画（様式１）～自立活動～ 

図５ 個別の指導計画（様式２）～各教科等～ 
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（７）次年度の教育課程編成に関わる基本的な考え方とスケジュール

  次年度の教育課程編成に向けて、基本的な考え方やスケジュールを共有し、実施と評価・改

善に向けた取組を次のように実施した。 

ア）新しい学習指導要領に基づく教育課程の評価・改善に関する全体会（平成３０年７月）

カリキュラム・マネジメントについての基本的な考え方と次年度の教育課程編成に関わる

本年度のスケジュールに関して、全職員に周知を行った。 

イ）学年主任を含めた教育課程委員会（平成３０年９月）

学年主任を中心に次年度の教育課程編成に向けた改善の方向性について協議を行った。 
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ウ）全教員を対象とした次年度の教育課程編成向けた説明会（平成３０年９月）

全教員対象の説明会を実施した。本年度実施した単元・題材（各教科）において、児童生

徒の達成状況を基に、年間指導計画の目標、各学部の教育課程の実施上の方針について改善

する方向性について示した。各教員からの質問や意見が出しやすいように２グループに分け

て実施した。 

エ）各学部学年会・各学部類型会による教育課程の評価・改善作業（平成３０年１０月）

上記の説明会を受け、各学部学年会・各学部類型会において教育課程の評価・改善作業を

実施した。 

（８）教科・領域会の推進

  全体計画の③「教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制の確保と改善」について、研修

部現職教育で取り組んでいる教科・領域チームにおける学習会（教科・領域会）と連携し、学
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校全体に関わる教科・領域に関する課題や改善事項について把握し、教育課程の実施に必要な

人的又は物的な体制の確保と改善に生かすこととした。特に、教科・領域に関する研修体制や

実務等の運営管理体制、教材の整理や共有化に関する課題等が挙げられている。実際の取組に

関しては、本研究集録第２章第３節を参照する。 

（９）カリキュラム・マネジメントの評価

 本年度のカリキュラム・マネジメントに関する取組について、各教員に評価アンケートを実

施し集約した。概要については、下記を参照する 
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第２節 

地域支援センターささっこ 

１ 地域の子供・保護者を支えるための学校・
　関係機関等との連携

２ 福島県「未来へつなぐ子育て・教育充実事業

『切れ目のない支援体制整備事業』」 

３ 本年度の取組の概要 
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１ 地域の子供・保護者を支えるための学校・関係機関等との連携 

　本校の学校経営運営ビジョンで示された「インクルーシブな学校」の理念（図１）に基づ

き、地域の子供・保護者を支えるための学校・関係機関との連携を推進するための本校の取

組が「地域支援センターささっこ」の取組である。本節では、「地域支援センターささっこ」

の設立の背景と本年度の取組の概要についてまとめる。 

 

２ 福島県「未来へつなぐ子育て・教育充実事業『切れ目のない支援体

制整備事業』」 
  第６次福島県総合教育計画平成３０年度アクションプランの新規事業に「未来へつなぐ子育

て・教育充実事業『小事業：切れ目のない支援体制整備充実事業』」が示された。本事業は、「特

別な支援を必要とする子どもたちの就学前から学校卒業後までの切れ目のない支援体制構築の

ため、小・中学校等や関係機関との連携を図りながら養育や教育に関する相談支援体制の充実

を図る」ものであり、「全ての特別支援学校に『地域支援センター（相談窓口）』を設置し、『教

育支援アドバイザー』等による相談体制の充実や関係機関との連携強化を図る」ものである。

（第 6次福島県総合教育計画平成３０年度アクションプラン 平成３０年３月より） 

  本事業に基づき、本校における教育相談等の特別支援教育のセンター的機能の充実を図る取

組が「地域支援センターささっこ」の取組である。本校は、平成１４年度より親子教室「ささ

っこ教室」の開催や地域からの相談対応など、地域の中で支援の取組を進めてきた。これまで

地域支援センターささっこ 

図１ 特別支援学校におけるインクルーシブな学校のイメージ 
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の取組を踏まえつつ、本校教育支援部と教育支援アドバイザーを中心にさらに事業の充実を

目指し、様々な取組を進めてきた。 

本校の玄関前に「地域支援センターささっこ」の看板を設置 

87



３ 本年度の取組の概要 

（１）来校相談・校内教育相談の充実（サロン化構想） 

  「ささっこ教育相談」として、地域の幼稚園、保育園、小・中学校、高等学校に通う障がい

のある又は発達に心配のある乳幼児や児童生徒及び、保護者、教職員に対して養育、教育につ

いて相談や助言、情報提供を行っている。主に特別支援コーディネーターが中心となり、教育

支援アドバイザーも相談支援を行う。相談者の不安や悩みを聞き、共感しながら、安心して話

せる相談になるよう心掛けている。長期で継続している相談利用のケースもある。 

校内教育相談は、児童生徒が安心して学校生活を送ることができるよう、本人や保護者、教

員の悩みや相談に早期に対応し、課題解決に向けた支援を行っている。各学部の特別支援教育

コーディネーターを相談窓口とし、児童生徒、保護者、教員それぞれのニーズを把握しながら、

必要に応じてケース会議も実施している。教育支援アドバイザーも児童生徒、保護者や生徒の

支援を行っている。教職員に対しては、指導の悩み、支援の工夫、教材の準備などを話し合う

場の提供を行っている。 

地域の保護者、子供、教職員が安心して相談できる空間として、また、様々な人たちが交流

する場として、地域交流の「サロン」となりえる場をコンセプトに地域支援センターの環境整

備に努めてきた。 

保護者、子供、教職員が安心して相談できる空間を目指して 

教育支援アドバイザーの相談 児童生徒の相談や交流の場 

本校教職員の学部間交流の取組 各種打ち合わせでの利用（ＰＴＡ役員会等） 
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（２）教育支援計画の充実・活用 

個別の教育支援計画を「未来を創る支援マップ」として、様式を含めた整備を行った。より

よい合理的配慮の提供に向け、個別の教育支援計画の記載内容や記入例など、合理的配慮につ

いて教職員の共通理解を図った。また、保護者への合理的配慮に関する情報提供を「教育支援

部だより」を通して行った。 

（３）交流及び共同学習の充実 

小・中・高等学校の同年代の児童生徒との交流及び共同学習を通して、お互いの多様性を認 

め合い、互いに学び合う活動を進めている。 

 福島県立二本松工業高等学校生徒との交流及び共同学習では、本校の児童生徒と年間を通し

て複数回、個別に活動に取り組み、工業高校の生徒が学科の専門性を生かして、本校の児童生

徒の特性や嗜好に合わせた教材をスイッチ教材の作成、提供を行った。 

（４）地域交流・地域貢献の推進 

「社会に開かれた教育課程」の実現を目指し、学校と地域をつなぐ活動を進めている。学校

と地域のつながりは、児童生徒が地域で共に学び、共に生きるために不可欠であるとともに、

地域の特別支援教育の充実に結び付くと考えている。そのため、地域の方々との活動の機会を

多く設けるとともに「サロン」を交流の場として活用してもらう取組を進めている。 

地域の学習センターと連携し、ゲストティーチャーの活用した授業づくりの取組を進めた。

高等部の保健体育科のダンスの授業において、学習センターからよさこいダンスサークルの

方々を紹介していただき、快くゲストティーチャーを受けていただいた。地域支援センターに

おいて、ゲストティーチャーと本校職員との打ち合わせの場を作り、生徒の実態についての説

明や授業構想について話し合った。当日は、ゲストティーチャーによるよさこいダンスの指導

を通して、生徒の真剣に学ぶ姿が見られたり、笑顔で関わり合う姿が見られたりした。 

個別の教育支援計画の様式 教育支援部だより 
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（５）学校間連携の充実 

地域の特別支援教育の充実に向け、幼稚園、保育園等、小・中学校、高等学校、特別支援学

校との連携を進めている。よりよい指導・支援に関する情報交換を中心に、授業づくりや保護

者支援についても共にアイディアを出し合いながら進めた。依頼を受けて行った研修の支援か

ら連携を深めるケースもあった。 

研修支援として、今年度は二本松での特別支援学級交流会のボッチャ大会の講師や、本宮方

部でコーディネーターと支援員との連携についてのなどの研修協力行った。また、福島市の保

育ネットワーク会議、においても研修協力を行った。 

学校等の相談支援として、本年度はこれまで延べ１９件実施した。ケースに応じて経過を

観察しながら継続して行っている。 

本校会場として各種の研修会や学習会が実施された場合の情報交換の場としてサロンを活用

した。併せて実施された、「切れ目のない相談支援整備事業第２回相談支援ケース会議【県北地

区】と「スクールソーシャルワーカー域内連絡会【県北】」においては、会議内において事例を

もとに真剣な協議が進められたが、会議間の休憩場所してサロンを提供し、職種の異なる参加

者同士の活発な会話と交流が促進された。 

来校者との相談の様子 チームケース会議休憩時間の様子
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第３節 

ＯＪＬ（On the Job Learning）の取組 

１ ＯＪＬ（On the Job Learning）とは 

２ 本校のＯＪＬで目指す姿 

３ 平成２９・３０年度の取組の概要 
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１ ＯＪＬ（On the Job Learning）とは

（１）ＯＪＬの定義

ＯＪＬとは、「On The Job Learning」の略で、「ＯＪＴ」の Training（トレーニング）を

Learning（ラーニング）に変えたものであり、「職場における共感に基づく自律的相互学習を通

じて職場風土を改革し、個人と組織の成長を促す学習プロセス」である。これは、青森公立大

学教授遠藤哲哉氏と（財）ふくしま自治研修センター元客員教授小野寺哲夫氏が定義した概念

である。両氏は、（財）ふくしま自治研修センターにおけるＯＪＴ（On the Job Training）及

び「学習する組織(ピーター・センゲ) 」の実証的研究を通して、自律的相互学習による組織戦

略を重視した研修プログラムを開発し、そのコンセプトとしてＯＪＬの概念を提唱している。 

 遠藤・小野寺（2007）は、今日のような急激に社会が変化する時代においては、下記①～④

の理由から、従来の上司や先輩が部下や後輩に教育訓練をするＯＪＴのスタイルには限界があ

り、「共感に基づく自律的な相互学習をベースに組織風土を変革し、変化に対応し、変化を起こ

せる人材づくり」、「一人一人が自主的で主体的な仕事の取り組みや環境構築を行っていくこと」

が重要であると述べている。 

①社会の急激な変化と情報ネットワーク化の進展により、情報や技術は急激に陳腐化する。

常に情報収集と自己学習が必要。

②情報ネットワーク化の進展に伴って、いつでも情報にアクセスできる機会が多くなり、主

体的に情報を入手することが可能。部下の意見も参考に共に創っていくスタイルが有益。

③個別指導と同時に、チームや職場全体の価値観や取り組み姿勢、雰囲気が個々人のやる気

や態度に影響を及ぼす。共有する価値観や文化、風土を変え、気づきを与えることが重要。

④成人教育では、個人が試行錯誤しながら自律的に学習するタイプの学習の方がモチベーシ

ョンを高め、成果を挙げる。

（２）「学習する組織」の５要素及びプラスアルファ５要素 

  遠藤・小野寺（2007）は、ピーター・センゲの提唱した「学習する組織」にプラスアルファ 5

要素を加えた１０要素による研修プロセスを提案している。（表１） 

〈ＯＪＬ（Ｏｎ ｔｈｅ Ｊｏｂ Ｌｅａｒｎｉｎｇ）とは〉 

職場における共感に基づく自律的相互学習を通じて職場風土を改善し、個人個人と組織

の成長を促すプロセス 

【遠藤哲哉・小野寺哲夫.2007】 

ＯＪＬ（On the Job Learning）の取組

(参考）遠藤哲哉・小野寺哲夫（2007）自治体経営における学習する組織～福島県内の自治体データを用い
た組織戦略と組織心理学的観点との統合～.青森公立大学経営経済学研究第13巻第1号
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ピーター・センゲのオリジナル５要素 

Ⅰ．自己マスタリー 1人 1人が自ら自律的に学び続け、常に自己成長、自己実現へ向

かって継続的な改善や努力をすること。 

Ⅱ．メンタルモデルの克服 心の深層にある固定観念や先入観に気づき、常にそれらに挑戦

し続け、決して防衛的になったりしないように心がけること。 

Ⅲ．ビジョンの共有 1人 1人のビジョン（思い）を結びつけ、対話を通して共有ビジ

ョンにまで高めて、それを共有し、全員がビジョンに対して自覚

を持って参加すること。 

Ⅳ．チーム学習 組織学習の基本単位がチームである。チーム単位で学習し合っ

たり、コミュニケーションを通して自然に情報の共有ができた

り、学び合うこと。 

Ⅴ．システム思考 すべて物事はシステムとしてすべて繋がっているという〈もの

の見方〉。したがって、システム内の１つの要素（それはあなた

かもしれない）が変化すれば、その影響は相互的に関連したシス

テム全体に波及するということ。

プラスアルファ５要素（遠藤・小野寺 2007） 

Ⅵ．ポジティブシンキング 物事をポジティブに前向きに考えること。人や物事に潜むプラ

スの側面を見出す。

Ⅶ．遊び心・ユーモア・笑い 仕事の中に遊び心・ユーモア・笑いを取り入れること 

Ⅷ．ソーシャル・キャピタル

（社会関係資本： Social 

Capital） 

人々の協調行動を促進することにより、その社会の効率を高め

る働きをする社会制度であり、具体的には「信頼」「互酬性の規

範」「社会的ネットワーク」などのこと。 

Ⅸ．エンパワーメント 権限委譲したり、相手を信頼して意志決定などを任せて、責任意

識の自覚ややる気を引き出す働きかけ。 

Ⅹ．ＯＪＬコーチング 学習する組織を作るため、および職場の潜在能力を最大限に引

き出すために行われる全ての働きかけ。対人的なレベルでは、傾

聴と質問を通した可能性を引き出す会話を通してなされる。 

（３）本校における導入の経緯 

 福島県特別支援教育センターでは、このＯＪＬの概念を基に、平成２８・２９年度の教育研

究「特別支援学校教員の協働による専門性の向上・継承と校内組織の活性化～学び合う学校組

織（OJL）への取組～」に取り組んでいる。本校は研究協力校として、実践研究に協力する中で、

ＯＪＬの理念の重要さに気付くとともに、自律的相互学習による組織風土の改善こそが、これ

からの学校づくりを進めて行く上で重要になると考え、校内研修計画の現職教育の方針に取り

入れて実践を進めてきた。 

表１ ふくしまパラダイム「学習する組織の１０要素モデル」（小野寺・遠藤,2007） 

＜引用＞平成 30年度大笹生支援学校外部専門家研修「ＯＪＬ研修会」小野寺哲夫氏の資料より 
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２ 本校のＯＪＬで目指す姿 

（１）本校の校内研修計画

本校校内研修の大きな柱を校内研究と現職教育の２つの柱とし、授業力と組織力を相互に

高めることをねらいとして校内研修を進めた。（図１）

（２）ＯＪＬで目指す姿（ビジョン）

  ＯＪＬを推進するに当たり、本校では図２のようなビジョンを示し、教科・領域チームによ

る組織の活性化を図る取り組みを進めることとした。授業づくりや授業力に関わる研修が各個

人にとって最も成果を感じる内容であり、個々のニーズに基づく専門的な学習やその専門性を

生かした学び合う組織を構築できるのではないかと考えた。 

図１ 大笹生支援学校・校内研修計画 

図２ 大笹生支援学校のＯＪＬで目指す姿（ビジョン） 
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３ 平成２９・３０年度の取組の概要 

（１）教科・領域チームによる学習会

教科・領域チームによる学習会は、小中高の縦割りの組織編成とした。初めにそれぞれの

チームで本校の課題について洗い出す作業を行った。チームで共有した課題に基づいて、課題

解決の取組や必要な研修についての自主的な学習会を実施した。実施した概要は下記の表の通

りである。

教科・領域チーム 主な実施内容 

１ 生活科 

（日常生活の指導） 

・予定表、掲示物等の教室環境の写真をデータ化した。

・基本的な生活習慣で、困っていること、必要なことなどのアン

ケートを実施し、結果を全職員に配付した。

２ 生活科 

（生活単元学習） 

・実施している単元や教材など授業事例を紹介し合った。

・事例集を作成し、全職員が閲覧できるようにした。

３ 国語科 ・国語の授業づくり支援に参加した。

・言葉の発達について、児童の事例を共に学び合った。

４ 算数・数学科 ・算数数学の授業づくり支援に参加した。・自作教材の紹介。

・教材室の教材を調べ、算数科で使えるものをデータ化。全職員

が閲覧できるようにした。 

５ 音楽科 ・楽器の定期点検と使い方についての改善策を検討した。

・音楽の評価の在り方についての話し合いを行った。

・各学部の年間指導計画を共有し、内容の共通理解を図った。

６ 図画工作・美術科 ・作品制作に向けての事例を各学部から出し合い、用具や指導

法等についての協議を行った。

・作品集のデータをフォルダに入れる。

７ 体育・保健体育科 ・保健体育の授業づくり支援に参加した。

・学習指導要領を参考に教育課程について話し合いをした。

８ 社会科・理科 

（生活単元学習・作業

学習） 

・社会・理科の目標や内容についての情報共有。

・中学部・高等部における教科別の指導メリット、各教科等を合

わせた指導のメリットについての協議を行った。 

９ 職業科 

（作業学習） 

・高等部の特別支援学校学習指導要領解説を読み合わせ、職業

科の意義、目標、内容について学び合った。

・現状の職業科の課題点を協議し、必要な授業内容を検討した。 

10 家庭科 

（生活単元学習） 

・家庭科の授業づくり支援に参加した。

・小・中・特別支援学校の学習指導要領解説を比較したり、調理

について調べ、協議した。
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11 道徳科 

（特別の教科道徳） 

・道徳教育と道徳科の関連等、資料や研修動画、地区別研修会の

報告等、基本的な情報整理と協議を行った。 

・道徳教育全体計画を見直し、改善案を提案し、配付した。

12 総合的な学習の時間 ・新しい学習指導要領についての内容を確認した。

・中学部、高等部それぞれの実施計画と取組の経過について情

報交換と協議を行った。

13 特別活動 ・特別活動について、新しい学習指導要領の内容確認を行った。 

・本校の各行事や交流及び共同学習について、目的や時期等に

ついて協議を行った。

14 自立活動１ 

（肢体不自由） 

・チーム内にいた動作法に詳しい先生に校内講師を依頼し、動

作法についての実技研修を実施した。

15 自立活動２ 

（自閉症・情緒障がい） 

・自閉症教育実践マスターブックを基に特性に応じた教育につ

いて確認したり、教材や資料について紹介し合ったりした。 

・グループごとに児童生徒の事例について話し合った。

（２）教科・領域チームによる授業づくり支援

  ２年次フォローアップ研修教員や経験者研修Ⅰ（５年目経過）、経験者研修Ⅱ（１０年目経過）

の教員の研究授業を対象に授業づくり支援を実施した。主に研究授業の事前研究会や事後研究

会に教科・領域チームのメンバー数名が参加し、意見交換をしながら、互いに学び合うもので

ある。２年間で、生活単元学習や国語、算数数学、保健体育、家庭科等の授業づくりで実施し

た。 

教材教具の整理・共有化 自立活動の指導に生かす実技研修 
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（３）若手教員のアシストミーティング

  若手教員の授業づくりや児童生徒の見取りについての疑問に対し、同僚や先輩教員が意見を

出し合い、課題解決の一助にする取組である。形式的な授業研究ではなく、座談会のような雰

囲気で取り組めるようにした。アシストミーティング後に児童生徒について話題を出しやすく

なるなど、教員間の関係作りにも良い影響が見られた。 

（４）ＯＪＬに関する研修会

  前述した元ふくしま自治研修センター客員教授（現立正大学非常勤講師）の小野寺哲夫氏を

招き、ＯＪＬの理念や基礎知識についてワークショップ形式を交えながら研修会を行った。Ｏ

ＪＬの理念の共有につながり、組織文化や風土を改善することの重要性を学ぶ機会となった。 

アシストミーティングの様子

小野寺哲夫氏によるＯＪＬ研修会の様子 
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第４節 公開研究会 

１ 公開研究会の趣旨とテーマ 

２ 授業公開 

３ ポスター発表 

４ 研究協議分科会 

５ 教育講演会 
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１ 公開研究会の趣旨とテーマ 

  本年度、本校では初めてとなる公開研究会を実施した。これまでの本校における取組の発信

に加え、「インクルーシブな学校」の理念に基づき、本校の児童生徒を含め地域の子供たちのた

めに、地域の教育を支える教員と本校の教員が多様な立場を尊重しつつ学び合い、連携・協働

のきっかけとなる場を提供することを目指した。 

  こうした願いの基、テーマを「みんなが学ぶ・みんなと学ぶ地域の支援学校を目指して」と

題した。副主題には、本校の校内研究のテーマとの関連が深い、「新しい学習指導要領と授業づ

くり」と題した。本研修集録に掲載されている本校の学校づくりの取組について、地域に開き、

共に学び合いながら地域の教育力の向上に貢献することが本校の使命であると考える。 

２ 授業公開 

 授業公開では、２校時目、３校時目を全公開とし、全ての学級の授業を公開した。本校の取組

が分かるように、年間指導計画一覧（本研究集録第１章第４節、第２章第１節）と簡易な指導案

を掲示した。参加者はそれぞれに関心のある授業を見学したり、様々な学部の教育環境や取組を

見学したりした。事後アンケートでは、「全ての授業を公開していただいたので、自分の関心のあ

る授業を見ることができた。」「いろいろな学部の様子を見学できたのがよかった。」など、好評を

いただいた。 

＜平成 30 年度公開研究会テーマ＞ 

みんなが学ぶ・みんなと学ぶ地域の支援学校を目指して 

～新しい学習指導要領と授業づくり～ 

公開研究会

授業公開の様子 
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３ ポスター発表 

  ポスター発表では、地域の小学校特別支援学級や通級による指導をリードする先生方に協力

をいただき、各校での実践的な取組を３事例発表していただいた。発表に加え、実際の教材を

多数展示していただき、参加者と情報交換するなど、活発な交流が見られた。地域の特別支援

教育に携わる参加者はもちろん、本校の教職員にとっても貴重な学びの場となった。本校教員

のアンケートからは、「特別支援学級の取組についてあまり知らなかったので、学ぶことができ

てとてもよかった。」などの感想が多数見られ、大変好評だった。 

  併せて本校の取組についても６事例について発表し、地域の教員や学生などと活発な意見交

換を行うことができた。 

№ 発表内容 発表者 

１ 小学校・通級による指導 

「通級指導教室（けやき教室）の概要」 

福島市立平野小学校 

教諭 岩谷亜希子 氏 

教諭 赤間ゆかり 氏 

２ 小学校・特別支援学級（知的障がい学級） 

「見通しを持ち、主体的に学習・生活できる子どもの育成を

目指して～視覚支援を中心とした手立ての工夫を通して～」 

福島市立鎌田小学校 

教諭 須田 悦子 氏 

３ 小学校・特別支援学級（自閉症情緒学級） 

「共に学ぶ児童の育成をめざした支援学級からの発信～『知

って』『見て』『いっしょに』大作戦～」 

国見町立国見小学校 

教諭 齋藤 道子 氏 

４ 特別支援学校・校内研究 

「一人一人の学びを支えるインクルーシブな学校づくり～

大笹生支援学校モデルカリキュラムの開発と授業実践～」 

大笹生支援学校 

教諭 鴫原 一寿 

（研修部） 

５ 特別支援学校・現職教育 

「個人と組織の成長を促す『OJL（On the Job Learning）』

に基づく、教員の資質向上と組織力の向上を目指した取組」 

大笹生支援学校 

教諭 相沢すみ子 

（研修部） 

６ 特別支援学校・地域支援センター 

「地域支援センターささっこの取り組み」 

大笹生支援学校 

教諭 大竹 和美 

（教育支援部） 

７ 特別支援学校・小学部授業づくり 

「小学部４年１組国語科の授業づくり」 

大笹生支援学校 

教諭 八巻 茉以 

（小学部） 

８ 特別支援学校・中学部授業づくり 

「中学部１年２組国語科の授業づくり」 

大笹生支援学校 

教諭 佐川 裕美 

（中学部） 

９ 特別支援学校・高等部授業づくり 

「高等部作業学習の授業づくり～レザー加工班・クリーン活

動班～」 

大笹生支援学校 

教諭 江田 綾 

（高等部） 
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４ 研究協議分科会 

 研究協議分科会は、教務部、研修部、教育支援部の取組について話題提供をし、参加者と意

見交換を行った。新しい学習指導要領や地域支援センターなどの先進的な取組について協議す

ることができた。研究協議分科会の内容は、本研究集録に掲載されている内容である。また、

分科会②については、福島県特別支援教育センター教育研究「知的障がいのある児童生徒に対

する教育を行う特別支援学校における各教科の指導」の研究協力の一環として実施した。 

№ 協議内容 担当者 

１ 分科会① 

「新しい学習指導要領に基づくカリキュラム・マネ

ジメント」 

大笹生支援学校・教務部 

話題提供者 教諭　佐藤　智 

司会進行 教諭　石井　忠一 

２ 分科会② 

「知的障がいのある児童生徒に対する教育を行う

特別支援学校における各教科の指導」 

大笹生支援学校・研修部 

話題提供者 教諭　小暮 創史  

司会進行  教諭　中村里永子 

３ 分科会③ 

「地域支援センターささっこの取組」 

大笹生支援学校・教育支援部 

話題提供者 教諭　大竹 和美 

司会進行  教諭　菅 玲子

ポスター発表の様子 

研究協議分科会の様子 
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５ 教育講演会 

 教育講演会では、新しい学習指導要領で示されたこれから求められる「主体的・対話的で深

い学び」の在り方について、植草学園大学発達教育学部准教授の菊地一文氏より、御講演いた

だいた。菊地氏からは、「主体的・対話的で深い学び」が求められる背景として、「社会に開か

れた教育課程」の理念、育成を目指す資質・能力、カリキュラム・マネジメント等、幅広く解説

していただいた。また、キャリア発達の視点から、キャリア教育や地域共同活動の重要性につ

いて多数の事例を交えて取組の方向性について御示唆いただいた。 

　なお、本教育講演会は、福島県の「特別支援学校教科指導充実事業（H30）」の一環として実

施した。 

＜演題＞知的障がい特別支援学校における主体的・対話的で深い学び 

＜講師＞植草学園大学発達教育学部 准教授 菊地 一文 氏 

教育講演会の様子（菊地一文氏） 
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編集後記 

本研究集録は、平成３０年度の大笹生支援学校の取組をまとめたものです。第１章は、３年次計

画で取り組んでいる校内研究「一人一人の学びを支えるインクルーシブな学校づくり」の２年次の

取組をまとめました。なぜ、何のための研究か、取組への思いが分かるように編集しました。 

第２章は、研究主題と関連のある様々な本校での取り組みをまとめました。主に教務部、研修

部、教育支援部などの取組について紹介しています。本校は、学校全体でビジョンを共有し、その

実現に向けて連携・協働していくことを大切にしてきましたので、そのつながりを感じていただけ

ればと思います。 

本校は、教職員１５０名を超え特別支援学校としては大きな規模の組織です。一人一人がビジ 

ョンを共有し、連携・協働していくことは簡単ではありません。本校においても、まだまだ課題は

多くありますが、対話を図り、衝突を乗り越えながら、少しずつ理念やビジョンの共有が図られ、

学校の雰囲気が変わってきていることを感じます。 

学習指導要領が新しくなり、私たちの指導観や組織観も時代に合わせて見直していく必要があり

ます。本集録を通して、自分たちの取組をまとめ、自分たちの歩みを改めて見つめ直す機会とした

いと考えております。関係の皆様方から、忌憚ないご意見をいただくとともに、共に学び合い特別

支援教育の充実と発展に向けて歩みを進めていければと思います。 

本校の研究にご協力いただきました、滝坂信一様、菊地一文様、小野寺哲夫様、岡澤慎一様に改

めて感謝申し上げます。併せて本校の研究への助成をいただきました（財）日本教育公務員弘済会

福島支部様に感謝申し上げます。 

平成３１年３月２５日  福島県立大笹生支援学校研修部 



児童生徒一人一人の自立と社会参加を目指し、 

たくましい生活力と心豊かな人間の育成を図る 

福島県立大笹生支援学校 
〒９６０－０２５１ 福島県福島市大笹生字爼板山１８２番地の２

 電話：024－558－8710 FAX：024－556－0416 

E-MAIL ohzasou-sh@fcs.ed.jp
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